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　業の国内回帰ɾϦシϣアϦϯάにい෩がਧいている。ྩ4年（2022年）10月28日

にֳܾٞఆされた「Ձ高ࠀɾ経済再生࣮ݱのための૯߹経済対ࡦ」では、「円安を活かし

た地域の「Ք͙ྗ」の回෮ɾڧ化」のҰ環として、「企業の国内ࢿ回帰と対内֦ࢿ大」

が掲͛られ、ྩ 5年（2023年）11月2日ֳܾٞఆの「σϑϨ全٫のための૯߹経済対ࡦ」

においても、引き続き「成ྗのڧ化ɾ高化にࢿする国内ࢿをଅਐする」とされた。また、

先日、自ຽౘ૯ࡋに当બしたੴഁໜ新૯ࡋがऀه会ݟで、日本企業の生産ڌ点を「国内回帰さͤ、

日本国内にޏ༻と所ಘの機会をつくる」ことがॏ要との考えをࣔすなど、国内回帰はݱ在の経

済政ࡦのॏ要なΩーワーυとなͬている。

　事࣮、近年では大手ϝーΧーの国内回帰の事例がଟใじられている。ಛにࡢ年2023年は、

Τアίϯ事業の国内回帰関࿈の事例が目ཱͬた。例えば、ύφιχックは࣎լݝの場の

生産ϥΠϯを૿ڧし、中国で生産しているҰ෦の国内けΤアίϯの生産を国内回帰さͤるこ

とを発表した（日本経済新ฉ2023年6月23日ே13ץϖーδ）。また日ཱδϣϯιϯίϯトロー

ϧۭௐも2022年に中国からҠした国内けΤアίϯの国産化を50�Ҏ্に高めるとのҙ

つݝ業もҵをࣔした（日経ใχϡースアーΧΠϒ2023年11月7日）。さらにμΠΩϯ

くばみらいࢢにΤアίϯ生産の新場をݐઃすると発表している（日経ใχϡースアーΧΠ

ϒ2023年8月2日）。そのଞ、Ϡマϋは中国で生産しているϐアϊϑϨームを੩Ԭݝ൬ాࢢの

場にりସえる方を表明（日本経済新ฉ2023年12月23日地方経済໘中෦）し、自動ं෦

のΧϠόはシϣックアϒιーόーの生産のҰ෦をถからذෞݝの場にҠすることをܾఆ

（日本経済新ฉ2023年2月21日ே15ץϖーδ）するなど、༷ʑな業քで大手ϝーΧーの国内回

帰がਐలしてる。また、ւ外企業の対内ࢿについては、2021年にܭըが発表されたの

大手ಋ体ϑΝϯυϦT4.$の۽本場が今年開所された。円安がಛに大きな題となͬて

いる日本のみならͣ、新型ίロφΟϧスのײછ֦大、ロシアのクϥΠφ৵߈やถ中対ཱに

伴う経済安全อোの໘などから、Ԥถにおいても業の国内回帰は大きなைྲྀとなͬている。

　経営ֶɾ経済ֶのྖ域では、2011年にϘストϯɾίϯαϧテΟϯάɾάϧープが「┑┥┨┩ⓤ┭┲ⓤ

業のࠃճؼͱҬ࢈業集ੵ

ా 中 ӳ 式

（ 　　　  　　　  ）Ѫ  大 ֶ
経 営 ֶ ෦ ڭ त
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┅┱┩┶┭┧┥⓰ⓤ┅┫┥┭┲⓾ⓤ┛┬┽ⓤ┑┥┲┹┪┥┧┸┹┶┭┲┫ⓤ┛┭┰┰ⓤ┖┩┸┹┶┲ⓤ┸┳ⓤ┸┬┩ⓤ┙⓲┗⓲（ϝΠυɾΠϯɾアϝϦΧ、再

びɿなͥ業はアϝϦΧに回帰するのか）」というϨϙートを発表し、アϝϦΧ業の国内

回帰が注目されるようになͬてҎ߱、先ਐ国における国内業の役割を再ධՁし、その再生

renewBMやϨδϦΤϯスresJMJenDe、͋るいは再業化reJnEVstrJBMJ[JnHのՄੑと課題を୳ٻす

るڀݚがଟく積されてきた。これまでの࣮ূڀݚから、先ਐॾ国業の再生ɾ再ධՁに関

して、ᶃ٬ސへの近ੑやਝな開発など応ੑとݯࢿのޮ的活༻の໘で国内生産の

ར点がධՁされていること、ᶄ先ਐॾ国内にはւ外よりも国内をબするҰఆの٬ސ

がଘ在していること、ᶅ国内に残ͬた中小企業のネットワークやローテク෦を༗ޮに活༻

することによͬて先ਐ国業の再生のՄੑが͋ること、およびᶆ政のదな支援の必要

ੑがࢦఠされている。

　果たして、ݱ在の国内回帰の਼勢は、Ұ࣌的なものではなく、զが国における国内業の

本格的な再生ɾ෮ݖにつながるもので͋ろうか。そのݤをѲͬているのは、国内に残る地域産

業集積の༏Ґੑの活༻で͋ろう。これまで日本国内の地域産業集積は、中小企業を中৺とした

集積内ネットワークを通じてॊೈなઐ化、Πϊϕーシϣϯ、新ن事業のग़といͬたޮ果を

生みग़してきたが、ݱ在でもこうした集積内ネットワークの༏Ґੑはࣦわれていない。චऀが

これまでओにௐࠪɾڀݚを行ͬてきたણҡɾアύϨϧ産業においては、Ԭݝࢁෑࢢを中৺と

したδーϯズ産業集積やѪඤݝ今治ࢢを中৺としたλΦϧ産業集積などݱ在でもその༏Ґੑを

ҡ࣋している地域産業集積が国内にはଟくଘ在している。こうした地域産業集積は、中国をは

じめとするアδアॾ国とのՁ格ڝ૪によͬて国内ણҡɾアύϨϧ産業がਰୀする中でも、ઐ

企業ಉ࢜のີなネットワークを通じてॊೈなઐ化をୡ成し、高加Ձを生みग़すこ

とで新たなࢢ場を֫ಘし、ݱ在までҰఆのڝ૪ྗをҡ࣋してきた。ણҡɾアύϨϧ産業にݶら

ͣ、機ցۚଐ加をはじめとするଟくの業において地域産業集積の༏Ґੑは、ॖ小しつ

つもະだ国内に残ͬている。1980年代Ҏ߱、大手ϝーΧーは生産ɾ開発ڌ点をւ外にҠしてき

たが、もともとւ外ਐग़Ҏલから、そうした大手ϝーΧーのޮ的な生産ɾ開発を支えてきた

のは中小企業を中৺とした地域産業集積で͋ͬた。こうした地域産業集積と国内回帰した大手

ϝーΧーの生産ɾ開発ڌ点が再び݁びつくことが国内業の再生にとͬて؊要で͋る。্ه

日ཱδϣϯιϯίϯトローϧۭௐはಢ営業所で生産するΤアίϯ෦の45ˋをಢݝ内の取

引先からߪೖしたという。国内回帰をਐめる大手ϝーΧーは、αプϥΠνΣーϯ再ฤの中で地

域産業集積とのؒのඥଳを再ߏஙし、国内生産ɾ開発体੍をڧ化していく必要が͋るだろう。

　もͬとも地域産業集積の༏Ґੑのҡ࣋には課題もଟい。最も大きな課題は人ݮޱগに伴う人

͋、不足ࡐ不足で͋る。中小企業の人ࡐ るいはऀܧޙ題は、産業集積の༏Ґੑはおろか、ݸʑ

の事業のଘ続自体にも҉いӨをམとしている。この点で政の支援が果たす役割は大きい。こ

のؒ、地方生の政ࡦ目ඪのҰつとしてڧௐされてきた「地方への人のྲྀれをつくる」ことを

さらにਪਐしていくことがॏ要で͋る。
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ଟ༷ੑというಛをもつ東大阪地域の集積で͋るが、そのഎܠに͋るのが地域内にଘ在す
る༷ʑな地場産業で͋る。ւ外生産がਐむ中で、なͥ今日まで地域内に地場産業が残ること
ができたので͋ろうか。චऀはध要をもたらす大阪のɾ社と業ऀとの関が、৳
ઢ産業やමཐ産業、࡞業۩産業などの地場産業を、今日までଘ続さͤてきた。その݁果、
東大阪地域は地場産業の৭߹いが残る集積というಛ৭を࣋つことになͬたと考えている。

本ߘでは東大阪地域を事例に、地場産業がݱ在でも残り続けている要Ҽやঢ়گを、طଘの
ることで、東大阪地域集積のಛとの関࿈を୳る。このことはまたݟを౿まえ歴史的にڀݚ
大企業を中৺とした産業集積が൸歴してΏく中で、地場産業について、発生からݱ在までの
在り方と地域産業との࿈関を考えることにより、大企業を֩とした生産分業システムではなく、
ैདྷからଘ在する「在དྷ産業」や「分ࢄ型生産৫」の在り方から産業集積をとらえすこ
とができるからで͋る。

ैདྷのڀݚを౿まえると東大阪の地場産業は、高成ظに大阪ࢢのや東大阪にਐग़
してきたとີな関を࣋つことで成ɾ֦大していͬたことがわかる。またこのことは
ಉظ࣌にࢪ地域や河内地域で֦大していた機ց加を中৺としたध要に対し、ຕԬ地域に
ଘ在した地場産業ܥの企業を今日までଘཱさͤることをՄにした。そのҰ方で、機ց産業
つことができな࣋はになり、的な関との取引に関しては、をհしての取引関ܥ
くなͬたともいえる。

このように、東大阪地域では地場産業ܥの企業܈と機ց産業ܥのԼ企業܈は、地域内に
ಉظ࣌にଘ在しながらも的な取引関を࣋つことなくଘཱしてきた。これらܥේのҟな
る集積がਂくަわることなくଘཱしていながら、東大阪ࢢとしてͻとくくりにみているために、
地場産業の৭߹いがڧい都ࢢ型集積としてみえるので͋る。

粂 野　 ത 行

（ 　　　  　　　  ）大 阪  業 大 ֶ
૯ ߹ 経 営 ֶ ෦ ڭ त

業࢈ͱ場ܗ業集ੵの࢈
ʔ౦େࢢࡕのػցۚଐؔ࿈࢈業Λྫࣄͱ͠ ͯʔ

論 文
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東大阪ࢢを中৺とする大阪東෦地域は都ࢢ

型産業集積の事例として、これまでいくつもの

中（2009）のބがなされてきた。たとえばڀݚ

λΠトϧはʰ都ࢢ型産業集積の新ల開ʱで͋り、

「はじめに」では「都ࢢ型産業集積として東大

阪を事例にしながら産業集積の形成աఔ、産業

ۭಎ化ݱの分析、産業集積が๊える今日的

題と課題を͛ڍながら都ࢢ型産業集積としての

新しいల開を試みた」
1

としている。またח

（2002）では「第2ষ　わが国における都ࢢ型

産業集積の地域ൺֱ分析」として、「東を代

表する東京都ా区、大ా区、そして大阪東

大阪ࢢという3地域をൺֱݕ౼」されている
2

。

Ұ方で、この地域は౷的な地場産業がଘ

在する地域としても取り্͛られてきた。Ԭ

（2014）では「౷的地場産業のਰと地域経

̿（����）தބ　� JJJ�
̿（����）ח　� ���
�　Ԭ（����）
�　（����）̿ ����
�　২ా（����）̿ ���

済」というλΠトϧで東大阪の代表的な地場産

業で͋る৳ઢ産業の変ભを取り্͛ている
3

。

また（1998）ではʰ近代日本と地域産業ʱ

において東大阪の産業集積をとり͋͛、代表的

な地場産業として೨ࢳ業と৳ઢ業を取り্͛て

されている౼ݕ
4

。

これらのことは大阪東෦地域の中৺ともい

える東大阪ࢢの業が、༷ʑなଆ໘を࣋つ集積

で͋ることをࣔしているもので͋る。この点につ

いて২ా（2000）では、東大阪地域の「産業集

積とのಛとして「ଟ༷ੑ」がΩーワーυにな

ͬており、東大阪地域の産業集積のߏは、୯

७にҰつの形でまとめることができない」とし、

ᶃ「ध要分野のଟ༷ੑ」、ᶄ「開発ɾԼ

加といͬたੑ格のଟ༷ੑ」、ᶅ「分業関のଟ

༷ੑ」の3点をࢦఠしている
5

。このように東大

阪地域集積のಛはଟ༷ੑに͋るといえよう。

͡Ίʹ
̍ɹͳͥɺࠓɺʮ場࢈業ʯͳの͔
̎ɹ中小企業研究の視࠲
̏ɹ౦େࢢࡕの࢈業集ੵ

1）౦େࢢࡕの業

2）場࢈業のଘࡏ

̐ɹͳͥ場࢈業の৭߹͍͕͍ڧの͔
1）ҟͳΔ࢈業ൃలのಓے

ے業ൃలʹ͓͚Δ2ͭのಓ࢈（2

業࢈の場ࢢࡾچ（�

ɹᶃچຕԬࢢҬ（ຕԬҬ）

ɹᶄچࢢࢪҬ（ࢪҬ）

ɹᶅچՏࢢҬ（ՏҬ）

̑ɹʮ場࢈業ʯܥの企業͕ɺͳͥ現ࡏͰ
ɹɹଟ͘ଘཱ͍ͯ͠Δの͔

1）औҾઌのҧ͍

ࡏ൫෦のҰମԽͱҟͳΔऔҾઌのଘج（2

·ͱΊʹ͔͑ͯ
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さてଟ༷ੑというಛをもつ東大阪地域の集

積で͋るが、そのഎܠに͋るのが地域内にଘ在

する༷ʑな地場産業で͋る。߲࣍でみるように、

東大阪地域では地場産業のൺがݱ在でも高

い。しかしながら、なͥ東大阪地域では地場産

業のൺが高く、ݱ在まで৭ೱく残ͬてきたの

か、その点に関しては͋まり明֬になͬていな

い。άローόϧ化がݴわれ、ւ外生産がਐむ

中で、なͥ今日まで地域内に地場産業が残るこ

とができたので͋ろうか。

この点についてචऀは、地域集積の形成աఔ

において地域のಠ自ੑを࣋つ地場産業が、大阪

にଘ在するや社のӨྗڹをڧくडけなが

ら、地域集積を形成した点に͋るとࢥわれる。

つまりध要をもたらす大阪のɾ社と

業ऀとの関が、৳ઢ産業やමཐ産業、࡞業

۩産業などの地場産業を、今日までଘ続さͤて

きた。その݁果、東大阪地域は地場産業の৭߹

いが残る集積というಛ৭を࣋つことになͬたの

で͋る。

本ߘでは東大阪地域を事例に、地場産業が

ଘのط、をگ在でも残り続けている要Ҽやঢ়ݱ

ることで、東大阪地域ݟを౿まえ歴史的にڀݚ

における集積のಛとの関࿈を୳る。そしてこ

のことはまた大企業を中৺とした産業集積が൸

歴してΏく中で、地場産業について、発生から

在までの在り方と地域産業との࿈関を考えるݱ

ことにより、大企業を֩とした生産分業システ

ムだけではなく、ै དྷから東大阪にଘ在する「在

དྷ産業」や「分ࢄ型生産৫」
6

の在り方、そし

てそのޙの機ցۚଐ関࿈産業との関を考える
�　୩ຊ（����）
�　େా（����）
�　ԕࢁ（����）
�　Ӭౡ（����）

きͬかけとなるとࢥわれる。

ҎԼはこのようなಛ͋る大阪東෦地域の中

৺で͋る東大阪ࢢにয点を当て、その集積の形成

աఔと地場産業との関を取り্͛てݕ౼したい。

1�ͳͥɺࠓɺʮ場࢈業ʯͳの͔

2024年9月に開催された、日本中小企業ֶ会

全国大会での౷Ұ論題は「地場産業における

中小企業のઓ」で͋ͬた。なͥ今、地場産

業を考える必要が͋るのかʁ

それはこれまで日本の発లを支えてきた大企

業を中৺としԼ企業とҰ体となͬて発లしてき

た「日本型生産分業システム」が、大企業のւ

外ਐग़やւ外生産の૿加にともない、大きな変化

を͛͟るをಘなくなͬてきているからで͋る。

Ұ方、このようなঢ়گの中で、日本国内の地

場産業地域では、生産からൢചをともなうध要

ҭ成までもおこなう動きࡐや、さらには人ىש

が各地で生じ࢝めた。先にड़た全国大会で

の大ా߁തใࠂでは「ࢢ場」にண目し、こ

れまでのみをえた社会的分業の再ߏங

を取り্͛ていた
7

。ԕ࢘ګࢁใࠂでは地場産

業地域が࣋つίϛϡχテΟにおいて人ࡐҭ成ϝ

Χχズムがଘ在する点にண目したใࠂが行われ

たので͋る
8

。そして自༝論題ใࠂにおいてӬ

ౡ߉ใࠂではޱர業の分ࢄ型生産৫

についてใࠂされていた。そこではઓલظの

型生産৫を分析することࢄ業の分ரޱ

で、ઓલظの中小ர場のੑݙߩを明らかに

するとしていた
9

。

ここでは東大阪地域の産業集積を考えると
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き、地場産業ɾ地域産業がどのようなҙຯをも

を形成してきたのかを考えߏ在の産業ݱ、ͪ

るための要ૉのͻとつとしてѻͬている。ैͬ

て「地場産業」そのものについてٞ論するわけ

ではないことに注ҙしていただきたい。またޙ

ड़するように東大阪ࢢの地場産業とݺばれるも

のには、歴史や౷が͋るものからઓޙ発లし

た産業まで༷ʑなものが͋り、Ұ֓にはݴえな

い。しかしながらٞ論をਐめるうえでԿらかの

ఆٛが必要で͋ろう。

地場産業のとらえ方は各論ऀによͬてҟなり

༷ʑな視点からఆٛされている。ൺֱ的引༻の

ଟい（1981）࡚ࢁでは、ᶃىこͬたظ࣌がݹく

౷の͋るもの、ᶄಛఆの地域にಉҰ業छの中

小ྵࡉ企業が地域的企業集団を形成して集中

ཱ地していること、ᶅ生産、ൢചߏが社会的

分業体੍をಛとしていること、ᶆ地域ಠ自の

「ಛ産」を生産していること、ᶇ全国やւ外

にけてをൢചしている、などと「χϡア

ϯスに近いಛੑをͬ࣋ていれば、地場産業とみ

てもよいだろう」としている
10

。

本ߘではこのఆٛを༻し、ᶄಛఆの地域

にಉҰ業छの中小ྵࡉ企業が地域的企業集団

を形成して集中ཱ地していること、ᶅ生産、ൢ

ചߏが社会的分業体੍をಛとしているこ

と、を೦಄にஔきつつ、産業によͬてはᶃىこ

ͬたظ࣌がݹく౷の͋るもの、を含むものを

地場産業としてٞ論する。

̿（����）࡚ࢁ　�� ��
��　͜ͷ߲২ా（����）ͷ̿ ����� Λཁͨ͠ɻ
��　୍ᖒ（����）
��　୩ຊ（����）Ͱઓؒظʹ͓͚Δ౦ژͷۀ࢈۩؝ʹ͍ͭͯੳ͍ͯ͠Δɻͦ͜Ͱ͕ԼͳͲͷܕࢄੜ࢈৫Λܗ͠ɺ࢈
ցۚػओΛഐग़ͨ͠ͱ͢ΔɻͦΕΒ͕ۀӦࣗ͠ࡏଘ͕ےͷಓۀಠཱ͍͓ͯʹۀ࢈۩؝ɺޙ༩ͨ͜͠ͱΛड़͍ͯΔɻ͞Βʹͦͷدʹͷൃలۀ　　
　　ଐؔ࿈ۀ࢈ͱస͢Δ͜ͱͰɺͦͷޙͷߴظʹ͓͚Δػցۀ࢈ͷൃలʹد༩ͨ͜͠ͱΛࢦఠ͍ͯ͠Δɻ
��　େࡕཱڀݚࡁܦॴ（����）̿ ���

2�中小企業研究の視࠲
11

୍ᖒ٠ଠはஶॻで͋るʰ中小企業とはԿ

かʱのなかで、中小企業に対するೝࣝのλΠプ

を、中小企業で͋ることによͬて生じる題に

ண目した「題型中小企業ೝࣝ論」と中小企業

が果たしうる役割やݙߩについてண目した「ߩ

型中小企業ೝࣝ論」の2つに分けたݙ
12

。近年

の中小企業ڀݚにおいては「ݙߩ型中小企業

ೝࣝ論」からの視点のものがଟくみられるよう

になͬている。また近年では、近代的なҠ২産

業がଘ在しながらも、在དྷ的な産業分野やՈ

経営ɾ小経営がݱ在になͬてもଘ続しているこ

とにண目し、積ۃ的にධՁするものもݱれた。

このような࣮ଶを日本の経済発లのಛとして

ॏ視したのが୩本խ೭で͋る。ಛに୩本は「

੍Ո内業」のଘཱࠜڌを解明し、「在དྷ的

経済発ల」が日本社会の形成に大きなӨڹを

༩えたとしている
13

。

ड़するように東大阪地域にଘ在する地場ޙ

産業においてもの果たす役割は大きい。ै

དྷから大阪のとの関はࢦఠされてきた

が
14

、大企業とԼ企業との関をॏ視する分

業生産システムの視点においては、大企業との

取引関を中৺としているため、の役割は

े分ٞ論されてきたとはいえないとࢥわれる。
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��౦େࢢࡕの࢈業集ੵ

1）౦େࢢࡕの業
15

؆୯に東大阪ࢢ業のݱঢ়をݟておこう。図

�より事業所とै業ऀをみると、ै業ऀ4

人Ҏ্の事業所は、ฏ成17（2005）年よりݮ

গし、ここ年は2300͋たりでਪҠしている。

ै業ऀもฏ成20（2008）年͋たりまで54000

人でਪҠしていたが、ฏ成21（2009）年にはϦ

ーマϯシϣックのӨڹで49000人へと急激にݮ

গした。その48ޙ000人લޙでਪҠしながらฏ

成30（2018）年͋たりから回෮しྩ2（2020）

年には50000人へと回෮している。図�より

ग़ՙֹをみると、ฏ成17年から20年ま

で12000ԯ円લޙでਪҠしていたが、ฏ成21

（2001）年から29（2017）年͋たりまで10000

ԯ円͋たりでఀしていた。そのޙ、ฏ成30

（2018）年͋たりから回෮しྩ2（2020）年に

は12000ԯ円まで回෮している。図�よりそれ

ͧれの業छผ割߹をみると、事業所、ै業ऀ

、ग़ՙֹにおいてۚଐ業の割߹が

高い。ついで生産༻機ցث۩、プϥスνック

業となͬている。ࢀ考としてϦーαス
16

を

業のਪҠをࢢし1986年Ҏ߱の東大阪༺

みてみると、σーλの開ظ࣌࢝で͋る1986年よ

り事業所、ै業ऀ、ग़ՙֹにおいてۚଐ

業、生産༻機ցث۩、プϥスνック

業のॱҐは変化しておらͣ、東大阪ࢢの

業はҰ؏してۚଐ業中৺で͋ること

がわかる
17

。

��　౦େࢢࡕʮྩ �൛　౷ܭॻʯɺIUUQT���XXX�DJUZ�IJHBTIJPTBLB�MH�KQ������������IUNM（����  �� ݄ �� Ӿཡ）
��　ϦʔαεͱʮҬࡁܦੳγεςϜ（3&4"4ɿϦʔαε）ɺํੜͷ༷ʑͳऔΓΈΛใ໘͔Βࢧԉ͢ΔͨΊʹɺۀ࢈ࡁܦলͱֳ
　　σδλϧాԂࠃࢢՈߏ࣮ݱձٞࣄ͕ہఏڙʯ͍ͯ͠ΔσδλϧࢿྉͰ͋ΔɻIUUQT���SFTBT�HP�KQ�����������ɺ����  �� ݄ �� Ӿཡɻ
��　͜͜Ͱߟࢀͱ͍ͯͯ͛͠ڍΔϦʔαεσʔλɺߏۀ࢈ϚοϓˠۀˠۀͷߏˠҬผઃఆˠର߲બˠਪҠͷॱͰӾཡͨ͠
　　ͷͰ͋Δɻͳ͓Ϧʔαεʹ͍ͭͯ �� Λࢀরͷ͜ͱɻ

ਤ1ɹࣄ業所ɺै業ऀのਪҠ
（ै業ऀ�ਓҎ্のࣄ所）

（ग़య）東大阪ࢢ「ྩ5年൛　౷ܭॻ」

事業所数

（単位：件）

従業者数（折れ線グラフ）

従業者数

（単位：人）

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

56,000

54,000

52,000

50,000

48,000

46,000

44,000

42,000
平 17年 18年 19年 20年 21年 22年 24年 25年 26年 29年 30年 令元年 2年

（注）平成 23、27、28 年は未実施。

事業所数（棒グラフ）

ਤ2ɹग़ՙֹのਪҠ（ै業ऀ�ਓҎ্のࣄ所）

（ग़య）東大阪ࢢ「ྩ5年൛　౷ܭॻ」

（ग़య）東大阪ࢢ「ྩ5年൛　౷ܭॻ」

ਤ�ɹࣄ業所数、従業者数、製造品出荷額等の業種別割合
（ै業ऀ�ਓҎ্のࣄ所）
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2）場࢈業のଘࡏ

さてこのように東大阪ࢢの業においては事

業所、ै業ऀ、ग़ՙֹのいͣれにおい

てもۚଐ業のൺが高かͬた。このۚ

ଐ業の中をݟてみよう。日本ඪ४産

業分ྨ
18

の中分ྨ24が「ۚଐ業」で͋

る。東大阪の地場産業と関࿈する෦分をݟてみ

ると、小分ྨ̎̐̎は「༸৯ث、ਕ、手ಓ۩、

ۚྨ業」で͋り、さらにࡉ目分ྨの

̎̐̎̏は「རثঊ۩、手ಓ۩業（やす

り、のこ͗り、৯༻ਕをআく）」、̎̐̎̐

は「࡞業۩業」で͋る。小分ྨ̎̐̓は

「ۚଐઢ業（Ͷじྨをআく）」で͋り、

目分ྨ̎̐̓̕は、ۚなどを含む「そのଞࡉ

のۚଐઢ業」となͬている。මཐ産業

は、小分ྨ̎̐̔で、「Ϙϧト、φット、Ϧϕッ

ト、小Ͷじ、Ͷじ業」で͋る。

このように東大阪ࢢを代表する地場産業で͋

る࡞業۩、ۚ、මཐなどはこのۚଐ

業に含まれていることがわかる。ただしಉじ

く東大阪ࢢを代表する地場産業で͋る৳ઢ産

業は中分ྨ23の「మ߯業」のࡉ目分ྨ223「

߯を行わない߯ࡐ業（表໘ॲཧをআく）」

に含まれており注ҙが必要で͋る。

東大阪の地場産業には、これらのଞに、จ۩ɾ

など日༻雑՟ྨがଘ在するが、これらは中۩؝

分ྨ18「プϥスνック業（ผ掲をআく）」

や中分ྨ14「ύϧプɾࢴɾࢴ加業」に

含まれており、ۚଐ業とమ߯業にこれ

らを含めた4業छのൺをみると、事業所で

は47.8ˋ、ै業ऀでは40.8ˋ、ग़ՙֹでは

43.5ˋとなり、東大阪ࢢ業においては地場産

��　૯লࡦ౷ׅ（����）h ຊඪ४ۀ࢈ྨ（ྩ � ɦ（ࣔࠂ݄�

業に関する෦分が大きいことがݟて取れる。

ҎԼではศ্ٓ、「プϥスνック業（ผ

掲をআく）」と「ύϧプɾࢴɾࢴ加業」をআ

き、機ցۚଐ関࿈の地場産業にয点を͋てݕ౼する。

���ͳͥ場࢈業の৭߹͍͕͍ڧの͔

1）ҟͳΔ࢈業ൃలのಓے

લ߲でみたように東大阪地域の集積は大都ࢢ

産業集積で͋りながら、地場産業の৭߹いがڧ

くग़ていた。いͬたいなͥで͋ろうかʁもͪろΜ

大都ࢢで͋ることと地場産業がଘ在することは

ໃ६しない。しかしながら歴史や౷を࣋つ地

場産業が、高成ظを経て地域の産業ߏが

大きく変化する中においても、事業所やग़ՙ

高においてݱ在まで高いൺをอͬている点

を考える必要が͋ろう。この点においてචऀは、

東大阪地域にはҟなる経࿏を࣋つ産業発లのಓ

。が、地域内にଘ在したからで͋ると考えているے

ے業ൃలʹ͓͚Δ2ͭのಓ࢈（2

東大阪ࢢはত42（1967）年に、چࢢࢪ

とچ河内چ、ࢢຕԬࢢの3ࢢが߹ซしたもので

͋る（図̐ࢀর）。ޙड़するように、このࢢ3چ

の地域の産業発లは、それͧれҟなるಓےをた

どͬてਐめられた。۩体的には大阪ࢢ東෦地域

からのҠస企業により発లしたچࢢࢪと、生

ۨपลの地場産業からのྲྀれをくむچຕԬࢢで

͋る。そして高成ظにはこれらೋつの地域

からچ河内地域へと企業Ҡసがおこなわれ、地

域全体の集積が形成されるようになͬた。

産業形成ॱにみると、ށߐظには৳ઢ産

業がچຕԬࢢपลにຄڵしてきたといわれてい

る。࣍いで大阪の機ց業の発లとそこからの
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ध要やҠస企業により発లしてきたچࢢࢪで

͋る。ただしچࢪ地域では࣌ށߐ代中ࠒにர

産業が形成されていたといわれている。ઓޙ

になり、大企業のਐग़やچࢢࢪからの企業Ҡ

సによりچ河内ࢢの産業が発లし࢝めたので͋

る。ҎԼではこの3地域における集積形成աఔ

についてみてみよう
19

。

業࢈の場ࢢࡾچ（�

ᶃچຕԬࢢҬ（ຕԬҬ）

地域（ҎԼ、ຕԬ地域）には中֩とࢢຕԬچ

なる地場産業のྲྀれが2つ͋る。৳ઢ産業と࡞

業۩産業で͋る。

B）৳ઢ産業
20

この地域には、生ۨࢁからྲྀれग़るਫྗをར

༻するためのਫंがଟくઃஔされていた。ߐ

の注จをにこの地域の行人がಔઢ加ظށ

डけ、ຕԬ地域の๛Ӝ୩にͪ࣋帰ͬて人ྗでઢ

引きしたことが৳ઢ業のىこりで͋るとされてい

る。明治10年代にはਫंを動ྗとする加が࢝

まり、そのޙ、మઢのઢ引きが開࢝され場も

૿加した。このظ࣌、৳ઢ場のଟくは、大阪

のۚからࡐ料څڙをडけて加事を

��　ͳ͓ຊઅͷٞͷத৺ɺ֤Ҭʹ͓͚Δத֩ͱͳ͕ͬͨۀ࢈ҟͳ͍ͬͯΔ͜ͱࣔ͢ͷͰ͋ΓɺͦΕͧΕͷۀ࢈ͷൃల༰ͦͷͷ
　　Λݕ౼͢ΔͷͰͳ͍͜ͱʹҙ͞Ε͍ͨɻैͬͯ͜͜Ͱ͜Ε·Ͱൃද͞ΕͨจɾࢿྉΛߟࢀʹ·ͱΊ͍ͯΔɻ
��　͜ͷ߲Ԭ（����）Λͱʹ·ͱΊ͍ͯΔɻ
��　Ԭ（����）̿ ��
��　౦େࢢࡕɾ౦େࡕձٞॴ（����）̿ ���

行ͬており、へのۚࢿ໘でのґଘも高く、

その地Ґはैଐ的なもので͋ͬた
21

。

1914（大ਖ਼3）年、大阪ిيؾಓ（ݱ在の近

మಸྑઢ）開通に伴いిྗڅڙがՄになると、

ి動機が৳ઢ場にもීٴし生産ޮも্

した。またࡐ料໘では国内ϝーΧーがઢࡐの生

産を開࢝することでڅڙ໘でも安ఆしていͬた。

第Ұੈ࣍ք大ઓをܖ機にۚやఝのध要が૿大

したことも͋り、場はഒ૿したものの、

からの加がओ体で͋り、企業نはґવと

してྵنࡉにとどまͬていた。

তظにೖりઓ࣌体੍化がਐむ中で܉धが

૿大したことに加え、ిؾや߹ۚμΠスの࣮

༻化というٕज़ֵ新をഎܠに、ຕԬ地域の৳ઢ

業はஶしい֦大を͛、場や生産ྔは急

激に૿加し、大ن化する企業もݱれはじめた。

ઓޙは෮ڵध要をडけ、৳ઢ業はいͪ早く生産

を再開したが、ݩڅڙで͋るమ߯ϝーΧーがڊ

大化するにつれてैདྷのにかわͬて、૭ޱ

社੍のಋೖがすすめられたので͋る。

産業۩業࡞（̱

かつて東大阪地域は໖࡞地ଳとしてӫえた地

域で͋るが、明治中ظҎ߱、໖࡞がਰୀし、そ

の༨࿑ಇྗと大阪ࢢ内でҭͪつつ͋ͬたٕज़

とが݁びき、༷ʑな産業が形成されることに

なͬた。そのҰつが࡞業۩産業で͋る
22

。

産業は、明治のॳめに大阪の企業へ۩業࡞

ஸஓไެにでたຕԬ地域の人ୡが、ٕज़をमಘ

し、帰ଜして開業したのがきͬかけといわれて

いる。࡞業۩産業のもとになるཧ༻のδϟ

ਤ�ɹ౦େࢢࡕʹ͓͚ΔࢢࡾچのҐஔ

චऀ࡞成
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ッΩーの生産は、ຕԬଜೄ手にॅむඉޱສ治が、

明治34（1901）年に大阪でのٕज़をमಘし

てຕԬଜ࢛で྆手δϟッΩーのを࢝めた

のが࢝まりで͋る。ࢄ༻のδϟッΩーは、「அ

ᱲྩ」がग़されたことでध要が急૿し、ຕԬଜ

場が૿え、わを中৺にしてδϟッΩーの࢛

が国のόϦΧϯ生産では最大の産地を形成して

いたといわれている。大ਖ਼12（1923）年に「日

本ཧ᷂ث」（ݱ在の᷂ロϒテックス）がཱされ

るにࢸり、この地域での生産が国内生産の50ˋ

を占めた。そのޙ、δϟッΩー生産でഓͬてき

たٕज़をجに、ত3（1928）年にϞϯΩー

Ϩϯνの国産化に成ޭしている。その日本ཧث

からಠཱするऀや新ࢀنೖによͬて、ຕԬ地域

の࢛とສࣉ地区Ұଳがϋϯマー、ϖϯν、

χッύー、υϥΠόーなど࡞業۩による地場

産業集積が形成されてきたので͋る
23

。

このようにຕԬ地域では、࣌ށߐ代ظや明治

。に発లしてきた地域といえるج代からの産業を࣌

ᶄچࢢࢪҬ（ࢪҬ）

において（地域ࢪҎԼ、）地域ࢢࢪچ

代表的な地場産業といわれているものは、ர

産業、ۚ産業、Ͷじɾමཐ産業で͋る。

B）ர産業

東大阪地域のۚଐ関࿈産業で最もݹいとさ

れるのはர業で͋る。ށߐ中͝ظろにݱ在の

東大阪地域へரٕज़がわͬたとされる。明

4（1767）年、河内国ौ܊東足代ଜ（東大

阪ࢢ足代）に残るهによれば、ುӈӴ

というುரࢣの໊લがهされており、それ
̿（����）தބ　�� ���
̿（����）தބ　�� ���
��　౦େࢢࡕɾ౦େࡕձٞॴ（����）̿ ����
̿（����）தބ　�� ��� ͳ͓Ҫ（����）Ͱʮւ܉ছͰཆ͞Εͨଟ͘ͷ࿑ಇऀɺຽؒେܦӦͷװجత࿑ಇऀɺ͞ΒʹখܦӦͷओɺ࿑
　　ಇऀͱҠಈɾಠཱ͍ͯͬͨ͠ʯͱ͞Εɺͦ͜ͰҾ༻͞Ε͍ͯΔจݙʹେࡕ๒ฌছ͕ͱΓ͋͛ΒΕ͍ͯΔɻ
̿（����）தބ　�� ���

がݯىになͬてޙに大阪に近いࢪ地域の足

代ลりにர業が集積するようになͬたといわ

れている。なお当࣌のओな生産としてはುז

やమළで͋ͬた。
24

歴史のݹいர業で͋るが、この地域でர

業として発లするのはতにೖͬてからで

͋る。阪ਆ業地ଳを中৺とした機ց業の発

లを機に、関࿈産業として高Ҫా、ಊ地区に

ர業が૿えた
25

。ただしそのલఏとなͬた

のは大阪๒ฌছのଘ在で͋る。当࣌の܉事

ध܉なنがೋສ人という大ছは、৬

場として、大๒、๒のଞに༷ʑなものを生

産していた。そこではரやۚଐ加分野で最

先のઃඋがಋೖされ、࿑ಇऀのٕや取引

先で͋る地域企業のٕज़を্さͤたので͋

る。また܉ध場のੑ格্、ઓ࣌の૿産とฏ

ޏௐがおこなわれるためෛ੍で༺ޏには࣌

༻されていたै業һがଟく、事のؓظࢄには

解ޏされた人ୡもগなくなかͬた。その中には、

解ޏをܖ機にしてர業としてಠཱした人ୡも

গなくないとみられる
26

。

第Ұੈ࣍ք大ઓ（1914年）Ҏ߱、ࢪ地域

のர業はುזやమළという日༻の生産か

ら、急に機ցث۩の෦生産などへとసし

ながらர業の集積を高めてきた。ரผ

生産高のߏ成ൺをみるとர機ց෦が7割を

占め、তのॳめには、ர業は機ց෦

業としてのΤΠトを高めるとともに地場産業

としての地Ґをཱ֬していͬた
27

。
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C）ۚ産業

ۚ産業も࡞業۩産業とಉ༷に、地域の༨

࿑ಇऀが大阪へٕज़をशಘに行き、それをग़

地域にͪ࣋帰り、産業化したもので͋る。明

治35（1902）年に、年ق明けで্小阪ଜに帰り

ؓظをར༻してۚの事を࢝めたのが、東

大阪ࢢ域でのۚ業の最ॳで͋る。そのޙ、

ಉଜग़のऀがಉじような経աをたどりۚ業

を࢝めた。当ॳは、業の෭業として発ୡしたが、

やがて本業として্小阪ଜや小एߐଜ（東大阪

地区にۚ業が集中してཱ地し、地（ߐ小एࢢ

場産業を形成することになͬたので͋る
28

。

D）Ͷじɾමཐ産業

ྡしている大阪ࢢにおいて機ց業が発

ୡしたことから、機ց関࿈産業としてネδの

業が発లしてきた。明治ॳめのころにはધの

関࿈として大阪の（大阪ߓࢢ区）͋

たりに৬人による加මཐ（ؒѹ方式）

が発ୡしていた。ઢමཐはࡐ料にઢࡐを

༻することから、大ਖ਼からতॳظにかけてຕ

Ԭの৳ઢ業に近い大阪の東区、東成区、生野

区やࢪ地域などにઢමཐのネδ業ऀが૿

えるようになͬてきた。しかしながら当࣌はネ

δに対するध要がগなく企業のもنも小さ

かͬた。ઢමཐとしてຕԬの৳ઢ業との関࿈

をਂめながらネδ業が東大阪ࢢ域に本格的に

発ୡするのはઓޙになͬてからのことで͋る
29

。

このようにࢪ地域では、ށߐ中͝ظろから

ர産業はଘ在していたものの、日ৗ生活の

��　౦େࢢࡕɾ౦େࡕձٞॴ（����）̿ ���
̿（����）தބ　�� ���
��　ϛγϯ͔ۀ࢈ΒػցՃۀاͱస͍ͯͬͨ͠ۀاͷྫࣄͱͯ͠ɺ/ࣾͷ͕͛͋ྫࣄΒΕΔɻ/ࣾ ���� ࢢࢪͰɺϛγϯ෦ͷ　
　Λ͓͜ͳ͏ͨΊʹͨ͠ۀɻͦͷޙɺΛՏҬʹҠస͠ɺࣗಈं෦ՃΛ͓͜ͳ͍ɺࡏݱͰਫ਼ີՃࣗࣾΛ͢ΔΑ　
　͏ʹͳΔ（/ࣾ)1ΑΓɻIUUQT���XXX�OBLBOPT�T�DP�KQ�DPSQPSBUF�IJTUPSZ�IUNMɺ����  �� ݄ �� Ӿཡɻ）
��　Ԭ（����）̿ ���

生産ఔで͋ͬた。ઓޙ、大阪ࢢ東෦地域に

ଘ在していた大阪๒ฌছのԼ企業が、ૢ

業環境のѱ化とともに、ྡするࢪ地域へҠ

సするものも૿えた。これらの動きとこの地域

にଘ在したர場などが、ઓޙϛシϯ産業へ

のసを経て、そのޙ、機ց加企業へと事業

内༰を変えていͬた
30

。地に༨༟の͋ͬた

になͬていたのࡼ地域は、これら企業のडけࢪ

で͋る。

ᶅچՏࢢҬ（ՏҬ）

河内地域には、地域とかかわりをͪ࣋ながら

発生した地場産業は͋まりଟくはない。図�を

には河内ظরしていただきたいが、তのॳࢀ

໖のྲྀれを引くλΦϧ産業やࣃϒϥシ産業な

どがଘ在していた。このଞ、ர業など、ݸ人

やগでԿらかの事業を営むऀはいたのかもし

れないが、地域内に͋るఔの分業関を࣋つ

集積を形成し、産業化したۚଐ関࿈の地場産

業はଟくない。

この地域で注目すきは地域外からの企業

Ҡసで͋る。ຕԬ地域でもిྗڅڙがඋさ

れたことによりి動ྗ化がすすみ、地域との݁

びつきを必要としていたਫंかられることが

できるようになͬた。ಉ࣌にಓ࿏などのΠϯϑ

ϥඋにともない、ຕԬ地域企業においても河

内地域へਐग़する動きもݟられた
31

。また高

成ظにおけるࢪ地域の産業発లはૢ業環

境のѱ化をもたらし、地域内の企業Ҡసをଅਐ
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した
32

。つまり河内地域は、྆ଆにଘ在する、

ຕԬ地域とࢪ地域からの場Ҡసɾ業の

डけࡼとなͬていたので͋る。

さらに高成ظに大阪からদԼなどの大企

業がਐग़してくると
33

、ரからの෦業や

ϛシϯ業にみ込まれていた企業も、大企業

の分業ߏに巻き込まれながら地域にҠసし集

積を形成し࢝めた。そのޙ、高成ظに生産

活動が֦大すると、河内地域では業ै事ऀ

がି場をग़し、ྵࡉ加業ऀのडけࡼとな

り、河内地域の事業所も্ঢしていͬたので

͋る。

図�はބ中（2009）に掲載されている「ত

ॳظにおける東大阪ࢢ域のओ要産業の分ਤ」

��　த（����）̿ ���
��　���� ʹࢪͰઃཱͨ͠தػցদԼిثͱ ���� ʹࢿຊఏ͠ܞɺ���� ʹদԼྫྷػͱͳΔɻIUUQT���IPMEJOHT�QBOBTPOJD�KQ�DPSQPSBUF�
　　BCPVU�IJTUPSZ�LPOPTVLF�NBUTVTIJUB�����IUNMɺύφιχοΫϗʔϧσΟϯάε)1ΑΓɻ����  �� ݄ �� Ӿཡɻ
��　 ̿（����）தބ ���

で͋る
34

が、これはこれまでઆ明した東大阪ࢢ

の地場産業集積を地ਤ্にࣔしたものと考えて

よい。このਤからわかるようにӈଆに生ۨࢁが

͋り、そこのࠨଆの෦分がຕԬ地域となる。そ

してこのຕԬ地域に৳ઢ産業とཧث۩産業

の集積が͋る。中央が河内地域で͋るが、ࢪ

りの෦分に、今回は取り্͛なかͬたλΦϧد

産業とࣃϒϥシ産業の集積がݟて取れる。そし

てҰ൪دࠨりの෦分が大阪ࢢとྡしている

地域で͋り、そこにはர産業、ηϧロΠυࢪ

産業、ۚ産業、೨ࢳ産業の集積がଘ在して

いた。ݱ在でもૢ業している地場産業企業は、

΄΅ಉ༷のपลに集積している。

ਤ5ɹতॳظʹ͓͚Δ౦େࢢࡕҬのओཁ࢈業のਤ

ग़యɿބ中（2009）
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5��ʮ場࢈業ʯܥの企業͕ɺͳͥ現ࡏͰ
ɹଟ͘ଘཱ͍ͯ͠Δの͔

1）औҾઌのҧ͍

先にड़たようにࢪ地域や河内地域の企

業は、地場産業企業をআき、ઓલɾઓ中のओた

る取引先は܉ध場で͋り、ઓޙは大企業もし

くはそのྗڠ場で͋ͬた。すなわͪ生産場

との取引関をओとするԼ企業で͋ͬた。

Ұ方、ຕԬ地域の企業は、業छによͬてएׯ

ҟなるが、業࣌は大阪のと取引をしてい

たものがଟい。当ॳ、৳ઢ産業ではが༌ೖ

さͤていた料をもͪこみ加ࡐ
35

。ઓޙは、国

内మ߯産業の発లにより原ࡐ料ϝーΧーが大企

業化し、ϝーΧーྻܥ社との取引になͬてい

ͬた
36

産業において取引先は、当ॳ۩業࡞。

からݱ在までのൺが高い
37

。高成ظ

には取引先で͋るのඪをにࠁ印して

ൢചしていたものも͋る
38

。このように取引先企

業については地域によるҧいよりも地場産業ܥ

で͋るか൱かのҧいの方が大きく、地場産業ܥ

の企業܈ではɾ社との取引関がଟくみ

られたので͋る。

ࡏ൫෦のҰମԽͱҟͳΔऔҾઌのଘج（2

ࢪ地域とຕԬ地域は、ઓޙから高成

にかけて発లするが、そのध要や発ల内༰はظ

ҟなͬていた。しかしながらϝッΩやரなど

のج൫産業からみると、機ց業としてಉछで
��　 ̿（����）தބ ���
��　 Ԭ（����）̿ ���
��　 ����  �� ݄ �� ʹ͓͜ͳͬͨɺ3ࣾɺ'ࣾɺ)ࣾͷώΞϦϯάʹͮ͘جɻ
��　 ࣌औҾ͍ͯͨ͠ͷඪ͕ܕ �� ࣾ΄Ͳ͋ͬͨͱ͍ΘΕ͍ͯͨɻ����  �� ݄ �� ɺ)ࣾώΞϦϯάʹͮ͘جɻ
��　 த（����）̿ ���
��　 ̿（����）ח ���

͋りڞ通のध要を形成していた。地域全体とし

てध要が生みग़されることで地域集積の安ఆに

༩していたといえるد
39

。

先にݟたように取引先に関して地場産業ܥの

企業܈と機ց産業ܥのԼ企業܈は、それͧ

れҟなるध要先を࣋つことになͬた
40

。ࢪ地

域や河内地域で֦大した機ց産業ܥの企業܈

は、高成ظに֦大したՈి産業や自動ं

産業など、ॏ化ֶ業加ཱ型産業のԼ

をおこなうことで、成ɾ֦ 大していͬた。Ұ方、

ຕԬ地域やࢪ地域のҰ෦にଘ在した地場産

業ܥの企業܈は、大阪ࢢのとの取引関を

中৺に成ɾ発లしていͬたので͋る。

·ͱΊʹ͔͑ͯ

東大阪地域に、地場産業ܥの企業܈を今日ま

でଘ続さͤた要Ҽはどこに͋るので͋ろうか。

これまでઆ明してきたように地域͝とに業経

Ңや企業成のҧい、取引先のҧいだけでは、

地場産業ܥの企業܈が、今日までଘཱし続けた

要Ҽをे分にઆ明したことにはならない。

චऀは、その要ҼのҰつは、地場産業ܥの

企業܈の取引先で͋るのଘ在で͋ると考え

ている。۩体的には大阪や東大阪に͋る機ց関

࿈の、つまり機Էചのଘ在で͋る。

大ᖒ（2011）では、東大阪の「「ۚଐ型」地

場産業では、大ਖ਼ظから、大阪ࢢ区ཱചງ

機Էച業ऀ（ҎԼ、機Է）をհして各छ

けの「場」場へඋとしてೲೖされる
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成生産がଘ在していた」とड़ている 。東

大阪で生産された࡞業۩やමཐなど地場産

業で生産されるものは、にとͬてもॏ要な

目で͋るとಉ࣌に、ଆにとͬてもか

らの注จは必要不Մܽなध要といえ、ಛఆの

と代ཧళܖを݁Ϳこともଟかͬた。そして

「東大阪では、このような「場」けのൢ࿏

に代表される「成を生産しԷച業ऀをとお

してൢചする」というνϟネϧを含む「ଟ༷」

なൢ࿏の形成がみられた」ので͋る
41

 。

このように東大阪の地場産業は、高成ظ

に大阪ࢢのや東大阪にਐग़してきたと

ີな関を࣋つことで成ɾ֦大してΏくこ

とになる。このことはまたಉظ࣌にࢪ地域や

河内地域で֦大していた機ց加を中৺とした

ध要に対し、地場産業ܥの企業はҙࣝすること

なくଘཱさͤることをՄにしたので͋る。そ

のҰ方で、これら機ց産業ܥとの取引に関して

は、をհしての取引関になり、的な

関は࣋つことができなくなͬたともいえる。

Ҏ্、東大阪地域では地場産業ܥの企業܈

と機ց産業ܥのԼ企業܈は、地域内にಉ࣌

つこ࣋をにଘ在しながらも的な取引関ظ

となくଘཱしてきた。これらܥේのҟなる企業

がਂくަわることなくଘཱしていながら、東܈

大阪ࢢの集積としてͻとくくりにみているため

に、地場産業の৭߹いがڧい都ࢢ型集積として

みえるので͋る。

はじめにでड़たように、日本の中小企業ݚ

を中৺にஔいた分析がओは大企業との関ڀ

たるもので͋ͬた。しかしながらଟくの大企業

��　େᖒ（����）
��　୩ຊ（����）
��　େࡕཱڀݚࡁܦॴ（����）

がւ外生産をおこなうようになͬたݱ在、大企

業との関を中৺にஔいたڀݚだけでなく、地

域にଘ在し続けてきた中小企業にয点を当てた

が必要といえる。その場߹、Ҏલからଘ在ڀݚ

し、今日までଘ続し続けている地場産業はओ要

なݕ౼対で͋り、「在དྷ産業」からの発ల経

࿏や地域との関
42

についてৄࡉな分析が必要

で͋ると考えている。

本ߘでは東大阪地域の地場産業にয点を当

ててみてきたが、東大阪といえども、それͧれ

の地域における地場産業において発లのಓے

や内༰にࠩҟが͋ることがࣔされた。しかしな

がら྆地域において、ɾ機Էとのີな

関が、それͧれの地場産業のల開にかかわͬ

ていたことはڞ通の事といえる。このような

ɾ機Էとの関はैདྷからࢦఠされてき

た
43

。そこでは関がࢦఠされるだけで、۩体

的に集積が変わͬてΏく中でどのような動きが

͋ͬたのかについては明らかにされていない。

さらに࿑ಇऀと業の関で͋る。つまり河内

໖のਰୀにより࿑ಇऀがഉग़される点はࢦఠ

されているが、それらが地場産業にかͬてΏ

く経Ңや、そのޙ、その地場産業で業するし

くみが明֬になͬていないので͋る。いいかえ

れば「在དྷ産業」から新たなٕज़をͬ࣋た近

代産業へとどのようにల開していͬたのか、そ

れらと地域、ಛに都ࢢ化する東大阪地域の変

化の中で生じたことを分析することが必要で͋

り、今ޙの課題といえよう。
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地域には、機やӡ営ओ体において༷ʑな産業支援機関が͋る。その役割は૯じて、地域
における中小企業の自ཱ的ɾ࣋続的な成ɾ発లをଅਐするための支援をఏڙすることに͋る。
本ߘは、地域の中小企業に最も近な政ࡦओ体で͋るૅج自治体（ࢢ区町ଜ）が所する、
ओに業の中小企業（ҎԼ、「地域中小企業」とする）を支援対とする産業支援機関（Ҏ
Լ、「自治体産業支援機関」とする）の役割について考することを目的とする。

自治体産業支援機関は、地域中小企業に最も近な産業支援機関というಛ৭を活かし、ݸʑ
の地域中小企業の課題やχーズにଈしたきめࡉかな支援を、伴方式やϋϯズΦϯ方式でఏ
のݯࢿつ੍や事業、人的࣋することがॏ要な役割になる。そこでは、外෦の支援機関がڙ
活༻もॏ要な方ࡦとなる。また、産ֶ࿈ܞのଅਐにもॏ要な役割がظされる。そのため
本ߘでは、地域内外のଟ༷な産業支援機関との࿈ܞ体ܥの中における、自治体産業支援機関
のҐஔͮけをཧした্で、先ਐ事例として、ઙؒϦαーνΤクステϯシϣϯηϯλー（ARE$）
と日ཱ地区産業支援ηϯλー（)*T4）を࠾り্͛、その役割のॏ要ੑについて考した。　  

ଟ༷な産業支援機関の࿈ܞ関は必ͣしも体ܥ的ɾ߹的とはݴえない。ॏ複や不߹が
ଘ在する。そこで、自治体産業支援機関の役割がॏ要となる。すなわͪ、地域中小企業のݸʑ
の支援χーズをきめࡉかくѲし、そのχーズに的֬に応えるため、地域内外の産業支援機
関とも࿈ܞして必要な支援をఏڙする。その活動においては、ਂいࣝݟと๛な経ݧを༗す
るίーσΟネーλーがۃめてॏ要な役割を୲う。ίーσΟネーλーは、産ֶ࿈ܞにおいても
ॏ要な役割がظされる。すなわͪ、企業ؒ࿈ܞのଅਐ、大ֶやެઃ試ڀݚݧ機関などのݚ
、さらにޙ会の企ըなどで͋る。今ڀݚಉのڞ支援、産ֶܞ機関と企業のマッνϯάや࿈ڀ
自治体産業支援機関と地域内外のଟ༷な産業支援機関との࿈ܞ方ࡦを、۩体的にݕ౼する必
要が͋る。

河 藤 Ղ 

（ 　　　  　　　  ）ઐ म 大 ֶ
経 済 ֶ ෦ ڭ त

Ҭ中小企業のֵ৽Λଅ͢ڌ点ͱ͠ ͯの
のׂؔػԉࢧ業࢈ମ࣏ࣗ

論 文
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地域には、機やӡ営ओ体において༷ʑな

産業支援機関が͋る。その役割は૯じて、地域

における中小企業の自ཱ的ɾ࣋続的な成ɾ発

లをଅਐするための支援をఏڙすることに͋

る。本ߘは、地域の中小企業に最も近な政ࡦ

ओ体で͋るૅج自治体（ࢢ区町ଜ）（ҎԼ、「自

治体」とする）が所する産業支援機関（ҎԼ、

「自治体産業支援機関」とする）の役割につい

て考することを目的とする。自治体産業支援

機関が支援対とする産業分野はଟ༷で͋る。

しかしଟくの場߹、ओに業の中小企業（Ҏ

Լ、「地域中小企業」とする）を支援対とし

ている。そこで本ߘでは、地域中小企業への支

援機に関する自治体産業支援機関の役割に

ついて考する。

自治体産業支援機関は、地域中小企業に最

も近な産業支援機関で͋る。そのಛ৭を活か

し、ݸʑの地域中小企業の課題やχーズにଈし

たきめࡉかな支援を、伴方式やϋϯズΦϯ方

式でఏڙすることがॏ要な役割になると考えら

れる。そこでは、国や都ಓݝなどが所する

外෦の支援機関が࣋つ੍や事業、人的ݯࢿ

の活༻もॏ要な方ࡦとなる。また、地域中小企

業のΠϊϕーシϣϯのՄੑを֦͛る産ֶ࿈

。されるظのଅਐにおいても、ॏ要な役割がܞ

自治体産業支援機関は、地域産業のಛੑや

༏Ґੑを活かしてその発లをଅਐするための

ଟ༷な機をඋえている。ओな機としては、

ᶃٕज़支援、ᶄ経営支援、ᶅ産ֶ࿈ܞのଅ

ਐが͛ڍられる。これらの機はいͣれも、地

域中小企業の発లଅਐにۃめてॏ要な役割を

୲う。そこで本ߘでは、地域中小企業支援の

点としての自治体産業支援機関の役割を解ڌ

明にしたい。そのため、自治体産業支援機関の

役割をଊえる視点をϨϏϡーした্で、国、都

ಓࢢ、ݝ区町ଜなどが所する産業支援機

関のҐஔͮけを体ܥ的にѲすることにより、

地域中小企業への支援における自治体産業支

͡Ίʹ
̍ɹ࣏ࣗମ࢈業ࢧԉؔػのׂΛଊ͑Δ視点
̎ɹҬのଟ༷ͳ࢈業ࢧԉؔػͱの࿈ܞ
（1）ձٞ所ɾձ

（2）ۚ༥ؔػ

̏ɹҬのൣғΛ͑ͨ࢈業ࢧԉؔػͱの࿈ܞ
ؔػԉࢧ業࢈のܥのٕज़ࠃ（1）

ؔػԉࢧ業࢈のܥӦܦのࠃ（2）

（�）ಓݝのٕज़ܥの࢈業ࢧԉؔػ
ɹɹ（ެઃݧࢼ研究ؔػ）

（�）ಓݝのܦӦܥの࢈業ࢧԉؔػ
ɹɹ（ಓݝ中小企業ࢧԉηϯλʔ）

̐ɹ࢈業ࢧԉؔػ૬ޓの࿈ߏܞஙのඞཁੑ
̑ɹઌਐ̍ྫࣄɿઙؒϦαʔνΤΫεςϯγɹ
ɹɹϣϯηϯλʔ（ARE$）
̒ɹઌਐ̎ྫࣄɿཱ۠࢈業ࢧԉηϯλʔ
ɹɹ（)*TS）
͓ΘΓʹ
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援機関の役割のॏ要ੑについて֬ೝする。࣍

に、自治体産業支援機関の先ਐ事例として、ઙ

ؒϦαーνΤクステϯシϣϯηϯλー（ARE$ɿ

A4A.A ReseBrDh EYtentJon $enter）と日ཱ

۠ࢧۀ࢈ԉηϯλʔ（)*54ɿ)JUBDIJ 3FHJPOBM

TeDhnJDBM 4Vpport $enter）を࠾り্͛、自治

体産業支援機関がඋえる機を明֬化し、そ

の役割のॏ要ੑを֬ೝしたい。

̍ɽ࣏ࣗମ࢈業ࢧԉؔػのׂΛ
������ଊ͑Δ視点

まͣ࢝めに、自治体産業支援機関の地域中

小企業支援におけるج本的な役割について֬

ೝする。自治体産業支援機関は、自治体本体

の৫としてҐஔけられる場߹も͋れば、自

治体の外෦৫として、Ұൠ財団๏人やެӹ

財団๏人などの形ଶでઃஔされる場߹も͋る。

また、Ұつの自治体が୯ಠでઃஔする場߹も͋

れば、複の自治体がڞಉでઃஔする場߹も͋

る。さらに、๏にͮجく機関として地場産業

振ڵηϯλーも͋る
1
。

ా（2013）は、中小企業振جڵ本例と

地域中小企業の支援ڌ点としての中小企業α

ϙートηϯλーの発లのための課題を、࣍のよ

うにఏݴしている。ᶃ中小企業振جڵ本例を

பとし、地域の中小企業のঢ়ଶをѲする࣮ଶ

ௐࠪ、産ֶຽからなる産業振ڵ会ٞの3つに

取りむ。ᶄ支援ڌ点としての中小企業αϙー

トηϯλーについて、ࢪઃ自体は自治体の୲当

෦と৬һ、地域の中小企業団体、経済団体

などをडけೖれ、中小企業支援のワϯストップ

αーϏス化を目ࢦす。ᶅ支援ڌ点としての中小

企業αϙートηϯλーは産業振ڵ会ٞとも࿈ܞ

し、産業振ڵ会ٞのҙݟがөするように

する。ᶆ支援ڌ点としての中小企業αϙートη

ϯλーのίーσΟネーλー、ॿऀݴのࣝݟɾ

ࣝɾ支援のྗྔを引き্͛る（p.133�134）
2
。

中小企業αϙートηϯλーは、ٕज़支援の機

とڞに経営支援の機を大きなൺで߹わͤ

つ、൚༻ੑの高い自治体産業支援機関として࣋

注目される。

؏（2022）は、新ׁݝのԏ地域内に所在

する各छのެ的支援機関による政ࡦ的支援に

注目し、これら機関が集積内にཱ地する中小企

業への政ࡦ的支援を通して、集積全体のܧ続

ੑや成にٴ΅しているӨڹについてݕ౼し、

のように論じている。「産業集積がӬ続的に࣍

ҡ࣋発లしていくシステムは、（中ུ）企業そ

してެ的支援機関がそれͧれ不足する機ٴ

び情ใを૬ޓにิし、ԣஅ的に࿈ܞする༗

機的な࿈ܞ環境をߏஙすることが不Մܽで͋る

と考えられる。ެ的支援機関がそれͧれのすみ

分けをҙࣝしながらಘҙ分野をۃݟめ、ଞのެ

的支援機関とॏ複しないよう࿈ܞすることで企

業を先ಋし、ްみ͋る支援をしていくことがॏ

要な要Ҽとなり、地域のΠϊϕーシϣϯɾシス

テム形成への役割を୲うので͋る」（p.54）。自

治体産業支援機関には、自らのಘҙ分野をݟ

めて役割分୲をҙࣝしつつ、地域中小企業ۃ

にきめࡉかな支援αーϏスをఏڙすることがٻ

1　ۀ࢈ৼڵηϯλʔɺ����（ত��）ʹ͕ͨࣔ͠ࠃۀ࢈૯߹ৼڵର͖ͮجʹࡦɺ����（ত��）ΛൽΓʹɺ֤Ҭͷۀ࢈ͱதখ
ʹઃཱ͞Εͨެӹ๏ਓͰ͋Δɻ֤ࠃຢग़፷ʹΑΓɺશࢿମͷग़ஂۀاதখݩொଜɺࢢɺؔݝͱͯ͠ɺಓؔػԉࢧΛਤΔڵͷৼۀا

     ग़యɿશࠃۀ࢈ৼڵηϯλʔ（IUUQ���[FOLPLV�KJCBTBO�KQ�ɺ�����݄��औಘ）
�　தখۀاαϙʔτηϯλʔʹ͓͚ΔίʔσΟωʔλʔͷׂʹ͍ͭͯɺචऀՏ౻（����ɺQQ������）ʹ͓͍ͯɺେࡕീඌࢢΛྫࣄͱͯ͠ɺݸผا
ͷଅਐʹ͓͚Δॏཁੑʹ͍͍ͭͯͯ͡Δɻܞ࿈ֶ࢈छަྲྀۀͷΞυόΠεͷΈͳΒͣҟۀ
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められる。

河藤（2024）は、ւಓࣨའࢢの産業支援

機関で͋る「ࣨའテクϊηϯλー」の役割につ

いて論じている。ࣨའテクϊηϯλーは、ࣨའ

地域（ࣨའࢢ、ొผࢢ、ҏୡࢢ）の地域中小

企業の振ڵをਤる支援機関として、企業のٕज़

ྗɾ経営ྗを高め、地域産業の発లを目ࢦして

おり、2022年におけるओな事業߲目は、ٕ ज़ɾ

開発支援事業、産ֶ࿈ܞ支援事業、

中小企業支援事業、ିࣨ事業で͋る。またώア

Ϧϯάௐࠪにより、注目すき事業として、ί

ーσΟネーλーの活༻による%Xଅਐ、লΤネ

対ࡦ、経営への支援、大ֶや行政などもࢀը

するҟ業छަྲྀプϥβ「」の事ߤ、ہ

ۭӉ産業へのࢀೖにઓする地域中小企業

でߏ成される.A4�/ET（ࣨའۭߤӉ産業ネ

ットワーク）の事ہをめていることなどを

ている。ࣨའテクϊηϯλーは、地域中小͛ڍ

企業にଟ༷な支援をワϯストップでఏڙするプ

ϥットϑΥームの役割を果たしているとݴえる。

また、ࠤ藤（2021）は、৫ؒ関論にもと

ͮく産ֶ࿈ܞϝΧχズムの明֬化を試みてお

り、産ֶ࿈ܞϝΧχズムにおいては、৫ؒ

関論だけではઆ明しきれない、ίーσΟネー

ト活動に関࿈するݱが͋るとする。そして、

産ֶ࿈ܞの各プロηスの中でίーσΟネーλ

ーが果すき機として、࣍の3つを͛ڍてい

る。（1） 自らのڀݚシーズへのՁஅにͮج

き、産とֶの૬ޓのݯࢿを༁し、対の場を

ઃఆし、必要なݯࢿを͙ܨためのίーσΟネー

ト機。（2） 産ɾֶ ɾの৫ؒのަবをओಋし、

全体の目ඪやܭը、ݸผの役割分୲を明֬化

し、ࢀ加ऀの߹ҙをಋき、۩体的なプロδΣク

トを形成するためのϦーμーシップ機。（3） 

プロδΣクト内外の環境変化へのద対応とར

ௐを通じ、プロδΣクトの目的のୡ成をਪ

ਐするためのマネδϝϯト機。さらにいえば、

事業化ୡ成ޙのϏδネス活動をڀݚɾٕज़の

໘でαϙートする機（pp.73�74）。産ֶ࿈

においても、自治体産業支援機関のίーσΟܞ

ネーλーにॏ要な役割がظされる。

̎ɽҬのଟ༷ͳ࢈業ࢧԉؔػͱの࿈ܞ

自治体が産業支援をޮ果的に࣮ࢪするため

には、地域中小企業への支援機を༗する地

域ॾओ体との࿈ܞをਤͬていく必要が͋る。な

かでもॏ要な࿈ܞओ体となる、会ٞ所ɾ

きそͮج料にࢿ会とۚ༥機関について、関

の役割を֬ೝする。

（̍）ձٞ所ɾձ

  会 ٞ 所 ๏（ ত  ೋ े ീ 年 ๏  第

ඦࡾे࢛号）は、会ٞ所の目的を「その地

区内における業の૯߹的な改ળ発ୡをਤ

り、݉ Ͷて社会Ұൠのࢱの૿ਐにࢿすること」

とنఆしている（第6）。また、事業のछྨ

について࣍のようにنఆしている（第̕）。

ᶃ会ٞ所としてのҙݟをެ表し、これを国

会、行政ிに۩申し、ຢはٞݐすること。ᶄ

行政ிのࢾに応じて、申すること。ᶅ

業にを行うこと。ᶆڀݚ業に関するௐࠪ

関する情ใຢはࢿ料のऩ集ຢはץ行を行うこ

と。ᶇの࣭ຢはྔ、業ऀの事業

の内༰そのଞ業にる事߲に関するূ明、

ؑఆຢはࠪݕを行うこと。ᶈ༌ग़の原産地ূ

明を行うこと。ᶉ業に関するࢪઃをઃஔし、
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ҡ࣋し、ຢはӡ༻すること。ᶊ業に関する

講演会ຢは講श会を開催すること。ᶋ業に

関するٕज़ຢはٕのීٴຢはݕఆを行うこ

と。ᶌതཡ会、ݟ本ࢢを開催し、ຢはこれら

の開催の͋つટを行うこと。ᶍ事取引に関す

るհຢは͋つટを行うこと。ᶎ事取引のฆ

૪に関する͋つટ、ௐఀຢはࡋを行うこと。

ᶏ業に関して、૬ஊに応じ、ຢはࢦಋを行

うこと。ᶐ業に関して、業ऀの৴༻ௐ

ࠪを行うこと。ᶑ業に関して、ޫ؍事業の

改ળ発ୡをਤること。ᶒ社会Ұൠのࢱの૿

ਐにࢿする事業を行うこと。ᶓ行政ிからҕୗ

をडけた事を行うこと。ᶔલ各号に掲͛るも

のの外、会ٞ所の目的をୡ成するために必

要な事業を行うこと。

Ұ方、会๏（তޒेࡾ年๏ 第

ീे号）は、会の目的を「その地区内に

おける業の૯߹的な改ળ発ୡをਤり、͋わ

ͤて社会Ұൠのࢱの૿ਐにࢿすること」とن

ఆしている（第3）。また、事業のछྨにつ

いて࣍のようにنఆしている（第11）。ᶃ

。ಋを行うことࢦ業に関し、૬ஊに応じ、ຢは

ᶄ業に関する情ใຢはࢿ料をऩ集し、ٴ

びఏڙすること。ᶅ業に関するௐࠪڀݚを

行うこと。ᶆ業に関する講श会ຢは講演会

を開催すること。ᶇలࣔ会、ڞਐ会を開催し、

ຢはこれらの開催の͋つͤΜを行うこと。ᶈ

༺し、ຢはӡ࣋ઃをઃஔし、ҡࢪ業に関する

すること。ᶉ会としてのҙݟをެ表し、こ

れを国会、行政ிに۩申し、ຢはٞݐするこ

と。ᶊ行政ிのࢾに応じて、申すること。

ᶋ社会Ұൠのࢱの૿ਐにࢿする事業を行う

こと。ᶌલ各号に掲͛るものの΄か、業ऀ

のҕୗをडけて当֘業ऀが行うき事

（そのै業һのための事を含む。）をॲཧし、

そのଞ会の目的をୡ成するために必要な事

業を行うこと。

会ٞ所と会はいͣれも、地域内の

い業を所しているに関する෯ڵ業の振

ことが分かる。また๏はいͣれも、営རを目

的としてはならないࢫをنఆしており（会

ٞ所๏第̐、会๏第6）、ެӹੑの高

い産業支援機関としてଊえることができる。

注目される取みの先ਐ事例として、東京

をઃஔӡ営「ޱ૬ஊ૭ܞ産ֶެ࿈」会ٞ所が

していることが͛ڍられる。東京会ٞ所

（2013）は、会ٞ所が産ֶެ࿈ܞをਪਐす

るҙٛは、中小企業の成をଅすこと、ڀݚ機

関のを活かすことに͋るとしている（pp.39�

40）
3
。会ٞ所が中৺となり、自治体やڀݚ

機関とのネットワークをߏஙし、産ֶ࿈ܞを

積ۃ的にਪਐしていることは注目される。

（̎）ۚ༥ؔػ

近年、ۚ༥機関の産業支援機関としての役

割が૿している。ੴլ（2023）は、地域ۚ༥

機関の地域企業支援における役割のॏ要ੑに

ついて、࣍のように論じている。「地域ۚ༥機

関は取引先企業と࿈ܞして、ڞ通Ձをし

ていくϦϨーシϣϯシップόϯΩϯάをਐめて

おり、近年は取引先企業に対して事業ੑධՁを

行ͬている」（p.6）、「地域ۚ༥機関は地域経済

3　౦ژձٞॴͷެֶ࢈࿈ܞ૬ஊ૭ޱɺؔػڀݚ��ɺ��ۚ༥ؔػɺߦ��۠（ߥ۠ɺ۠ɺߐ౦۠ɺ۠ɺਿฒ۠ɺా۠ɺੈా୩۠ɺ౦۠ɺ
ઍా۠ɺ۠ߓ）ͱ࿈ۀࣄͯ͠ܞΛਪਐ͍ͯ͠Δɻग़యɿ౦ژձٞॴ（IUUQT���XXX�UPLZP�DDJ�PS�KQ�TPVEBO�DPPQFSBUJPO�ɺ������݄�औಘ）
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の要で͋り、地域経済を活ੑ化さͤることで地

域のαステφϏϦテΟをҡ࣋することがٻめら

れている。そして、アϑλーίロφでは、%X

から事業再生までଟذにわたる企業支援がٻ

められている」（p.30）。

また、全国ۜ行ڠ会は2009年12月に、h χ

ϡーϏδネスのग़ɾҭ成にけた産ֶ࿈ܞ

とۜ行քが果たすき役割ʱと題した政ࡦఏݴ

Ϩϙートをެ表し、産ֶ࿈ܞに果たすきۜ

行の役割について、࣍のようなఏݴを行ͬてい

る（ҎԼ、「要ࢫ」̒ αマϦーʼのه載内༰）。ʤఏ

化の支援ɿۜの円ܞ࿈１ʥ産ֶݴ 行は「産」

と「ֶ」の࿈ܞհの取みをڧ化し、ۜ行

が࿈ܞ支援の中֩となるとともに、࿈ܞհに

必要なࣝの্をਤる。ʤఏ̎ݴʥى業ɾ企

業経営にࢿする࣮情ใのఏڙɿۜ行は、

事業経営に関࿈する࣮情ใのఏڙを行う

とともに、アυόΠβー的機を果たす。ʤఏ

ஙɿߏをՄにする新たなのڙఏۚࢿ3ʥݴ

「ֶ」によるڀݚ成果を「産」による事業化ま

で高めるステーδでのڅڙۚࢿが必要で͋り、

（中ུ）͋わͤて、Ϧスクの高いステーδでの

事業化のՄੑを高めるため、ۜ行を含めたۚ

༥機関によるۚࢿఏڙをՄとするよう、ެ的

な৴༻ิのみඋのݕ౼が必要で͋る。

ʤఏ̐ݴʥ会һۜ行が行う産ֶ࿈ܞの取み

の支援ʲ業ք団体の果たす役割 ɿr会һۜ行が

行う産ֶ࿈ܞへの取みを点から໘に֦͛る

活動や࿈ܞଅਐにつながるެ的ાஔの֦ॆに

関するಇきかけを行う。全ۜڠが2009年に

ཱͪ͋͛る「企業情ใ掲載αΠト（Ծশ）」の

ར༻も視野にೖれる
4
。

ۜ行業քは、産ֶ࿈ܞに対して高い関৺

をͪ࣋、༷ ʑな取みのՄੑをೝࣝしている。

地域においても、地域中小企業支援のみに

ۚ༥機関を取り込むことがॏ要になる。

̏ɽҬのൣғΛ͑ͨ࢈業ࢧԉؔػ�
������ͱの࿈ܞ

本ߘの中৺的な目的は、自治体産業支援機

関の地域中小企業支援のڌ点としての役割に

ついて考することで͋る。しかし、自治体産

業支援機関が機をޮ果的に発شするために

は、国や都ಓݝなどが所する、地域のൣғ

をえた域を事業対とする産業支援機関と

の࿈ܞがۃめてॏ要となる。そこで本ষでは、

自治体産業支援機関との࿈ܞがظされる、国

や都ಓݝが所する産業支援機関の機に

ついて֬ೝする。

ؔػԉࢧ業࢈のܥのٕज़ࠃ（̍）

国のओ要なٕज़ܥの産業支援機関としては、

国ཱڀݚ開発๏人 産業ٕज़૯߹ڀݚ所（ҎԼ、

「産૯ݚ」とする）を͛ڍることができる。

その業内༰は、࣍のとおりで͋る
5
。経済

および社会の発లにࢿするՊֶٕज़のڀݚ開発

を行う日本最大ڃのެ的ڀݚ機関で͋り、「社

会課題解ܾ」と「産業ڝ૪ྗڧ化」をϛッシϣ

ϯとしている。そのための体੍として産૯ݚの

ίアٕज़をଋͶ、その૯߹ྗを発شする「5ྖ

4　શڠߦۜࠃձͰɺ�����݄ʹɺશࠃͷۜߦͱ࿈͠ܞɺऔҾઌۀاͷӦࢧۀԉͷͨΊͷใΛडൃ৴͢ΔϓϥοτϑΥʔϜͱͳΔʮશۜF�Ϗδωε
ϚʔέοτʯΛ্ཱͪ͛ͨɻ

　ग़యɿҰൠࣾஂ๏ਓશڠߦۜࠃձʮχϡʔεˍτϐοΫεʯ（IUUQT���XXX�[FOHJOLZP�PS�KQ�OFXT������O�����ɺ�����݄�औಘ）
ʯ（IUUQT���XXX�BJTU�HP�KQ�BJTU@K�JOGPSNBUJPO�JOEFY�IUNMɺ�����݄��औಘ）͍ͯͭʹݚ૯࢈ʮݚ૯࢈　�
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域2૯߹ηϯλー」が͋り、全国12か所のڀݚ

がΠϊϕーシϣϯを८ऀڀݚ点で2300໊のڌ

る環境の変化やそれらを౿まえてࡦఆされた国

Ոઓུにͮجき、φシϣφϧΠϊϕーシϣϯ

システムの中֩的、先ۦ的なཱ場でڀݚ開発を

行ͬている。またੈք各国のओ要ڀݚ機関とแ

ॻ（.0U）をక݁するなど、積֮ྗڠڀݚׅ

。ஙしているߏ的にάローόϧネットワークもۃ

その業の中で、ڠ業ɾఏܞに関する業にண

目すると、産業քにけて、「ڞಉڀݚ」「財活༻」

「ఏܞ」「ٕज़ίϯαϧテΟϯά」など、要に応

じたଟ࠼な࿈ܞϝχϡーでૅجから社会࣮まで

༷ʑなステーδでαϙートしている
6
。その注目点

として、地域企業の事業化の支援機としての「ϒ

ϦッδɾΠϊϕーシϣϯɾϥϘϥトϦ」（#*L）が

͋る
7
。ϒϦッδɾΠϊϕーシϣϯɾϥϘϥトϦは、

企業χーズを֩として、地域大ֶ（それに加え

て、自治体、事業化支援機関、ެઃ試がࢀ

ըする場߹を含む）と産૯ݚが࣋つڀݚシーズ

を༻いたڞಉڀݚを࣮ࢪする場としてඋした

࿈ܞ体੍で͋る。成果の橋しと人ࡐҭ成を通

じて、地域企業の事業化を支援し、地域経済

活ੑ化ɾ地域社会課題解ܾを目ࢦすもので͋る

（図̍）。

また、（2021）סは産૯ݚにおいて地域産業

との関わりを࣋つ「地域ηϯλー」
8
について࣍

のようにհしている。「地域ηϯλーにおいて

は、地域Πϊϕーシϣϯの֩としての役割を࣋

つڀݚ所として「ੈք最高ਫ४のڀݚ成果の

ग़」の役割と、地域のχーズをΦーϧ産૯ݚに

つな͙࿈ڌܞ点の役割とのόϥϯスをอͪなが

ら、各地域が࣋つ「൘ڀݚテーマ」の地域χ

ーズに応じて、地域の企業ɾ大ֶɾެઃ試など

のٕज़人ࡐやઃඋなどのϦιースを活༻したプ

ロδΣクトの֦大により、地域Πϊϕーシϣϯ

へのݙߩをਤͬている」（p.18）。産૯ݚは、地

域との関わりをॏ視していることが分かる。

産総研

地域大学
＋自治体等

地域企業

ブリッジ・イノベーショ
ン・ラボラトリ

地域経済の活性化／地域社会課題の解決

事業化

ਤ̍ɹϒϦοδɾΠϊϕʔγϣϯɾϥϘϥτϦ（#*-）

ग़యɿ産業ٕज़૯߹ڀݚ所「ϒϦッδɾΠϊϕーシϣϯɾϥϘϥトϦ」
（https://www.BJst.Ho.jp/BJst@j/JnGorNBtJon/orHBnJ[BtJon/CJM/JnEeY.htNM、 2024年7月14日取ಘ）

ͷ͝Ҋʯ（IUUQT���XXX�BJTU�HP�KQ�BJTU@K�CVTJOFTT�BMMJBODF�JOEFY�IUNMɺ�����݄��औಘ）ܞɾఏۀڠʮݚ૯࢈　6
ʮϒϦοδɾΠϊϕʔγϣϯɾϥϘϥτϦʯ（IUUQT���XXX�BJTU�HP�KQ�BJTU@K�JOGPSNBUJPO�PSHBOJ[BUJPO�CJM�JOEFY�IUNMɺ�����݄��औಘ）ݚ૯࢈　�
���ॴ（IUUQTڀݚ߹ज़૯ٕۀ࢈͕͋Δɻग़యɿڌڀݚ��Χॴͷʹࠃʯͱͯ͠શڌͷʮڀݚΛஔ͖ɺಛ৭͋Δػͱͭ͘ͷ�Χॴʹຊ෦ژ౦ݚ૯࢈　�
XXX�BJTU�HP�KQ� BJTU@K�JOGPSNBUJPO�SFTFBSDI@CBTFT�JOEFY�IUNMɺ�����݄�औಘ）
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ؔػԉࢧ業࢈のܥӦܦのࠃ（̎）

国の経営ܥのओ要な産業支援機関としては、

「ಠཱ行政๏人 中小企業ج൫උ機ߏ」（ҎԼ、

「中小機ߏ」とする）を͛ڍることができる。

中小機ߏは、国の中小企業政ࡦの中֩的な࣮

成ख़、ظから成ظ業ɾ業ى、機関としてࢪ

るまで、企業の成ステーδに߹わͤたࢸにظ

෯い支援ϝχϡーをఏڙしている
9
。

中小機ߏによる地域中小企業に対するଟ༷

な支援機の中で、地域中小企業支援の؍点

から注目すき機として、「事業ঝܧɾ引ܧ

͗支援ηϯλー」が͋る。これは国の事業で͋

り、都ಓ͝ݝとにઃஔされ、中小機ߏが全国

本෦を୲う。この機に関࿈して্原（2021）は、

.�Aنのように論じている。「中小ɾ小࣍

におけるެ的支援機関の役割は、中小ɾ小ن

事業ऀが安৺して事業ঝܧについて૬ஊでき、

早ظに.�Aを含めた事業ঝܧの४උをਐめて

さͤることで͋る。そのҙܧ代に事業をঝੈ࣍

ຯではຽؒで対応Մな事業نの૬ஊऀに

ついてはຽؒの支援ྗを活༻するҰ方で、ຽ

ؒの支援（Ϗδネス）で対応ग़དྷない中小ɾ小

事業ऀについてはެ的支援機関で対応すن

ることが必要となͬてくる。ಛに小ن事業ऀ

の経営ݯࢿをੈ࣍代のҙཉ͋るऀܧޙ（業

ऀ）やৡडرऀに͛ܨていくことは、地域の

産業やޏ༻をҡ࣋するためにはॏ要で͋り、ެ

的支援機関としての事業ঝܧɾ引͗ܧ支援ηϯ

λーのॏ要な役割（໋）となͬている」（p.17）。

中小機ߏは、地域中小企業に対してきめࡉかな

支援をఏڙしていることが分かる
10
。

（̏）ಓݝのٕज़ܥの࢈業ࢧԉؔػ

ɹɹ�（ެઃݧࢼ研究ؔػ）

都ಓݝのٕज़ܥのओ要な産業支援機関

は、「ެઃ試ڀݚݧ機関」（ҎԼ、「ެઃ試」と

する）とݺばれる。ެઃ試は、地方自治体によ

ͬてઃஔされ、地域の産業振ڵに関わる試ݚݧ

やٕज़支援を行う機関で͋り、ओな機はڀ

のとおりで͋る࣍
11
。

（B）ٕज़૬ஊɾٕज़ࢦಋɿ課題解ܾにけた

ॿݴやެઃ試の支援ϝχϡーをఏҊする。ʗ（C） 

機ثɾઃඋのར༻ɿઐの機ثやઃඋを試࡞や

分析、ଌఆのためར༻ऀにఏڙし、ઐڀݚ

һがαϙートする。ʗ（D） ґཔ試ݧɾ分析ɿެ

ઃ試のઐڀݚһが分析ɾଌఆɾධՁɾ加ɾ

ؑఆを࣮ࢪし、ใࠂॻɾ成ॻをఏڙする。

ʗ（E） डୗɾڞಉڀݚɿ企業の応༻開発や試࡞ɾ

化を支援する。また、ެઃ試のڀݚ成果を

 やٕज़Ҡసを行う。ʗ（e）ٴに企業へのීݩ

人ࡐҭ成ɿٕज़講श会やηϛφー、ڀݚ会を通

じた産ֶのަྲྀ、ٕज़ऀཆ成のݚमなどを࣮

成果にڀݚɿެઃ試のڙする。ʗ（G） 情ใఏࢪ

行の発行やΠץ、くシーズ発表会の開催ͮج

ϯλーネットを活༻した情ใ発৴、ެઃ試のࢪ

ઃֶݟ会の開催などを行う。ʗ（H） ࿈ܞ機関

のհɿ産業ٕज़࿈ܞਪਐ会ٞ（全国のެઃ試

で৫）を通じた会һ機関との࿈ܞ、また、大ֶ、

9　 ಠཱߦ๏ਓதখجۀا൫උߏػ（IUUQT���XXX�TNSK�HP�KQ�PSH�JOEFY�IUNMɺ�����݄��औಘ）ɻ
��　Ҭͱͷؔʹ͓͍ͯɺதখߏػଞʹɺ͕ࠃ��ಓݝʹઃஔ͍ͯ͠ΔແྉͷܦӦ૬ஊॴʮΑΖͣࢧԉڌʯͷશࠃຊ෦ͱͯ͠ɺͦͷ׆ಈΛα  
      ϙʔτ͍ͯ͠Δɻग़యɿΑΖͣࢧԉڌશࠃຊ෦（தখߏػ）（IUUQT���XXX�TNSK�HP�KQ�TVQQPSUFS�ZPSP[V�JOEFY�IUNMɺ������݄�）ɻ
��　+�/FU��<தখۀاϏδωεࢧԉαΠτ>ʛڀݚ։ൃʛެઃؔػڀݚݧࢼ（ެઃࢼ）（IUUQT���K�OFU���TNSK�HP�KQ�TVQQPSU�QVCMJDTVQQPSU������������IUNMɺ    
      �����݄��औಘ）ʹ͖ͮجචऀ͕ཁͨ͠ɻͳ͓ɺશࠃʹ͓͚Δ߭ۀͷެઃؔػڀݚݧࢼɺۀ࢈ࡁܦলʮશެۀ߭ࠃઃؔػڀݚݧࢼอ༗ثػɾ
ʹҰཡʯ（IUUQT���XXX�NFUJ�HP�KQ�LPVTFUTVTIJ�LPVTFUTVTIJ-JTɼ�����݄��औಘ）ࢼγεςϜʗެઃࡧݕใऀڀݚ       ΑΓ֬ ೝ͠ ͨɻ
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高ઐ、ެઃ試、産૯ݚ、各छ産業ٕज़機関およ

びۚ༥機関との࿈ܞをਤり、自ࢪઃで対応不Մ

の場߹などはར༻ऀに࿈ܞ機関をհする。

ެઃ試のఆٛや機については、（2021）ాؠ

も࣍のとおり明շにઆ明している。「ެઃ試ݧ

などݝには国または都ಓٛ、機関とはڀݚ

の地方ެڞ団体がઃஔした試ݧ所ɾࢦಋ所お

よびそのଞの機関をࢦし、またٛڱには地方ެ

すࢦ所などのみ」をݧ団体がઃஔした試ڞ

（p.376）。また、地方ެڞ団体がઃஔしたެઃ

試のは600Ҏ্͋るとされており、その内の

にઃஔݝのެઃ試は、全ての都ಓܥ業߭

されている（p.376）。「ެઃ試の໋は、地域

の企業を対とした産業振ڵ」で͋り、「各自

治体の掲͛る産業Ϗδϣϯやج本ܭըにԊͬ

て、ओ体で͋る地域の企業が、地域の産業ٕ

ज़をਪਐならびにల開していくことを、ٕज़的

ଆ໘から支援」している（p.376）。

（̐）ಓݝのܦӦܥの࢈業ࢧԉؔػ

�������（ಓݝ中小企業ࢧԉηϯλʔ）

都ಓݝ中小企業支援ηϯλーは、中小

企業支援๏にͮجきࢦఆされた๏人で͋り、都

ಓݝ（都ಓٴݝび政ྩでࢦఆするࢢ）

が行う中小企業支援事業の࣮ࢪ体੍の中৺と

して、各都ಓݝにઃஔされている
12
。

都ಓݝ中小企業支援ηϯλーの機は

地域によりҟなるが、۩体事例としてެӹ財団

๏人 ւಓ中小企業૯߹支援ηϯλー（ҎԼ、

「ւಓηϯλー」とする）を࠾り্͛ると、

その機はҎԼのとおりで͋る
13
。

ʲ地域プϥットϑΥームʳ

地域に積されたٕज़や人ࡐなどの産業ݯࢿ

を活༻し、新事業のग़をਤることを目的とし

て1999年̎月にࢪ行された「新事業ग़ଅਐ๏」

にͮجき、ւಓでは2000年̓月に「ւಓ新

事業ग़ج本ߏ想」をࡦఆし、新事業ग़支援

体੍（΄ͬかいどう地域プϥットϑΥーム）の

උをਤͬている。この体੍は、ւಓηϯλ

ーを中֩的支援機関として、「ٕज़開発支援ɾٕ

ज़Ҡస」「څڙۚࢿ」「ΠϯΩϡϕート」「経営改

ળ支援」「ൢ࿏開」「情ใఏڙɾίーσΟネート」

「人ࡐҭ成」「地域૬ஊ૭ޱ」の機を࣋つಓ内

34のʦ新事業支援機関ʧでߏ成された新事業

ग़を支援する૯߹支援体੍で͋る。

ʲ支援ηϯλーネットワークʳ

ಓ内には、国ɾւಓの支援ηϯλーฒびに

会ٞ所ɾ会などにઃஔされた૬ஊ૭

ಋһなどが経ࢦで、ίーσΟネーλーや経営ޱ

営ɾٕज़ɾۚࢿɾ๏などに関する૬ஊや業ɾ

新ن事業についての૬ஊをडけている。各支援

ηϯλーは、૬ޓ࿈ܞをਤるとともに、「΄

ͬかいどう地域プϥットϑΥーム」とも࿈ܞを

ਤり、ワϯストップαーϏスで支援を行う。また、

当ηϯλーはೝఆ経営ֵ新支援機関
14
として

国からೝఆをडけている。

��　ެӹஂࡒ๏ਓւಓதখۀا૯߹ࢧԉηϯλʔʮηϯλʔͷҐஔ͚ͮʯ（IUUQT���XXX�ITD�PS�KQ�BCPVU@VT�QPTJUJPO�ɺ�����݄��औಘ）ɻݸʑͷࢪ
      ઃ໊ɺதখۀاிʮಓݝதখࢧۀاԉηϯλʔʯ（IUUQT���XXX�DIVTIP�NFUJ�HP�KQ�TPVEBO�UPEPV@TJFO�IUNMɺ�����݄��औಘ）ʹ͕ࡌه        
　　͋Γ֬ೝͨ͠ɻ
ΑΔɻʹ��ܝ্　��
��　தখࢧۀاԉΛࢧ͏ߦԉۀࣄͷ୲͍खͷଟ༷Խɾੑ׆ԽΛਤΔͨΊɺ����ʹʮதখܦۀاӦྗڧԽࢧԉ๏ʯ（ࡏݱͷʮதখۀاܦӦڧԽ๏ʯ）͕͞ߦࢪΕɺ
　தখۀاʹରͯ͠ઐੑͷࢧ͍ߴԉۀࣄΛܦ͏ߦӦֵ৽ࢧԉؔػΛೝఆ͢Δ੍͕ઃ͞Εͨɻೝఆ੍ɺ੫ɺۚ༥ٴͼࡒۀاʹؔ͢Δઐత
　ࣝ ࢧԉʹΔ࣮͕ݧܦҰఆϨϕϧҎ্ͷݸਓɺ๏ਓɺதখࢧۀاԉؔػΛܦӦֵ৽ࢧԉؔػͱͯ͠ೝఆ͢Δ͜ͱʹΑΓɺதখۀاʹରͯઐੑͷ
　ߴ ி（IUUQT���XXX�DIVTIP�NFUJ�HP�KQ�LFJFJ�LBLVTIJO�OJOUFJ�ɺ������݄�औಘ）ۀاΊͷମ੍Λඋ͢ΔͷͰ͋Δɻग़యɿதখͨ͏ߦԉΛࢧ͍
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̐ɽ࢈業ࢧԉؔػ૬ޓの࿈ߏܞஙの
������ඞཁੑ

第̎ষおよび第̏ষにおいて、地域および地

域をえたൣғを対とした産業支援機関の

役割について֓؍してきたが、これらの機関は、

૬ޓの機の߹ੑや࿈ܞを考ྀして体ܥ的

にඋされているとはݴえない。ج本的に国、

都ಓࢢ、ݝ区町ଜの各ʑがಠ自に産業支援

機関をઃɾӡ営しており、各ʑのཱ場におい

てओ体的に地域との࿈ܞをਤͬている。その࿈

は、自治体産業支援機関のޮ果的な事業方ܞ

する্でॏ要で͋ることから、ҎԼで౼ݕをࡦ

は、国と都ಓݝ、自治体（ࢢ区町ଜ）を通し

た、産業支援機関に関する࣮࣭的な体ܥཧ

を試みる。

自治体産業支援機関は通ৗ、ٕज़支援と経

営支援の྆方の機を༥߹的に߹わͤͬ࣋て

いる。そのཧ༝は、地域中小企業の๊えるॾ課

題に対して૯߹的な解ܾࡦをఏڙすることがٻ

められていることに͋ると考えられる。Ұ方、

国や都ಓݝが所する産業支援機関には、

自治体産業支援機関が୯ಠでఏڙすることが

な、ٕज़分野͋るいは経営分野における高ࠔ

にઐ化した支援のఏڙがٻめられる。

こうしたことを౿まえると、自治体産業支援

機関を中৺とした地域中小企業への支援体੍

は、（図̎）のようにଊえることができる。࣌ݱ

点では、ਤࣔされたような役割分୲や࿈ܞがे

分に࣮ݱできているとはݴえない。しかし、地

域中小企業に対する支援についてॏ複をආけ、

自治体産業支援機関を૭ޱとして、ݸʑの地域

中小企業に必要な支援を、Մなݶりきめࡉか

くఏڙできるシステムのߏஙがٻめられる。

自治体（市区町村）産業支援機関

都道府県の産業支援
機関（技術・経営）

国の産業支援機関（技術・経営）

大学・高専など
の教育機関

商工会議所・商工会

金融機関、
産業団体など

中小
企業

中小
企業

中小
企業

中小
企業

中小
企業

中小
企業

ਤ2ɹ࣏ࣗମ࢈業ࢧԉؔػΛ中৺ͱͨ͠Ҭ中小企業のࢧԉମ੍

ग़యɿචऀによる࡞成。
注１ɿࠇくృりつͿした矢印は「支援」をࣔす。
注̎ɿനൈきの྆方矢印は「࿈ܞ」をࣔす。



2024.12 27

ARE$のࢪઃは、৴भ大ֶણҡֶ෦のΩϟ

ϯύスにཱ地している。৴भ大ֶણҡֶ෦は日

本で།Ұのણҡֶ෦で͋り、1910（明治43）

年に্ాࢳࢋઐֶߍとしてཱされた。ϋー

υ事業としてはϨϯλϧϥϘ、ιϑト事業とし

ては会һ৫で͋るARE$ɾFJJプϥβ
16
による

（ࣸਅ̍）ઙؒϦαʔνΤΫεςϯγϣϯηϯλʔɹ
ɹɹɹɹ�（ARE$）

（ࣸਅ̎）৴भେֶણҡֶ෦ϑΝΠόʔΠϊϕʔγϣϯɾ
ɹɹɹɹ��ΠϯΩϡϕʔλʔ（'JJ）（ARE$ʹྡ）

චऀࡱӨ（2024年8月1日） චऀࡱӨ（2024年8月1日）

̑ɽઌਐ̍ྫࣄɿઙؒϦαʔνΤΫε
ɹɹςϯγϣϯηϯλʔ（ARE$）

本ষでは、自治体産業支援機関として積ۃ

的に事業をల開し、ண࣮に࣮を্͛てきた自

治体産業支援機関「ઙؒϦαーνΤクステϯシ

ϣ ϯ η ϯ λ ー」（ARE$ɿA4A.A ReseBrDh 

EYtentJon $enter。ҎԼ、「ARE$」とする）を

り্͛、そのઃཱ༝དྷや事業内༰、ಛ৭やক࠾

དྷలなどについて֬ೝすることにより、自治

体産業支援機関の役割についての考をਂめ

たい。

なお、「ઙؒϦαーνΤクステϯシϣϯηϯ

λー」（ARE$）については、2024年8月1日に

ώアϦϯάௐࠪを࣮ࢪした。ҎԼは、当֘ώア

Ϧϯάௐࠪの݁果ٴびௐࠪのࡍのܙ༩ࢿ料、お

よびϗームϖーδの8eC情ใにͮجいてه

ड़する。

の֓ཁͱઃཱの༝དྷؔػ（̍）
15

ARE$のӡ営ओ体は、「Ұൠ財団๏人 ઙؒϦ

αーνΤクステϯシϣϯηϯλー」で͋る。

2000年7月に্ా地域産ֶ࿈ܞਪਐٞڠ会

がઃཱされ、2002年2月に্ాࢢ産ֶ࿈ܞ

支援ࢪઃ（ARE$）がॡした。Ҏདྷ、ଟ༷な

ަྲྀやग़会いの場として、༷ʑな࿈ܞのίーσ

Οネート機関として、活発な活動をܧ続し、産

ઃのҰつとしてೝされてきࢪのओ要ܞ࿈ֶ

た（ࣸਅ̍ɾ̎）。

��　"3&$ʮηϯλʔͷ֓ཁɿཧࣄѫࡰʯ（IUUQT���BSFDQMB[B�KQ�BCPVU���BJTBUTVɺ�����݄��औಘ）
��　"3&$ɾ'JJϓϥβɺ"3&$͕৴भେֶણҡֶ෦ϑΝΠόʔΠϊϕʔγϣϯɾΠϯΩϡϕʔλʔ（'JJ）ͱҰମͱͳΓɺҬͷՊֶٕज़ͷൃలͱۀ࢈ͷৼ
मձΛ௨ͨ͠ݚͷϏδωεϚονϯάɺ֤छηϛφʔ࢜ಉؒۀاΔɻ͍ͯ͠ࢦΛܞ࿈ֶ࢈ମ͕Ұମͱͳͬͯਪਐ͢Δ࣏ɺࣗۀاͷͨΊʹେֶɺڵ     
h"3&$ɾ（����）ہࣄΛల։͍ͯ͠Δɻग़యɿઙؒϦαʔνΤΫεςϯγϣϯηϯλʔ"3&$ɾ'JJϓϥβۀࣄͳ࠼ԉͳͲଟࢧҭɺϏδωεઓུࡐͷਓۀا     
     'JJ͝Ҋ （ɦύϯϑϨοτ）
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��　ઙؒϦαʔνΤΫεςϯγϣϯηϯλʔ"3&$ɾ'JJϓϥβࣄہ（����）h "3&$ɾ'JJ͝Ҋ （ɦύϯϑϨοτ）

ϦϨー講演会、ٕज़ݚम会、産ֶަྲྀϥϯδ

など、༷ʑな事業をల開している。　

ܥ業ମࣄ（̎）

ARE$ɾFJJプϥβの事業体ܥは、࣍のとお

りで͋る
17
。

（B）産ֶ࿈ܞ支援事業

ᶃ ٕज़૬ஊɿ৴भ大ֶはじめ最దな支援機  

関と࿈ܞして解ܾを支援する。

ᶄ ϦϨー講演会ɿ༷ʑな分野でのVp�to�EBte

な情ใをఏڙする。ຖ月開催しており、୭

でも無料でࢀ加できる。

ᶅ 先ਐ企業ֶݟ会ɾݚम会ɿ産産࿈ٴܞび

ٕज़্をਤる。

ᶆ ものͮくりύートφーϑΥーϥムɿ企業のٕ

ज़やのհ、大ֶのڀݚシーズの

հを通して、企業ؒのϏδネスマッνϯά

やΦープϯΠϊϕーシϣϯのਪਐをਤる。

（C）ҟ業छަྲྀɾ࿈ܞ支援事業

ᶃ 産ֶަྲྀϥϯδɿ৴भ大ֶણҡֶ෦のڀݚ

ऀのڀݚシーズを地域企業へհし、কདྷ

的に産ֶ࿈ܞへ発లさͤることを目的とする。

ᶄ ˌΦϯϥΠϯEeαロϯɿΦϯϥΠϯのརศ

ੑを活かし、産ֶ各ʑのཱ場で活༂の

ήストとαロϯのようなܰؾなงғؾでަ

ྲྀをָしむ。

（D）人ࡐҭ成ɾ֬อ支援事業

ᶃ ෯い分野で会һ企業の人ࡐҭ成にࢿする

ηϛφーを開催する。また、ϙϦテクηϯ

λー野（৬業ྗ開発ࢪઃ）の事業取

み団体として、生産ੑ্支援܇࿅も

。しているࢪ࣮

ᶄ 地域企業ઐՈݣɿ経営、営業、生産、

ٕज़支援などの課題を๊える企業に、各分

野のઐՈを事業所にݣし、࣮ફ的

なアυόΠスによる課題解ܾを支援する。

ᶅ 地域企業と大ֶの情ใަ会ɿ大ֶのब৬

୲当との࿈ܞをਤる。

ᶆ ٻ人ٻ৬αΠト「地域人ࡐόϯクながの」ɿ

。৬ऀと企業を݁Ϳ支援を行うٻ

（E）ٕज़開発ɾٕज़動の情ใఏڙ

  ٕज़հηϛφー、的財産ηϛφー、 再  

　　Τネ100�地域ਪਐプロδΣクトにるη  

　　ϛφー、ੈ࣍代産業ϏδネスϑΥーϥム

（e）ެ的ิॿۚ申支援

　  会һ企業けに、国、野ࢢా্、ݝの支

　   援ࡦࢪに関するηϛφーをຖ年開催し、ิ 

      ॿۚ申ॻの支援を行ͬている。

（G）新たな取み

ᶃ 新ن事業の企ը支援ɾマーέットௐࠪのड

ୗαーϏス

経営ऀのみやࠔり͝とを؍٬的にѲ

してՄ視化の্、今ޙの方ੑをஅで

きるよう伴型で支援する。

ᶄ ૉ経営ڀݚ会（地方生࣮ફプϥット

ϑΥームج൫ڧ化事業）

　 地域企業が࿈ܞして࣋続Մな社会の࣮ݱ

のため、ΧーϘϯχϡートϥϧの目ඪに取

りΜでいる。

ᶅ 東৴भ%X大ֶ

    Ϗδネスݱ場で࣮ࡍに役ཱつことにॏ点を

ஔいた9分野の講࠲を開ઃし、地域企業に

不足するσδλϧ人ࡐのҭ成を支援する。
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（H）そのଞ事業ɾ国のҕୗ事業

ᶃ 業支援事業（্ాࢢҕୗ事業）ɿঁੑの

業を応援する講࠲を開ઃしている。

ᶄ ಛఆٕ１号ొ支援機関ɿٕ࣮शから

ಛఆٕ１号にҠ行する場߹をओにѻう。

ᶅ อݥ代ཧళ業ɿࡾҪॅ༑ւ্Րࡂอݥ

株式会社のଛอݥ代ཧ業を࣮ࢪしてい

る。会һ企業の今ޙ考えられる「Ϗδネス

Ϧスク」に対し、最新のϦスクマネδϝϯ

トなどの情ใをఏڙすることでଟ໘的に支

援する。

ᶆ ্ాٕࢢज़ݚमηϯλー「ʴ519workMoEHe」

ɿ大ֶや企業が集まる（ҕୗ事業ࢢా্）

自વ๛かな「্ాϦαーνύーク」内の্

मηϯλーの会ٞࣨやίーワݚज़ٕࢢా

ーΩϯάスϖースのཧӡ営を行う。

ᶇ ΦϯϥΠϯަྲྀαΠト「うえだҠॅテϥス」

رへのҠॅをࢢɿ্ా（ҕୗ事業ࢢా্）

する方ʑとのަྲྀをਂめることを目的と

したαΠトをӡ営ཧしている。

（̏）ώΞϦϯά調査の݁Ռʹͮ͘ج目点

ARE$に対して、2024年8月1日に࣮ࢪした

ώアϦϯάௐࠪにおけるओなௐࠪ事߲は࣍のと

おりで͋る。ᶃARE$ઃのഎܠ、ᶄ中小企

業の支援のϙΠϯトと支援事例、ᶅࢪઃӡ営と

事業࣮ࢪにおける経අと体੍、ᶆ東৴भ10ࢢ

町ଜ域࿈ܞによる産業振ڵ
18
、ίワーΩϯά

スϖースのӡ営、ᶇ্ాެࢢ式note（Ҡॅʷ

。業ʷはらたく）のӡ営ى

このώアϦϯάௐࠪにおいて、࣍のとおりಛ

චすきݟをಘることができた。

（B）ίーσΟネーλーのॏ要ੑɿ企業支援に

おいては、各ίーσΟネーλーの役割、ίーσ

Οネーλー૬ޓの࿈ܞ、それをิࠤする事ہ

との࿈ܞがॏ要となる
19
。

（C）ίーσΟネーλーにٻめられる࣭ࢿɿ地

方生がॏ要となる中で、ίーσΟネーλーに

は企ըྗがٻめられる。当ηϯλーには、๛

な経ݧと地域ݙߩのҙཉをͬ࣋たίーσΟネー

λーがଗͬている。

（D）産ֶ࿈ܞへの取みɿARE$は、産

ֶ࿈ܞについて、ڀݚ会を開催し、ऀڀݚと企

業、企業૬ޓの࿈ܞが࢝まͬている。今ޙは、

こうした࿈ܞをଅਐできるϑΝシϦテーλーの

ような人ࡐがٻめられる。

（E）域࿈ܞ体੍のϝϦットɿ東৴भ10ࢢ

町ଜ域の࿈ܞ体੍がͬたことにより、事業

ల開をྗڧにਪਐすることができるようになͬ

た。近年では、国の事業࠾をडけ、ARE$が

中৺となͬてણҡ分野の新ن事業ల開に取り

み࢝めている
20
。

（e）新ن事業ల開ɿARE$がߏஙした地域

の産業ॾओ体とのネットワークを活༻し、近年

��　౦৴भҬʹूੵ͢Δٕज़ҬಛੑΛ͔͠׆ɺֶ࢈࿈ܞΛ֩ͱͨ͠ҬͰͷੈ࣍ۀ࢈ग़ʹ͢ࢿΔۀࣄΛਪਐ͢Δͱͱʹɺੈ࣍ۀ࢈ग़
　　ʹΑΔҬۀ࢈ͷੑ׆ԽΛͨ͢ࢦΊɺ�����݄ʹ౦৴भΤϦΞࢢ��ொଜ（্ాࢢɺখॾࢢɺࢢٱࠤɺઍࢢۂɺ౦ࢢޚɺࡔொɺޚాொɺཱՊொɺ
　　ொɺ੨ଜ）Ͱߏ͢Δ౦৴भੈ࣍ۀ࢈ৼٞڠڵձΛઃཱͨ͠ɻۀࣄओମɺ"3&$ͷ౦৴भੈ࣍ΠϊϕʔγϣϯηϯλʔͰ͋Δɻ
　　ग़యɿ౦৴भੈ࣍Πϊϕʔγϣϯηϯλʔ（IUUQT���IJHBTIJTIJOTIV�OHJD�DPNɺ������݄�औಘ）
��　"3&$Ͱɺ�໊ͷίʔσΟωʔλʔ͕ۈ͍ͯ͠ΔɻίʔσΟωʔλʔɺ0ۀاݩ#ग़ͷ๛ͳݧܦΛ͔͠׆ɺۀاͷཱʹͳͬͯʹ૬ஊʹ
　ରԠ͍ͯ͠Δɻۀ࢈քͱେֶͦΕͧΕʹωοτϫʔΫΛͭ࣋ίʔσΟωʔλʔʹΑΓɺશମͷ࿈͕ܞεϜʔζʹߦΘΕΔΈͱͳ͍ͬͯΔɻ·ͨɺ֤
　ͷઐՈ��໊͕ΞυόΠβʔͱͯ͠ొ͞Ε͍ͯΔ（������݄��ࡏݱͷঢ়گΛ"3&$ϗʔϜϖʔδʹΑΓ֬ೝ）ɻ ग़యɿ"3&$（IUUQT���

　　BSFDQMB[B�KQ�BCPVU���DPSEJOBUPSɺ������݄��औಘ）
��　Ҭͷதݎɾத֩ۀاΛରͱͨ͠ɺۀ࢈ࡁܦলʮྩ�தݎɾத֩ۀاͷܦӦྗڧԽࢧԉิۀࣄॿۚ（ϓϥοτϑΥʔϜߏஙʹΑΔ৽ۀࣄల։
͕ࣗۀاݎల։ΛਤΔͱͱʹɺதۀࣄ৽ͨͳ͕ۀاݎதܥΒΕΔதͰɺણҡݟԽͷಈ͖ڧ੍نڥɺԤभͰͷۀࣄ͞Εͨɻຊ࠾ʹʯ（ۀࣄԉࢧ　　
　　ΒࡍࠃతͳωοτϫʔΫΛߏங͢ΔͨΊͷࢧԉΛ͏ߦͷͰ͋Δɻग़యɿ"3&$（IUUQT���BSFDQMB[B�KQ�BSDIJWFT�����ɺ������݄�औಘ）
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では্ాࢢから、Ҡॅɾఆॅ、ब業などの事業

をडୗするようになͬている。例えば্ాࢢの

ίワーΩϯάのࢪઃ「�519workMoEHe」（্

ఆཧ業をडࢦमηϯλー）のݚज़ٕࢢా

ୗしている。また、2016年から্ాࢢのҠॅɾ

ఆॅ事業（うえだҠॅテϥス）にもࢀըし、α

ϙーλー੍をӡ営している。

（G）ڞಉར༻ࢪઃのӡ༻ɿARE$は、ݐを

し༺ڙઃとしてࢪډ点ೖڌڀݚ業ɾ企業のى

ている。

ߟ（̐）

ARE$のಛは、ࢪઃが৴भ大ֶણҡֶ෦の

Ωϟϯύスにཱ地しており、支援事業や産ֶ

࿈ܞなどの事業、また人ྲྀަࡐなど、大ֶとの

ଟ֯的なڠಇɾ࿈ܞがߏஙされていることに͋

る。それにより、地域中小企業は、෯い支援

ネットワークを活༻した先ਐ的で手ްい支援や

産ֶ࿈ܞのαϙートをडけることができる。

৫体੍としては、ଟ༷な経歴を༗するख़ୡ

したίーσΟネーλーによる支援体੍がߏஙさ

れていることも、༏Ґੑとして注目される。また、

地域中小企業に対するݸผ支援をはじめ、ଞ

企業や外෦の支援機関との࿈ߏܞஙなど、ݸʑ

の企業のχーズにଈした支援をఏڙすることが

できる。さらに、企業支援をはじめ事業企ըを、

ίーσΟネーλーがνーム体੍でڠಇɾ࿈ܞし

取りΜでいることも、よりい؍点から最ద

な支援ϝχϡーを地域中小企業にఏڙできる点

においてධՁされる。また、企業のڌڀݚ点ೖ

に、৴भ大ֶણҡֶ෦がڞつと࣋ઃを自らࢪډ

උした、ຽؒ企業のڌڀݚ点ೖࢪډઃɿ৴

भ大ֶણҡֶ෦ϑΝΠόーΠϊϕーシϣϯɾΠ

ϯΩϡϕーλー（FJJ）のࢪઃとྡしているこ

とも、企業ؒަྲྀのՄੑを高め、ARE$の産

業支援機関としての加Ձを高めている。

さらに、地域の産業ॾओ体とのネットワーク

を活༻し、地ݩ自治体から、Ҡ ɾॅఆॅ、ब業、

ίワーΩϯάࢪઃのࢦఆཧ業、Ҡॅɾఆॅ

事業などをडୗしޮ果的に࣮ࢪしていること

も、自治体産業支援機関の新たな役割のల開Մ

ੑをࣔすものとして注目される。

̒ɽઌਐ̎ྫࣄɿ
ɹɹཱ۠࢈業ࢧԉηϯλʔ（)*TS）

本ষでは、自治体産業支援機関として積ۃ

的に事業をల開し、ண࣮に࣮を্͛てきた「日

ཱ地区産業支援ηϯλー」（)*T4ɿ)JtBDhJ 

ReHJonBM TeDhnJDBM 4Vpport $enter。 Ҏ Լ、

「)*T4」とする）を࠾り্͛、そのઃཱ༝དྷや

事業内༰、ಛ৭やকདྷలなどについて֬ೝ

することにより、自治体産業支援機関の役割に

ついての考をਂめたい。

なお、)*T4については、2024年8月7日に

ώアϦϯάௐࠪを࣮ࢪした。ҎԼは、当֘ώア

Ϧϯάௐࠪの݁果ٴびௐࠪのࡍのܙ༩ࢿ料、お

よびϗームϖーδの8eC情ใにͮجいてه

ड़する。

の֓ཁͱઃཱの༝དྷؔػ（̍）

)*T4のӡ営ओ体は、「 ެӹ財団๏人 日ཱ地

区産業支援ηϯλー」で͋る。当財団は1998年

10月にઃཱされ、2013年4月からはެӹ๏人とな

り、ཧ事には日ཱࢢ෭ࢢ、෭ཧ事には日ཱ
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会ٞ所業෦会、そしてৗཧ事にはη

ϯλーがबしている
21
。

関（2023）は、日ཱ࡞所では1990年代Ҏ߱、

事業の再ฤ、会社分割、߹ห会社のઃཱ、Χ

ϯύχー੍のಋೖなどがਐΜだことを۩体的に

հする中で、「όϒϧ่յから東日本大ࡂ

の2011年までの20年ؒ、ੈք的な૯߹ి機ϝ

ーΧーの日ཱ࡞所もۤしみ、試行ޡࡨをॏͶ

てདྷたので͋ͬた。このような取みは、地域

の中小企業に大きなӨڹを༩えてきたで͋ろ

う」（p.161）としている。このӨڹとは、日ཱ

࡞所のԼྻܥ企業として安ఆ的な地Ґを

ஙいてきた地域中小企業が不安ఆੑを高め、自

ཱੑを高めることを༨ّなくされたことで͋る

と考えられる。このようなঢ়گの中で、地域中

小企業の自ཱੑを高め、社会経済変化へのॊ

ೈなద応ྗを高めるための支援を行うことを目

的としてઃཱされたのが、)*T4で͋るとݴえ

る（ࣸਅ�ɾ�）。

)*T4のΤϦアผ活༻企業ɾ団体は࣍のと

おりで͋る（2024年2月1日ݱ在）。ҵࢢ

20、高ഡ19ࢢ、日ཱ401ࢢ、ৗଠా27ࢢ、東

ւଜ17、ಹՑ16ࢢ、ͻたͪなか58ࢢ、ৗ大

町4、ΤϦア外（そのଞ）41。Ϟࢠ大、5ࢢٶ

ϊͮくり関の業Ҏ外の業छや関団体も

含む（全ΤϦア608）
22
。

（ࣸਅ̏）ཱ۠࢈業ࢧԉηϯλʔ（)*TS） （ࣸਅ̐）ཱ۠࢈業ࢧԉηϯλʔ（)*TS）
ଌఆɾثػݧࢼ

චऀࡱӨ（2024年8月7日） චऀࡱӨ（2024年8月7日）

��　ཱ۠ࢧۀ࢈ԉηϯλʔʮཱ۠ࢧۀ࢈ԉηϯλʔͱʯ（IUUQT���XXX�IJUT�PS�KQ�BCPVU�DFOUFS�GPPFS�ɺ������݄�औಘ）
��　ެӹஂࡒ๏ਓཱ۠ࢧۀ࢈ԉηϯλʔ（����）h ྩ� ެӹஂࡒ๏ਓཱ۠ࢧۀ࢈ԉηϯλʔܭۀࣄըॻʱ
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ΑΔɻʹ��ܝ্　��
��　ʮҬͷਓࣄ෦ʯͱɺҬͷ͕܈ۀاҰମͱͳͬͯɺҬͷ࣏ࣗମɾۚ༥ؔػɾڭҭؔػͷؔؔػͱ࿈͠ܞɺকདྷͷܦӦઓུ࣮ݱΛ୲͏ਓࡐͷ֬
　　อ（݉ۀɾ෭ؚۀΉ）ҬͰͷΩϟϦΞεςοϓͷߏஙΛ͏ߦ૯߹తͳऔΈͰ͋Γɺۀ࢈ࡁܦল（ۀ࢈ࡁܦہࡦ）͕ਪਐ͍ͯ͠Δɻಛ�ɿا
ͷ֫ಘ͔Βҭɺࡐԉɺಛ�ɿਓࢧ͕ؔػΛҬͷؔߦઓུͷ࣮ࡐӦઓུͱਓܦͷ܈ۀاҰମͱͳͬͨऔΈɺಛ�ɿ͕ؔػͱҬͷؔ܈ۀ　　
　　ఆண·Ͱαϙʔτɻग़యɿۀ࢈ࡁܦল（IUUQT���XXX�NFUJ�HP�KQ�QPMJDZ�TNF@DIJJLJ�KJOKJCV�JOEFY�IUNMɺ�����݄�औಘ）

ܥ業ମࣄ（̎）

)*T4の2024年の事業体ܥは、࣍のとおり

で͋る
23
。

（B）ਓࡐҭɾ֬อʹؔ͢Δࣄ業ɿ

ᶃ「地域の人事෦」
24
ʲॏ点事業１ 、rᶄݱ

場のϦーμーݚम、ᶅものͮくりٕज़のڧ化

（C）ڝ૪ྗڧԽʹؔ͢Δࣄ業ɿ

ᶃ中小企業の%Xଅਐʲॏ点事業̎ 、rᶄ中

小企業のૉ化ଅਐʲॏ点事業̏ 、r中֩

企業ग़ɾҭ成のための伴型支援、ᶅ࣮

アυόΠβーݣ、ᶆݱ場改ળक़、ᶇ ɾ࣭

環境改ળ講࠲

（D）डɾ٬ސ։ʹؔ͢Δࣄ業ɿ

ᶃट都ݍड発注ଅਐ、ᶄలࣔ会ग़ల、ᶅυ

Ππൢ࿏開、ᶆւ外ల開をਐめる企業の

経営安ఆ化、ᶇマーέテΟϯάڧ化支援

（E）৽ɾ৽ٕज़։ൃࢧԉʹؔ͢Δࣄ業ɿ�

ᶃ産ֶ࿈ܞによる新ɾ新ٕज़の開発、

　ᶄڝ૪的֫ۚࢿಘ

（F）ܦӦऀのൃܒʹؔ͢Δࣄ業ɿ

ᶃए手経営ऀ人ࡐҭ成（ͻたཱͪࢤक़）、ᶄ

外国中֩人ࡐ活༻、ᶅੈ࣍代産業ηϛφー

（G）業ࢧԉʹؔ͢Δࣄ業ɿ

ᶃ.$0、業४උσスクのఏڙ、ᶄΠϯΩ

ϡϕーシϣϯマネーδϟーによる各छαϙー

ト、ᶅ日ཱ業支援ネットワーク

（H）ใのऩ集ɾൃ৴ʹؔ͢Δࣄ業ɿ

ᶃ)*T4通৴の発৴、ᶄϗームϖーδ、ϝー

ϧマΨδϯ、4/4ӡ営、ᶅ支援ࢪઃௐࠪڀݚ、

ᶆ企業๚ٴびΧϯύχーϦスト࡞成

（I）Ҭަྲྀʹؔ͢Δࣄ業

（J）ஂࡒのӡӦɾࢪઃのཧ

（̏）ॏ点ࣄ業

（̎）に͛ڍたॾ事業のうͪ3つの事業は、

ॏ点事業として࣍のようにҐஔけられている。

ʲॏ点ࣄ業̍ ʮrҬのਓࣄ෦ʯࣄ業

ɹɹɹɹɹɹ�（ਓࡐҭɾ֬อ）

)*T4では2022年より関東経済産業ہと࿈ܞ

し「地域の人事෦」を্ཱͪ͛た。۩体的な

取み内༰は、࣍のとおりで͋る。ᶃ l人ࡐz

に関する૬ஊ૭ޱの開ઃ、ᶄ人ࡐҭ成ɾఆண、

事業ঝܧに関するηϛφーの開催、ᶅ݉業෭

業人ࡐのマッνϯά（関東経済産業ࢪ࣮ہ事

業）、ᶆ大ֶ生ɾ高ઐ生のڀݚ開発人ࡐの֬

อ（Πϯλーϯシップマッνϯά）、ᶇシχア

人ࡐ活༻のための体੍ߏங。またこの事業のਪ

ਐのため、関東経済産業ہ、日ཱࢢ、日ཱ

会ٞ所、ৗཅۜ行日ཱ支ళ、ҵݝ事業ঝܧɾ

引͗ܧ支援ηϯλー、（株）ύιφ+0# )U#（国

のҕୗ業ऀ）などと૬ޓ࿈ܞをਤる。

ʲॏ点ࣄ業̎ʳ中小企業%9ଅਐࣄ業

（業ʥࣄのҕୗࢢԽʤཱڧ૪ྗڝ）����������������

本事業では、h%*:型で取りむ%X をɦ࣠に、

したσδλϧ化のۦଘのπーϧやιϑトをط

ਪਐと、最新の*Tٕज़（生産ཧシステム、

（ɾը૾生成A*、αΠόーηΩϡϦテΟなどޠݴ

に対するϦスΩϦϯάにより、社内σδλϧ人
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とࡐがଞ企業の人ࡐる。また人͛ܨのҭ成にࡐ

に成できる体੍として、地域Ұ体ޓがり૬ܨ

となる「Ϟϊͮくり%XίϛϡχテΟ」のߏங

を行う。۩体的な取み内༰は、࣍のとおりで

͋る。ᶃ%XϋϯズΦϯ支援、ᶄ%XワーΩϯά

άϧープの企ըɾӡ営、ᶅ%Xテストϕッυ
25
を

活༻した事例のԣల開。

ʲॏ点ࣄ業̏ʳ中小企業のૉԽଅਐࣄ業���

（Խڧ૪ྗڝ）�������������������

)*T4では、ΤネϧΪーཧのઐࣝを࣋

つίーσΟネーλーがαーϞάϥϑΟーやԻ

ΧϝϥなどによͬてলΤネஅを行なうなど

して、地域中小企業がૉ化にいͪ早く対応

できるよう支援をਪਐするなどの取みを行ͬ

ている。۩体的な取み内༰は、࣍のとおりで

͋る。ᶃૉ化૬ஊ૭ޱのઃஔ、ᶄলΤネ

அやιϑトಋೖによる「ݟえる化」支援、ᶅ

ΧーϘϯχϡートϥϧٕज़ௐࠪٴびࢦಋに関す

るઐՈのஔ、ᶆηϛφーɾษڧ会の開催、

ᶇ)*T4ࢪઃのૉ化のଅਐ（ଠཅޫ発ిઃ

උのઃஔ）、ᶈ日ཱࢢ中小企業ૉ経営ଅ

ਐίϯιーシアムへのࢀ加。

（̐）ώΞϦϯά調査の݁Ռʹͮ͘ج目点

)*T4に対して、2024年8月7日に࣮ࢪした

ώアϦϯάௐࠪにおけるओなௐࠪ事߲は࣍のと

おりで͋る。ᶃ)*T4のઃஔのഎܠとԊֵ、ᶄ

事業内༰のݱঢ়と課題、কདྷల、ᶅࢪઃӡ

営と事業࣮ࢪに関しての経අ、体੍ଞ、ᶆ産

。支援への取みܞ企業࿈、ܞ࿈ֶ

このώアϦϯάௐࠪにおいて、࣍のとおりಛ

චすきݟをಘることができた。

（B）ઃཱの༝དྷɿ)*T4は、1990年代ޙに

おける日ཱάϧープの事業再ฤのྲྀれのなか

で、地域の取引企業の自ཱ化がٻめられるよう

になͬたことに伴い、日ཱࢢが国のิॿۚなど

も活༻して、1999年にઃཱされた。

（C）ઃཱɾӡ営ओ体ɿ日ཱࢢがग़ࢿの大෦

分を占める第ࡾηクλー（ެӹ財団๏人）で͋

る。また、日ཱάϧープの取引対ΤϦアの中

小企業支援をҙਤしたことから、ࢢ域をえた

地域を支援対としている。ӡ営経අは、日ཱ

。が全ֹෛ୲しているࢢ

（D）事業のಛɿ事業はίーσΟネーλーに

よる支援が中৺で͋る
26
。最近ಛにྗを注いで

いる事業は、人ࡐの֬อとҭ成、%Xのීٴଅਐ、

ૉ化への取み支援で͋る。

（E）産ֶ࿈ܞɿ地ݩの大ֶや業高ઐ

ֶߍなどと࿈ܞしたプロδΣクトのਪਐな

ど、積ۃ的に取りΜでいる。また、地域のए

手経営ऀを中৺に企業ؒަྲྀɾ࿈ܞへのҙཉ

はڧいので、ަྲྀの場ͮくりなどの支援も֦大

していく必要をײじている。

（e）ڞಉར༻機ثɿଌఆɾ試ݧ機ثを地域

中小企業にڞಉར༻ࢪઃとして開์している。

機ثのར༻のࡍには、ઐࣝを༗するスλッ

ϑがαϙートする体੍をえている。高Ձでҡ

に高なઐ࡞ૢ、ཧ経අが必要で͋り࣋

ࣝを要するଌఆɾ試ݧ機ثは、ݸʑの中小企

��　ʮςετϕουʯͱ࣮ࡍͷӡ༻ڥʹ͍ۙঢ়ଶͰઌٕज़ͷ࣮ূ࣮ݧΛ͏ߦ lz ͷ͜ͱɻग़యɿ·ͳ͠ະདྷΠϯϑΥϝʔγϣϯαΠτ（IUUQT���  
　　XXX�QSFG�ZBNBOBTIJ�KQ�USZ@ZBNBOBTIJ�UFTUCFE@ZVDIJ�JOEFY�IUNMɺ�����݄��औಘ）
��　)*54ʹΑΔҬதখۀاͷࢧԉʹ͓͍ͯத֩తͳׂΛ୲͍ͬͯΔͷ͕ɺʮίʔσΟωʔλʔʯͰ͋Γɺͦͷ୲࣍ͷͱ͓ΓͰ͋Δɻडɾ٬ސ
　　։໊�ۀࣄɺڝ૪ྗڧԽ໊�ۀࣄɺ৽ɾ৽ٕज़։ൃ໊�ۀࣄɺڝ૪ྗڧԽۀࣄɾใൃ৴�໊ɺڝ૪ྗڧԽۀࣄ（தখ9%ۀاଅਐۀࣄ）�໊ɺ
      टݍडൃ໊�ۀࣄɺػցૢࢦ࡞ಋһ�໊（������݄�ࡏݱͷঢ়گΛ)*54ϗʔϜϖʔδʹΑΓ֬ೝ）ɻग़యɿ্ܝ��ʹΑΔɻ
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業でอ࣋することはࠔで͋ることから、)*T4

がこれをڞಉར༻ࢪઃとして取ಘɾӡ༻するこ

とは、地域中小企業が自社の࣭を高めた

りڀݚ開発をਐめる্で༗ޮੑが高い。

ߟ（̑）

)*T4は、地域の中֩企業で͋る日ཱάϧー

プの事業再ฤに対応し、地域中小企業の自ཱ

化を支援するためにઃཱされた。中֩企業との

域ࢢ、がઃཱの༝དྷとなͬたことはੑい関ڧ

をえた、日ཱάϧープの取引対ΤϦアの地

域中小企業を支援対としたことにもөして

いる。

)*T4の事業においてॏ要な役割を୲ͬてい

るのは、ίーσΟネーλーで͋ることも注目さ

れる。中小企業に伴方式の支援ができるのは、

๛なࣝと経ݧを༗するίーσΟネーλーで

͋ることが分かͬた。また、産ֶ࿈ܞにも積

的に取りΜでいる。ए手経営ऀのަྲྀの場ۃ

ͮくりなどߋなるల開にもظが࣋たれてお

り、産ֶ࿈ܞや企業ؒަྲྀɾ࿈ܞのॏ要ੑ

が改めて֬ೝされた。

また、ଌఆɾ試ݧ機ثを地域中小企業に、

ઃとして開์していることもධՁでࢪ༺ಉརڞ

きる。中小企業が୯ಠで高Ձなଌఆɾ試ݧ機

අをෛ୲してཧする࣋を取ಘし、高ֹのҡث

ことはࠔで͋る。また、そのར༻にはઐ

ࣝを要する。そのため、)*T4がこれをڞಉར

ઃとして取ಘしӡ༻することは、地域中小ࢪ༺

企業が自社の࣭を高めたりڀݚ開発をਐ

める্で༗ޮੑが高いものとධՁされる。

͓ΘΓʹ

本ߘでは、地域中小企業支援のڌ点として

の自治体産業支援機関の役割を解明することを

目的として、国や都ಓݝも含めた産業支援機

関による支援体ܥにおける、自治体産業支援機

関のҐஔͮけのѲを試みた。すなわͪ、地域

のଟ༷な産業支援機関との࿈ܞ、地域のൣғ

をえて事業をల開する産業支援機関の࣮ଶ

を֬ೝした্で、産業支援機関૬ޓの࿈ܞ体

の中での、自治体産業支援機関のҐஔͮけܥ

を改めてཧした。そして、活動࣮を༗する

自治体産業支援機関の先ਐ事例として、ARE$

と)*T4を࠾り্͛、その活動内༰や役割のॏ

要ੑについて考した。

産業支援機関は、国や都ಓࢢ、ݝ区町ଜ（自

治体）、また会ٞ所ɾ会、ۚ༥機関な

ど地域のॾ機関がڞଘしており、その所分野

も、ٕज़分野、経営分野、ٕज़ɾ経営分野ԣ

அとଟ༷で͋り、各ʑが、地域中小企業を

に、またଞ機関と࿈ܞして支援している。しか

し、その࿈ܞ関は必ͣしも体ܥ的ɾ߹的と

はݴえない。地域中小企業のཱ場からすると、

ॏ複や不߹がଘ在する。そこで、自治体産

業支援機関の役割がॏ要となる。地域中小企

業に最も近な支援ओ体は自治体で͋る。自治

体産業支援機関が૭ޱとなり、地域中小企業の

かくѲし、そのχࡉʑの支援χーズをきめݸ

ーズに的֬に応えるために、地域内外の産業支

援機関とも࿈ܞして必要な支援をఏڙすること

がٻめられる。

そのためにۃめてॏ要な役割を୲うのが、ਂ

いࣝݟと๛な経ݧを༗するίーσΟネーλー
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で͋る。ίーσΟネーλーは、地域中小企業が

๊える課題やՄੑをݸผにきめࡉかくѲ

し、企業ຖに必要な支援ࡦを෯いݟ地から的

֬にಧける役割を୲う。ίーσΟネーλーは、

産ֶ࿈ܞにおいてもॏ要な役割を୲うことが

大ֶɾެ、ܞされる。すなわͪ、企業ؒ࿈ظ

ઃ試ڀݚݧ機関と企業のマッνϯάや࿈ܞ支

援、産ֶڞಉのڀݚ会の企ըなどで͋る。

本ߘにおいては、自治体産業支援機関の役割を

中৺に論じてきたが、地域内外のଟ༷な産業支援

機関との࿈ܞのための方ࡦについて、۩体的にݕ

౼する必要が͋る。引き続き取りΜでいきたい。

ँࣙ

本ߘのࣥචに当たり、͝ଟのなかώアϦϯ

άௐࠪや࣮地ௐࠪに࠙ஸೡに͝ྗڠください

ました、「Ұൠ財団๏人 ઙؒϦαーνΤクステ

ϯシϣϯηϯλー」および「ެӹ財団๏人 日ཱ

地区産業支援ηϯλー」のスλッϑのօ༷方に

৺よりྱޚ申し্͛ます。
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ʓಇきやすさ、ډ৺地のྑさなどから生じる৬場へのߠఆ的ײ情を表する「ै業һΤϯή
ーδϝϯト」をりޱとして、中小企業においてそれが高い企業で৬場環境や企業จ化に
どのようなಛが͋るか、どのような対応ɾ方ࡦが࠾られているかをݸථσーλにͮجい
て分析する。

ʓ先行ڀݚでは、企業がै業һΤϯήーδϝϯトを高めるためには「ै業һによる発ݴ機会」
「৺ཧ的安全ੑ」を֬อすること、事の「要ٻ」（ै業һにかかる各छのෛ୲）と「ݯࢿ」
（「要ٻ」への対応ྗ）のόϥϯスをௐすることがॏ要とされる。

ʓ企業のϑΥーマϧな対応୯ಠではै業һΤϯήーδϝϯト্へのޮ果は͛ڍにくく、Π
ϯϑΥーマϧな要ૉ、ಛに৬場のงғؾと人ؒ関がどのఔプϥスに࡞༻するかがϑΥ
ーマϧな対応の成൱をࠨӈする。৬場のงғؾや人ؒ関においては、্Լ関によるλ
テの関ੑとともに、ै業һಉ࢜のϤίの関ੑを円にすることも必要で͋る。

ʓ人手不足はै業һΤϯήーδϝϯトにਂࠁなෛのӨڹをもたらす。人һ૿Ҏ外の方ࡦとし
て、ݸ人と事の関ੑをۃݟめた目ࡉかい対応が༗ޮと考えられる。ここでは事を
割り振るଆのྔࡋというΠϯϑΥーマϧな対応ྗがॏ要で͋る。

ʓै業һΤϯήーδϝϯトとワークɾΤϯήーδϝϯトにはີな関ੑが͋る。中小企業が
2つのΤϯήーδϝϯトをҰ体としてٴすることにより、Τϯήーδϝϯトのޮ果を͛ڍ
ることがظできる。

ʓ৬छによるै業һΤϯήーδϝϯトのࠩは大きい。中小企業は大企業とҟなり事の内༰
とै業һΤϯήーδϝϯトの૬関ੑはしいが、͋るఔのنになればҟなる৬छにै
事するै業һを๊えるέースがଟくなり、事内༰の૬ҧによりΤϯήーδϝϯトの高
が題化するՄੑが高くなる。そのような場߹、全৬छڞ通のΤϯήーδϝϯト্を
ਤるよりも৬छに応じた方ࡦを講じることがましい。

ߐ ޱ 政 

（ 　　　  　　　  ）  ૯ ߹ ݚ ڀ 所
ௐ ࠪ ݚ ڀ ࣨ 

中小企業のै業һΤϯήʔδϝϯτ
ʕै業һݸථσʔλʹΑΔಛੳʕ

【૯߹ڀݚॴ�ௐࠪۀࣄڀݚ】
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චऀはҎલ、ߘ「中小企業の৫ӡ営ɾ

人事政ࡦと企業業との関࿈」（2023）において、

中小企業は大企業よりै業һにとͬてಇきやす

くډ৺地のいい৬場環境をఏڙしていることを

ࣔした。しかし、それがどのようにもたらされ

ているか、中小企業により当てはまるのはなͥ

かについてσーλの੍も͋りઆ明できないこ

とが課題として残ͬた。

ै業һにとͬてಇきやすさ、ډ৺地のよさと

いͬたධՁは、؍٬的ج४にͮجくఆྔ的な

அというよりも、ओ؍的ɾ֮ײ的なもので͋る。

ैͬてධՁには৺ཧ的な要ૉがڧくӨڹする。

そしてそこでಘられた৺ཧ的にߠఆ的なධՁが

続的なもので͋れば、৬場へのѪணや࣋、くڧ

৺、ࢥいೖれといͬた৬場そのものへのߠ

ఆ的なײ情、すなわͪै業һΤϯήーδϝϯト

につながると考えられる。

そこで本ߘは、ಇきやすさ、ډ৺地のྑさな

どから生じる৬場へのߠఆ的ײ情を表する

「ै業һΤϯήーδϝϯト」をりޱとして、中

小企業においてそれが高い企業で৬場環境や

企業จ化にどのようなಛが͋るか、どのよう

な対応ɾ方ࡦが࠾られているかをݸථσーλに

。いて分析するͮج

本ߘでは第１ষで先行ڀݚをجにΤϯήーδ

ϝϯト（ै業һΤϯήーδϝϯトとワークɾΤ

ϯήーδϝϯト）の֓೦について֓؍し、分析

に༻いるΤϯήーδϝϯトをఆٛする。第̎ষ

で༻σーλをࣔす。第̏ষで、σーλ分析を

にै業һΤϯήーδϝϯトについて、それをج

高める企業のಛや方ࡦをࣔす。第̐ষでは分

析݁果をجに中小企業がै業һΤϯήーδϝϯ

トを高めるために行うきことについてड़る。

なお、Τϯήーδϝϯトにはै業һΤϯήー

δϝϯトのଞにワークɾΤϯήーδϝϯトが͋

る。本จでࣔす通りै業һΤϯήーδϝϯトと

ワークɾΤϯήーδϝϯトにはີな関が͋

ることから、ワークɾΤϯήーδϝϯトが高い

企業が࣋つಛについてもิ足的にٴݴする。

͡Ίʹ
̍ɽΤϯήʔδϝϯτͱԿ͔

1�1ɹै業һΤϯήʔδϝϯτͱϫʔΫɾΤϯ
ήʔδϝϯτ

1�2ɹै業һΤϯήʔδϝϯτΛߴΊΔͨΊʹ
ඞཁͳ͜ͱʙઌߦ研究のࣔࠦ

1��ɹ中小企業͕࣮ࡍʹͰ͖Δ͜ͱ

̎ɹσʔλੳのํ๏ʙ༻σʔλͱม
2�1ɹඃઆ໌ม

2�2ɹઆ໌ม

̏ɹσʔλੳ
��1ɹै業һΤϯήʔδϝϯτͱのؔ

��2ɹϫʔΫɾΤϯήʔδϝϯτͱのؔ

̐ɹ·ͱΊ
��1ɹੳ݁Ռのཁ

��2ɹ中小企業のΤϯήʔδϝϯτ͚ʹ্
ͨΠϯϓϦέʔγϣϯ

���ɹࠓ後の՝

େ企業ʹ͓͚Δै業һΤϯήʔδϝϯτɺ（ߟࢀ）

ɹɹɹ�ϫʔΫɾΤϯήʔδϝϯτͱのؔ

ݙ文ߟࢀ



2024.1238

̍ɽΤϯήʔδϝϯτͱԿ͔

1�1ɹै業һΤϯήʔδϝϯτͱϫʔΫɾΤ

ϯήʔδϝϯτ

Τϯήーδϝϯト（EnHBHeNent）は経営ֶ

の 人 的 ࢿ ݯ  ཧ（)VNBn ResoVrDe 

.BnBHeNentɿ)R.）において近年注目が高

まͬている֓೦で͋る。人ࡐίϯαϧテΟϯά

会社による࣮的なアプローνとֶڀ的なアプ

ローνがซଘするため、Ұൠに༻いられるΤϯ

ήーδϝϯトというݴ༿がҙຯするものは؆ܿ

なఆٛでҰׅりにできなくなͬているが、ै業

һの৬場や事に対するߠఆ的な৺ཧঢ়ଶを

。すという点ではҰகしていると考えてよいࢦ

Τϯήーδϝϯトはै業һΤϯήーδϝϯト

（ENpMoZee EnHBHeNent）とワークɾΤϯήー

δϝϯト（8ork EnHBHeNent）に大ผされる。

ENpMoZee EnHBHeNentは0rHBnJ[BtJonBM 

EnHBHeNent
1

（もしくは$oNNJtNent）、8ork 

EnHBHeNentは+oC EnHBHeNent（ಉ）と表ه

される場߹も͋る。

ै業һΤϯήーδϝϯトについてArNstronH

（2006）は、「৫へのίϛットϝϯト
2

」という

༿でݴ

ɾ৫の成һで͋りたいとするཉٻ

ɾ৫のՁと目的に対する৴པとड༰

ɾ৫のためにྗしようとする༻ҙ

の̏要ૉに関する৫への帰ଐと関༩のఔと

1　 ै業һΤϯήーδϝϯトはै業һと৫との関ੑにおいて成りཱつもので͋るから、ै業һの৫へのΤϯήーδϝϯトとして「৫Τϯ 　
　  ήーδϝϯト」という༻ޠでଊえることも不自વではない。
2　 ಉॻによると、ίϛットϝϯトとΤϯήーδϝϯトという2つの༻ޠはίϯαϧλϯトやऀڀݚにより明֬に区ผされて༻いられているもので
　  はない。Τϯήーδϝϯトはίϛットϝϯトをݱ代෩のચ࿅された表ݱとしてݴいえる場߹も͋るようで͋る。
3　 業行に伴うプϨッシϟー、情ॹ的ɾਫ਼ਆ的ɾ体的ෛ୲など、ಛఆの体的および৺ཧ的なίスト（ർ࿑など）を伴う、事のཧ的、
　  社会的、৫的なଆ໘をࢦす。
、事の目ඪをୡ成するうえで༗ޮに機し、しݮに伴う生ཧ的ɾ৺ཧ的ίストをܰٻ事の要に分かれ、લऀはݯࢿ人のݸとݯࢿ事の 　4
 やストگなঢ়ࠔ）はϦδϦΤϯスऀޙ。すࢦ事のཧ的、৺ཧ的、社会的、৫的なଆ໘を激するような人の成、ֶश、発ୡをݸ  　
　  Ϩスに対応できる、෮ྗݩ、回෮ྗ、ྗ）と݁びつく自ݾのଆ໘で͋る。

してઆ明している。

.BDeZ et.BM（2008）はै業һΤϯήーδϝ

ϯトをݸ人のੑ格的ಛによるもの（TrBJt 

EnHBHeNent）、ਫ਼ਆ的ঢ়ଶによるもの（4tBte 

EnHBHeNent）、 行 動 に より ࣔ さ れ るもの

（#ehBWJorBM EnHBHeNent）に分ྨしている。

目的ݾ人の自ݸ人のੑ格的ಛによるものはݸ

ੑや積ੑۃから、ਫ਼ਆ的ঢ়ଶによるものはݸ人

活ྗや事へのೖから、行動によりࣔされる

ものは৫ࢢຽ行動（ै業һが自分の৬の

ൣғ外の事をする「役割外行動」のҰछ）

などからもたらされる。

ワークɾΤϯήーδϝϯトについてલ掲

ArNstronHは ै 業 һ と  事 と の Ұ 体 ײ

（JEentJGJDBtJon）とఆٛし、事のσβΠϯと

役割のਐ化によりもたらされるとしている（ಉ

ॻではδϣϒɾΤϯήーδϝϯト）。ワークɾΤ

ϯήーδϝϯトをڧ化するに͋たͬては、事

への関৺とઓをऒىすること、ྗɾスΩϧ

を要すること、自ੑ、λスクの明֬化、λス

クのॏ要ੑがその要ૉとなる。

1�2ɹै業һΤϯήʔδϝϯτΛߴΊΔͨΊ

ʹඞཁͳ͜ͱʙઌߦ研究のࣔࠦ

橋場（2022）によると、ӳ国の先行ڀݚでは、

「ै業һによる発ݴ機会」、「৺ཧ的安全ੑ」の

֬อがै業һΤϯήーδϝϯトを高めることが

ࣔされている。また、「事の要ٻ
3

 ʕ ݯࢿ
4

Ϟ
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σϧ」（+oC %eNBnEs�ResoVrDes .oEeMɿ+%�R

Ϟσϧ）における事の「要ٻ」（ै業һにか

かる各छのෛ୲）と「ݯࢿ」（要ٻへの対応ྗ）

のόϥϯスをどう取るかがॏ要とされる。「ࢿ

点؍の্に関࿈して、ϦδϦΤϯスྗ「ݯ

からྑ࣭な༨Ջのա͝し方へのྀも必要とさ

れる。これらの要ૉは事に関すること

からワークɾΤϯήーδϝϯトとの関࿈ੑがڧ

いと考えられるが、ݸ人のݯࢿを中৺にै業һ

Τϯήーδϝϯトとの関࿈のڧさが注目されて

いる。この点から、ワークɾΤϯήーδϝϯト

とै業һΤϯήーδϝϯトはผݸに成ཱするも

のではなく、૬ޓに関࿈するものとして考える

のがద当で͋ろう。

「ै業һによる発ݴ機会」はै業һ代表を通

したؒ的なࢀ加（pBrtJDJpBtJon） と、的

なै業һ関༩（eNpMoZee JnWoMWeNent）がௐ

することでޮ果がಘられるとする考え方で͋

る。ؒ的なࢀ加におけるै業һ代表はయ型的

には࿑ಇ߹の代表が経営ऀとަবする

ঢ়گを想ఆして論じられている。

「৺ཧ的安全ੑ」について、この֓೦のఏএ

ऀで͋るEENonEson（ANZ $. EENonEson）

は「みΜなが݉ؾͶなくҙݟをड़ることがで

き、自分らしくいられるจ化」としている。৺

ཧ的安全ੑの͋る৬場では「（ߏ成һが）考え

をにड़ても、ஏをかくことも無視される

こともඇされることもないと֬৴している」

と し て い る（EENonEson（2019））。

EENonEson は「৺ཧ的安全ੑ」についてϦー

μーが果たすきめとして（1）をつくる、

5　 ৺ཧ的ҙຯは体的、ೝ的、情ॹ的にΤネϧΪーをಘているঢ়ଶ、৺ཧ的Մ༻ੑは体的、情ॹ的、৺ཧ的に事にΤϯήーδできるঢ়
　  ଶをࢦす。
6　 RoCertson�4NJth ˍ .BrkwJDkは、ใुはプϥス要ҼとしてよりもマΠφス要Ҽとしてҙࣝされる場߹がଟいとしている。

める、（3）生産的に対応する、のٻ加をࢀ（2）

3 点を͛ڍている。

Τϯήーδϝϯトڀݚのとされている৫

行動論ֶऀ,Bhn（8JMMJBN A.,Bhn）は、その

代表的ڀݚにおいて৺ཧ的安全ੑのॏ要ੑを

આいている。,Bhnは৺ཧ的ҙຯ
5

（1sZDhoMoHJDBM

　.eBnJnHGVMness）、 ৺ ཧ 的 安 全 ੑ

（1sZDhoMoHJDBM 4BGetZ）、 ৺ ཧ 的 Մ ༻ ੑ

（1sZDhoMoHJDBM AWBJMBCJMJtZ）の3 つの৺ཧঢ়ଶ

がै業һΤϯήーδϝϯト（,Bhn はݸ人的Τ

ϯήーδϝϯトとݺΜでいる）ଅਐの݅にな

ることをূݕしている。

RoCertson�4NJth ˍ .BrkwJDk（2009）は࣮

ફ的なݟ地から、ै業һΤϯήーδϝϯトを高

める要Ҽとして、ᶃ事の࣭（ઓの༨地が͋

り的でଟ༷で͋ること）、ᶄやͬている

事のॏ要ੑ、目的、ҙຯが明֬で͋ること、ᶅ

ྗ্の機会ۉ、ᶆٓ࣌をಘた表জやใ

ु
6

のڙ༩、ᶇै業һಉ࢜のྑな関（ಛに

、と෦Լ）、ᶈ৫のՁと目ඪへのೝ্ࣝ࢘

ᶉ্࢘がै業һݸʑを৴པしҙܾࢥఆの自ओੑ

を༩すること、を͛ڍている。ै業һΤϯή

ーδϝϯトの্を્する要Ҽとしては、（Π）

の不安ఆさ、（ロ）ใुの不ެਖ਼、（ϋ）༺ޏ

事、（χ）ストϨスෛՙの高い෮型のؒظ

事、（ϗ）人事ཧのさといじめのଘ在、（へ）

ؒ࣌ɾܜٳなしの事の6つを͛ڍている。

1��ɹ中小企業͕࣮ࡍʹͰ͖Δ͜ͱ

中小企業の৬場のݱ場にଈして、橋場のい

うӳ国の先行ڀݚがࣔす「ै業һによる発ݴ機
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会」、「৺ཧ的安全ੑ」、ٴび「要ٻ」のݮと「ࢿ

を֬อするために行うきこととしڧの૿「ݯ

てどのようなことが͋るかを考えてみよう。࣮

のओ体は企業αΠυで͋る場߹と、ै業һ自ࢪ

のྗにҕͶる必要が͋る場߹とに分けられ

るが、本分析では企業αΠυがओ体の場߹を対

とする。企業の対応には੍的なϑΥーマϧ

な対応と、งғؾのৢ成のようなΠϯϑΥーマ

ϧな対応とが想ఆされ、この2ऀをどのように

。い分けるかも考ྀする必要が͋る

「ै業һによる発ݴ機会」は企業の対応とし

て、的なࢀ加では、ఆظ的なϛーテΟϯά

や໘ஊのような対໘ίϛϡχέーシϣϯ機会

や、アυϗックな通ใ੍ɾ૬ஊ機会のઃと

いͬたϑΥーマϧな対応が中৺で͋る。中小企

業の場߹、人نから考えて社はじめ経

営ਞとै業һとのڑが近いため、ޮ果がظ

できよう。Ұ方、ؒ的なࢀ加は日本の中小企

業に͋てはめて考えれば、࿑ಇ߹の৫

がいためӳ国のࣔࠦは࣮ݱ的でない。日本の

場߹、的なै業һ関༩のൺॏがॏくなると

ともに、ؒ 的なࢀ加では࿑ಇ߹に代わる「代

表」のଘ在を೦಄にஔく必要が͋ろう。

「৺ཧ的安全ੑ」は「ै業һによる発ݴ機会」

において、題点のࢦఠやҟٞ申しཱてなど൱

ఆ的内༰の発ݴがඇや無視されることによ

り、ै業һがそうした発ݴを自ら੍すること

がないようにするためのもので͋る。その࣮ݱ

手ஈとして、通ใ੍におけるൿີݫकやίϛ

ϡχέーシϣϯ૬手ݶఆといͬたϑΥーマϧな

手ஈも༻いられるが、発ݴ内༰がڞ༗される点

7　 ै業һ4人ҎԼはௐࠪ対外。
8　 企業ௐࠪはै業һをઃにしていないため全回を対とした。

においてϛーテΟϯάのようなࢀ加ऀが複に

なる場での発ݴ機会がॏ要で͋り、大人の場

߹や৬্の্Ґऀがいるલで発ऀݴがҕॖ

しないようにするΠϯϑΥーマϧな対応が中৺

で͋ろう。

「要ٻ」のݮと「ݯࢿ」の૿ڧに関しては、

「要ٻ」のݮでは1人当たりの事の࣭ɾྔ

がա大とならないようなௐが中৺と考えら

れ、ཧऀのྔࡋが大きく࡞༻しよう。「ݯࢿ」

の૿ڧは事のݟえる化生産ੑ্の取り

み、*T機ثのಋೖ（事の্ݯࢿ）、ྗ

開発とٳՋ੍のॆ࣮（ݸ人の্ݯࢿ）が

想ఆされる。

̎ɽσʔλੳのํ๏ʙ༻σʔλͱ
ม

本ߘではै業һΤϯήーδϝϯトの高と、

1.3でみた企業の取りみや事のਐめ方、企

業のงғؾがどのように関࿈するかをै業һの

。ථσーλを通じて分析するݸ

࿑ಇ政ڀݚࡦɾݚम機ߏ「人ࡐҭ成とྗ開

発のݱঢ়と課題に関するௐࠪの分析」（2021）

の࿑ಇऀௐࠪのݸථσーλをओに༻いる。࿑ಇ

ऀௐࠪはਖ਼社һ、ܖ社һ、ୗ、ύートλΠ

マー。アϧόΠトが対でݣ社һは含まない。

分析は中小企業を対とし、࿑ಇऀௐࠪはै業

һ5人Ҏ্299人ҎԼ
7

の企業に所ଐするとした

回5033݅をσーλとして༻いる。中小企業と

のൺֱ対のため、࿑ಇऀௐࠪの大企業σーλ

（ै業һ300人Ҏ্、4967݅）も༻いる。ಉௐ

ࠪの企業ௐࠪのݸථσーλもิ足的に༻いる
8

。
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2�1ɹඃઆ໌ม

ै業һΤϯήーδϝϯトのඃઆ明変とし

て、্ه࿑ಇऀௐࠪの「͋なたはいまの会社に

ついてどのようにࢥいますか」というい（そ

うࢥう、ややそうࢥう、どͪらともࢥわない、

͋まりそうࢥわない、そうࢥわない、の5ஈ階

からҰ）のࢬで͋る

ɾ「ࢲはいまの会社にѪணをͬ࣋ている」

ɾ「ࢲはいまの会社のҰһで͋ることをތりに

「うࢥ

ɾ「ࢲはいまの会社に対して৺をײじて

いる」

を༻いる。ҎԼでは「Ѫண」「ތり」「৺」

とه載する。回の分ঢ়گは図表̍の通りで

͋る。回帰分析ではそれͧれを5 ～ 1にִؒ

でΤΠトけして༻いる。

企業ௐࠪでは、「و社はどのようなڧみをも

ͬた企業ですか」の「༏लなै業һが৬し

ない」（֘当、ඇ֘当のҰ）をै業һΤϯή

9　 無回আくϕース（6452݅）に占める割߹。なお企業ௐࠪはै業һنをௐࠪしていないため全نϕース。

ーδϝϯトの代ཧ変として༻いる。ಉࢦඪの

֘当割߹は14.8ˋで͋る
9

。

ワークɾΤϯήーδϝϯトのඃઆ明変とし

て、「ݱ在の͋なたのঢ়گについて、どのよう

に自ݾධՁしていますか」といういのࢬで

͋る「ಇきがい」（ຬ足している～不ຬで͋る、

の4ஈ階からҰ）を༻いる。中小企業におけ

るඃઆ明変の回の分は図表̎の通りで͋

る。回帰分析ではそれͧれを4 ～ 1にִؒで

ΤΠトけして༻いる。

ै業һΤϯήーδϝϯトのࢦඪで͋る「Ѫ

ண」、「ތり」、「৺」を「そうࢥう」～「そ

うࢥわない」の5ஈ階を「そうࢥう」100、「そ

うࢥわない」˛100でִؒにΤΠトけし

て%*化したものをみると、それͧれ0.9、˛

3.1、̨ 7.6となͬている。「Ѫண」にൺ「ތり」、

「৺」は๊きにくく、ಛにऀޙにその

がݦஶで͋る。

満足して
いる

ある程度満
足している

やや不満で
ある

不満である 合計

度数 477 2,371 1,484 701 5,033
構成比（％） 9.5 47.1 29.5 13.9 100.0

ਤද̎ɹϫʔΫɾΤϯήʔδϝϯτのඃઆ໌ม（ಇ͖͕͍）のճঢ়گ（中小企業）

ਤද̍ɹै業һΤϯήʔδϝϯτのඃઆ໌ม（ѪணɺތΓɺ৺）のճঢ়گ（中小企業）

そう思う
ややそう
思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう思わ
ない

合計 D.I

度数 440 1,399 1,725 749 720 5,033
構成比（％） 8.7 27.8 34.3 14.9 14.3 100.0
度数 384 1,222 1,854 845 728 5,033
構成比（％） 7.6 24.3 36.8 16.8 14.5 100.0
度数 312 1,086 1,987 820 828 5,033
構成比（％） 6.2 21.6 39.5 16.3 16.5 100.0

私はいまの会社に愛着を
持っている

0.9

私はいまの会社の一員で
あることを誇りに思う

▲ 3.1

私はいまの会社に対して
忠誠心を感じている

▲ 7.6
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2�2ɹઆ໌ม

࿑ಇऀௐࠪでは、1.3でड़た「ै業һによ

る発ݴ機会」「৺ཧ的安全ੑ」「（ෛՙとしての）

の関ݯࢿと（対応ྗとしての）ٻ事の要

をどう֬อしていくかについて、企業が「ੑ

੍のඋでϑΥーマϧに対応する要ૉとし

て「いまの会社で࣮ࢪされている取み」（19

߲目。֘当、ඇ֘当のೋऀҰ）を、企業が࣋

つΠϯϑΥーマϧな要ૉとして「ಇいている৬

場のงғؾ」（14߲目。֘当、ඇ֘当のೋऀҰ）

を༻いる。事্のϧーϧや׳शがै業һΤϯ

ήーδϝϯトにどのように࡞༻しているかをみ

るく「事をするなかで経ݧしたもの」（17

߲目。֘当、ඇ֘当のೋऀҰ）を༻いる（図

表̏）。Ҏ্は回帰分析では֘当を1、ඇ֘当を

0として༻いる。

また、ऩೖやಇきやすさなどै業һが企業に

おけるब業݅をどのようにධՁしているかに

ついて、自の「ঢ়گについての自ݾධՁ」（8

߲目。ຬ足している、͋るఔຬ足している、

やや不ຬで͋る、不ຬで͋る、の4ஈ階から

Ұ）を༻いる（図表̐）。回帰分析ではそれͧ

れを4 ～ 1にִؒでΤΠトけして༻いる。

企業ௐࠪでは、ྗ開発໘のϑΥーマϧɾΠ

ϯϑΥーマϧな対応として、Ұ通りの事をこ

なͤるようになͬたै業һに対して「࣮ࢪして

いる人ࡐ開発ɾྗ開発」（7߲目。֘当、ඇ

֘当のೋऀҰ）を༻いる（図表̑）。回帰分

析では֘当を1、ඇ֘当を0として༻いる。

͍ͯͭʹ৬छผのΤϯήʔδϝϯτ（ߟࢀ）

1.2で৮れた৬छผのΤϯήーδϝϯトのਫ

४についてみておく。ै 業һΤϯήーδϝϯト、

ワークɾΤϯήーδϝϯトとも「ཧ的な事」

と「そのଞ」が高く、「อ安の事」、「生産

ఔの事」、「༌ૹɾ機ցӡసの事」、「ӡൖɾ

ਗ਼ɾแの事」などがい。૯じてݱ

業関のΤϯήーδϝϯトがい（ߟࢀ図表̍）。

ਤද̍ɹ৬छผのै業һΤϯήʔδϝϯτͱϫʔΫɾΤϯήʔδϝϯτߟࢀ
トンメジーゲンエ・クーワトンメジーゲンエ員業従

私はいまの会
社に愛着を
持っている

私はいまの会
社の一員であ
ることを誇り
に思う

私はいまの会
社に対して忠
誠心を感じて
いる

管理的な仕事 23.6 17.3 16.5
専門的・技術的な仕事 ▲ 0.0 0.6 ▲ 7.1
事務的な仕事 0.8 ▲ 3.6 ▲ 9.0
販売の仕事 1.8 ▲ 4.2 ▲ 7.4

9.11▲1.6▲0.2▲事仕のスビーサ
0.72▲3.42▲3.42▲事仕の安保
4.61▲4.31▲7.8▲事仕の程工産生

輸送・機械運転の仕事 ▲ 8.3 ▲ 19.9 ▲ 20.3
建設・採掘の仕事 ▲ 1.3 ▲ 4.5 ▲ 4.0
運搬・清掃・包装等の仕事 ▲ 5.7 ▲ 12.6 ▲ 14.4
その他 10.5 7.9 7.9
（注）「満足している」～「不満である」の4段階を「満足している」100、「不満である」▲100で等間隔に
   ウエイト付けしてDI化した

2.81事仕な的理管
専門的・技術的な仕事 5.3

1.1事仕な的務事
9.1事仕の売販

サービスの仕事 ▲ 0.1
9.81▲事仕の安保

生産工程の仕事 ▲ 13.9
輸送・機械運転の仕事 ▲ 7.8
建設・採掘の仕事 ▲ 0.6
運搬・清掃・包装等の仕事 ▲ 4.8

3.91他のそ
4.1計合
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ਤද̏ɹ֤ཁૉのׂ֘߹（中小企業）
会社で実施されている取組み

（％）
賃金などの処遇をアップする 13.2
長時間労働の抑制 34.1
休暇や休日を増やす 21.3
従業員個々人の成果を処遇に反映させる 13.6
従業員個々人の能力を処遇に反映させる 11.7
評価結果とその理由を従業員に説明している 7.6
福利厚生の充実 15.1
快適な職場環境の提供 12.9
社員の家庭生活（育児・介護など）への配慮 11.5
心の健康(メンタルヘルス)に関する支援 10.0
経営方針や経営戦略を従業員に明確に示す 8.6
従業員各自の仕事の意義や重要性について説明している 4.6
提案制度など従業員の意見の吸い上げ 5.6
従業員の意見を会社経営に反映 5.2
従業員本人の希望ができるだけ尊重される配置 6.6
仕事における従業員個々人の裁量性を拡大させる 4.6
職場の人間関係を良くする 13.6
苦情処理機関の設置・充実 3.8
従業員の表彰・報奨 8.0

職場の雰囲気
（％）

2.73るいてし足不もついが員人
0.43るあが気囲雰う合け助で内場職
0.5るあが気囲雰るす争競にい互で内場職
0.91るあが気囲雰るえ教を輩後が輩先
5.02いな少が会機うろそが人の場職
2.7るいてしりきっはが番順の事仕るす験経
1.03いき大が差の人いなきでと人るきでの事仕
1.11いすやしが立両の事仕とどな護介や児育

女性正社員が男性正社員と同じように活躍している 19.9
上司や同僚などと相談しやすい雰囲気がある 15.4

0.9るあがいあきつので外場職の士同員社
6.81るいが員社正非るすを事仕の様同と員社正
6.72るあが気囲雰ういといなしを業残くべるな

研修会などの仕事の知識やスキルを高める機会が多い 6.3

仕事上のルールや慣習
（％）

会社の理念や創業者の考え方を教えられた 15.1
7.22たれさ示をえ構心ので上う行を事仕

会社の人材育成方針について説明があった 10.0
自分自身の教育訓練計画を会社が作成した 6.4

0.12たれさ示を力能や識知きべるけつに身
9.92たっらもてせ見に際実を方りやの事仕
4.11たれら振り割を事仕な度高に的階段
9.91たれらげ広を幅の事仕

とにかく実践させてもらい、経験させられた 27.1
3.6たれらえ与を会機る返り振を事仕
4.11たれさ布配がルアュニマるす関に務業

仕事について相談に乗ってもらったり助言をうけた 13.1
5.11たれさ示が割役や事仕きべす指目
0.5たれらけ付を係育教の任専
5.41たれさ任を導指の輩後

今後の職業人生について会社に相談できた 1.8
1.0他のそ

ਤද̐ɹঢ়گʹ͍ͭͯのࣗݾධՁ（中小企業）

満足して
いる

ある程度満
足している

やや不満で
ある

不満である 合計

度数 292 1,726 1,776 1,239 5,033
構成比（％） 5.8 34.3 35.3 24.6 100.0
度数 477 2,371 1,484 701 5,033
構成比（％） 9.5 47.1 29.5 13.9 100.0
度数 721 2,501 1,194 617 5,033
構成比（％） 14.3 49.7 23.7 12.3 100.0
度数 593 2,749 1,206 485 5,033
構成比（％） 11.8 54.6 24.0 9.6 100.0
度数 470 2,578 1,386 599 5,033
構成比（％） 9.3 51.2 27.5 11.9 100.0
度数 640 2,491 1,323 579 5,033
構成比（％） 12.7 49.5 26.3 11.5 100.0
度数 338 2,290 1,742 663 5,033
構成比（％） 6.7 45.5 34.6 13.2 100.0
度数 255 1,996 1,976 806 5,033
構成比（％） 5.1 39.7 39.3 16.0 100.0

仕事に役立つ能力や知識を
身につける機会

キャリアの見通し

収入

働きがい（再掲）

働きやすさ

仕事内容

仕事上の地位や権限

雇用の安定性
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̏ɹσʔλੳ

ҎԼではै業һΤϯήーδϝϯト、ワークɾ

Τϯήーδϝϯトに分けて要ૉผの૬関関を

回帰分析によりみていく（આ明変が1か0の

ものはプロϏット分析による）。本ষは中小企

業の分析݁果について৮れ、ਤ表も中小企業に

関するもので͋るが、大企業の分析݁果とのൺ

ֱもซͤて行う。なお、大企業の分析݁果の表

は巻にࢀ考としてࣔした。

��1ɹै業һΤϯήʔδϝϯτͱのؔ

（̍）ϑΥʔϚϧͳରԠͱのؔ

ै業һΤϯήーδϝϯトと、੍のඋ企

業のϑΥーマϧな対応との関について「いま

の会社で࣮ࢪされている取み」をઆ明変と

した݁果をみてみる（図表̒）。表の2ྻ目に、

1.2でࣔしたै業һΤϯήーδϝϯトを高める

要ૉと考えられるものについて、%（事の要

、（「ݯࢿ」ಉ）R、（「ٻ要」Ϟσϧのݯࢿʕٻ

7（発ݴ機会）、4（৺ཧ的安全ੑ）のه号を

し、取がそれͧれにٴ΅すӨڹをهした。

ਤද̒ɹձࣾͰ࣮͞ࢪΕ͍ͯΔऔΈͱै業һΤϯήʔδϝϯτͱの૬ؔ

EEに作用する
要素への影響

賃金などの処遇をアップする 0.159 ＋＋＋ 0.252 ＋＋＋ 0.199 ＋＋＋
長時間労働の抑制 D低減 0.101 ＋＋＋ 0.104 ＋＋＋ 0.056 ＋

減低Dすや増を日休や暇休 0.289 ＋＋＋ 0.239 ＋＋＋ 0.232 ＋＋＋
従業員個々人の成果を処遇に反映させる 0.268 ＋＋＋ 0.254 ＋＋＋ 0.244 ＋＋＋
従業員個々人の能力を処遇に反映させる 0.068 0.068 0.109 ＋＋
評価結果とその理由を従業員に説明している 0.041 0.096 0.028

上向R実充の生厚利福 0.253 ＋＋＋ 0.296 ＋＋＋ 0.249 ＋＋＋
上向R供提の境環場職な適快 0.386 ＋＋＋ 0.341 ＋＋＋ 0.295 ＋＋＋

社員の家庭生活（育児・介護など）への配慮 D低減 0.036 0.077 0.024
心の健康(メンタルヘルス)に関する支援 D低減 -0.043 0.014 0.052
経営方針や経営戦略を従業員に明確に示す 0.071 0.091 0.031
従業員各自の仕事の意義や重要性について説明している R向上 -0.077 -0.001 -0.060

加増Vげ上い吸の見意の員業従どな度制案提 0.081 0.005 0.010
加増V映反に営経社会を見意の員業従 0.185 ＋＋ 0.191 ＋＋ 0.236 ＋＋＋

従業員本人の希望ができるだけ尊重される配置 0.178 ＋＋＋ 0.133 ＋＋ 0.045
仕事における従業員個々人の裁量性を拡大させる R向上 0.060 0.048 0.218 ＋＋＋

上向S、上向Rるすく良を係関間人の場職 0.501 ＋＋＋ 0.460 ＋＋＋ 0.445 ＋＋＋
加増V実充・置設の関機理処情苦 -0.138 -0.134 -0.149 ー

従業員の表彰・報奨 -0.166 ーーー -0.162 ーーー -0.156 ーーー
（注1）数値は係数。＋＋＋（ーーー）は1％水準、＋＋（ーー）は5％水準、＋（ーー）は10％水準で正（負に）に有意であることを示す。
   以下の図表も同様。
（注2）Dは「仕事の要求  ― 資源モデル」のうち要求を、Rは資源を指す。Ｖは発言機会、Sは心理的安全性を指し、取組がそれらにどう
   影響するかを示す。

私はいまの会社に愛
着を持っている

私はいまの会社の一
員であることを誇り

に思う

私はいまの会社に対
して忠誠心を感じて

いる

ਤද̑ɹਓࡐҭɾྗ։ൃ人材育成・能力開発
（％）

社長や経営幹部との情報交換などの機会を増やす 17.1
選抜研修や階層別研修を行う 10.0
経営状況も含めた会社全体の状況を把握させる 26.9
他社の人材など外部と積極的に交流させる 16.4
部下の指導役に据える 48.9
困難な仕事や重要な仕事を積極的に与える 35.4
その他 0.7

（注）無回答を除くベースの該当割合。無回答（各項目とも259）除く回答数は7,365
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ै業һΤϯήーδϝϯトのඃઆ明変3ࢦඪ

いͣれも取との૬関はྨࣅしている。5ˋਫ

४Ҏ্の༗ҙな૬関関をみると、「ۚなど

のॲ۰をアップする」、「ٳՋやٳ日を૿やす」、

「ै業һݸʑ人の成果をॲ۰にөさͤる」、「

རް生のॆ࣮」、「շదな৬場環境のఏڙ」、「ै

業һのҙݟを会社経営にө」、「৬場の人ؒ関

をྑくする」は3߲目すてとਖ਼の૬関を༗

する。「ؒ࣌࿑ಇの੍」、「ै業һ本人のر

ができるだけଚॏされるஔ」は「Ѫண」、「ތ

り」と、「ै業һݸʑ人のྗをॲ۰にөさ

ͤる」と、「事におけるै業һݸʑ人のྔࡋ

ੑを֦大さͤる」は「৺」とਖ਼に૬関する。

なかでも「৬場の人ؒ関をྑくする」、「շద

な৬場環境のఏڙ」のはが大きく、ै業

һが৬場に対して࣋つこれらの֮ײ的な要ૉが

ै業һΤϯήーδϝϯト্にॏ要な役割を果

たしていることをࣔす。

Ұ方、「ै業һの表জɾใ」はै業һΤϯ

ήーδϝϯトの3ࢦඪいͣれともෛの૬関関

に͋る。「ै業һݸʑ人の成果をॲ۰にөさ

ͤる」は3ࢦඪともਖ਼の૬関に͋り、ݸʑの成

果のਖ਼当にධՁすること自体はै業һΤϯήー

δϝϯト্に༗ޮと考えられるものの、༏れ

たධՁを৬場ϝϯόーにपさͤることに中小

企業ではै業һにײ߅がଘ在する。

ै業һΤϯήーδϝϯトを高めるために必要

な要ૉとの関࿈では、「要ٻ」をݮさͤる߲

目として「ؒ࣌࿑ಇの੍」、「ٳՋやٳ日を

૿やす」がै業һΤϯήーδϝϯトとਖ਼の૬関

が͋る。「ݯࢿ」の্では「རް生のॆ࣮」、

は大企業が26.9ˋ、中小企業10.0ˋと開きが͋る。中小企業でਖ਼の૬関がೝめられないことは、ϝϯλϧϔϧス支援を行ͬている中ࢪ࣮ 　10
　   小企業でそれ΄どޮ果がڍがͬていないՄੑをࣔࠦする。

「շదな৬場環境のఏڙ」、「৬場の人ؒ関を

ྑくする」が、「発ݴ機会の૿加」では「ै業

һのҙݟを会社経営にө」が、「৺ཧ的安全

ੑ」では「৬場の人ؒ関をྑくする」がਖ਼に

૬関する。ै業һΤϯήーδϝϯトとಛに૬関

が高い「৬場の人ؒ関をྑくする」は「ݯࢿ」

と「৺ཧ的安全ੑ」の্を通じ、「շదな৬

場環境のఏڙ」は「ݯࢿ」の্を通じ、高い

ै業һΤϯήーδϝϯトに関する。「ఏҊ੍

などै業һのҙݟのٵい্͛」は「発ݴ機

会の૿加」をもたらすと考えられるが૬関がೝ

められない。੍を༻ҙしても発ݴの૿加につ

ながͬていない場߹がଟいことは、ΠϯϑΥー

マϧな要ૉの必要ੑをࣔࠦする。

「要ٻ」をݮさͤる߲目でも「社һのՈఉ

生活（ҭࣇɾհޢなど）へのྀ」、「৺の݈߁

（ϝϯλϧϔϧス）に関する支援」が、「ݯࢿ」

を্さͤる߲目では「ै業һ各自の事のҙ

ٛやॏ要ੑについてઆ明している」、「事にお

けるै業һݸʑ人のੑྔࡋを֦大さͤる」が૬

関しない。「ఏҊ੍などै業һのҙݟのٵい

্͛」の݁果とซͤて考えると、企業の対応が

ޮ果を͛ڍるためにはϑΥーマϧな対応୯ಠで

はޭしにくい場߹が͋り、ΠϯϑΥーマϧな

要ૉの࡞༻もॏ要で͋るといえるだろう。

大企業（ै業һ300人Ҏ্）も中小企業と֓

Ͷಉ༷のをࣔしているが、中小企業で૬関

ੑのしい「ै業һݸʑ人のྗをॲ۰にө

さͤる」、「৺の݈߁（ϝϯλϧϔϧス）に関す

る支援
10

」でਖ਼の૬関がೝめられ、大企業では

これらの対応がै業һΤϯήーδϝϯト্に
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ޮ果が͋るようだ。このうͪ「ै業һݸʑ人の

ྗをॲ۰にөさͤる」が中小企業のै業

һにとͬて૬対的にडけೖれにくく、大企業で

डけೖれやすいをもつことは、ݱঢ়では中

小企業においてྗのようなఆੑ的ධՁはै業

һにとͬてײ߅がڧく
11

、成果のような目にݟ

えるج४を༻いるҎ外はॲ۰のฏੑを֬อ
12

する方がै業һΤϯήーδϝϯトを高めやすい

ことをࣔࠦする。

11　 ఆੑ的ධՁへのײ߅のഎܠにはධՁがዞҙ的になるڪれが͋ると考えられる。ዞҙੑをഉআするには؍٬的なධՁج४がཱ֬されている
　   必要が͋るが、中小企業は大企業にൺそのීٴがれているՄੑが͋ろう。
12　 中小企業でै業һΤϯήーδϝϯトとෛに༗ҙな૬関を࣋つ「ै業һの表জɾใ」が大企業では無૬関で͋ることも、中小企業ै業һの
　   ॲ۰のฏੑへのࢤのڧさをࣔすものと考えられる。
Ҏ্の中でも、55ؒ࣌50 　13 ～ ༰するڐఔまでの残業までؒ࣌はै業һΤϯήーδϝϯトがやや高めで͋り、ਖ਼社һのなかでि10ؒ࣌60
　   と、15 ～ Ҏ্はΤϯήーδϝϯトがく、ਖ਼社ؒ࣌される。ただ60؍になͬているとߏఔの残業に൱ఆ的でないのೋؒ࣌20
　   һҰൠにडけೖれいようだ。

ؒ࣌࿑ಇ੍やٳ日૿がै業һΤϯήー

δϝϯトとਖ਼の૬関を࣋つことと関࿈して、࿑

ಇؒ࣌ผにै業һΤϯήーδϝϯトの関をみ

ると（図表̓）、࿑ಇؒ࣌がい方が全ൠにै

業һΤϯήーδϝϯトが高い。そのなかで࿑ಇ

45ؒ࣌ ～ までは֓Ͷ高いਫ४がอたれؒ࣌50

るが、50ؒ࣌Ҏ্の࿑ಇؒ࣌ではै業һΤϯ

ήーδϝϯトがい。すなわͪ、ि10ؒ࣌ఔ

までの残業はΤϯήーδϝϯトにӨڹを༩え

ないが、それҎ্はマΠφスに࡞༻する
13

。

（注）3項目とも「そう思う」～「そう思わない」の5段階を「そう思う」100、「そう思わない」▲100で等間隔に
   ウエイト付けしてDI化した
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私はいまの会社に愛着を持っている 私はいまの会社の一員であることを誇りに思う
私はいまの会社に対して忠誠心を感じている

ਤද̓ɹि࿑ಇؒ࣌ผのਖ਼ࣾһのै業һΤϯήʔδϝϯτ（̙̞）

（̎）ΠϯϑΥʔϚϧͳཁૉͱのؔ

つ࣋にै業һΤϯήーδϝϯトと、企業が࣍

ΠϯϑΥーマϧな要ૉとの関について「ಇい

ている৬場のงғؾ」をઆ明変として分析し

た݁果をみる（図表̔）。̑ˋਫ४Ҏ্の༗ҙ

な૬関関をみると、「৬場内でॿけ߹うงғ

が͋ؾえるงғڭഐをޙが͋る」、「先ഐがؾ

る」、「ҭࣇやհޢなどと事のཱ྆がしやす
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Ұ方、「人һがいつも不足している」、「事

のできる人とできない人のࠩが大きい」、「ਖ਼社

һとಉ༷の事をするඇਖ਼社һがいる」は3߲

目すてとෛに૬関し、「৬場の人がそろう機

会がগない」は「ތり」とෛに૬関する。「

事のできる人とできない人のࠩが大きい」は人

それҎ外の2つは人һのྔ、ײの࣭的な不足ࡐ

的な不足ײにつながり、いͣれも人手不足をҙ

ຯする。ݱ在、人手不足は日本企業とりわけ中

小企業で෯く題となͬており、ྔ的ɾ࣭的

14　 ඇਖ਼社һがਖ਼社һとಉじ事をしていることは、ඇਖ਼社һのྗ໘からはその活༻が高いととることができる໘、ಉҰの事を行ͬて
　   いるにもかかわらͣۚ格ࠩがଘ在することにもなり、ۚਫ४が૬対的にいඇਖ਼社һଆからの不ຬが生じやすくなる。このことは৬場
　   の人ؒ環境をଛͶるڪれが͋ろう。
15　 「人һがいつも不足している」とそれҎ外のงғؾの߲目の૬関をみると、ෛの૬関が大きいのは「৬場内でॿけ߹うงғؾが͋る」（˛
　   0.143）で͋り、人手が不足するとॿけ߹うงғؾがଛなわれやすい。Ұ方、ਖ਼の૬関が大きいのは「事のできる人とできない人のࠩが大
　   きい」（ʴ0.143）で͋る。

な人手不足がै業һΤϯήーδϝϯトのݮୀに

݁
14

することは中小企業のΤϯήーδϝϯト

のߏ的なマΠφス要Ҽとなるڪれが͋る
15

。

ै業һΤϯήーδϝϯトを高めるために必要

な要ૉとの関࿈では、「要ٻ」をݮさͤる߲

目として「৬場内でॿけ߹うงғؾが͋る」、「৬

場内でޓいにڝ૪するงғؾが͋る」、「先ഐが

などޢやհࣇが͋る」、「ҭؾえるงғڭഐをޙ

と事のཱ྆がしやすい」、「্࢘やಉ྅などと

૬ஊしやすいงғؾが͋る」でਖ਼の૬関が͋り、

い」、「্࢘やಉ྅などと૬ஊしやすいงғؾが

͋る」、「社һಉ࢜の৬場外でのつき͋いが͋

る」、「ݚम会などの事のࣝやスΩϧを高め

る機会がଟい」は3߲目すてとਖ਼の૬関を༗

する。「৬場内でޓいにڝ૪するงғؾが͋る」

は「ތり」、「৺」と૬関する。このなかで

は「৬場内でॿけ߹うงғؾが͋る」のの

がಛに大きい。「্࢘やಉ྅などと૬ஊしや

すいงғؾが͋る」、「社һಉ࢜の৬場外でのつ

き͋いが͋る」と߹わͤ、ϑΥーマϧな対応で

みた「৬場の人ؒ関をྑくする」と関࿈がਂ

いとみられる要ૉがै業һΤϯήーδϝϯトの

高さとつながͬている。

ਤද̔ɹ৬場のงғؾͱै業һΤϯήʔδϝϯτͱの૬ؔ

EEに作用する
要素への影響

人員がいつも不足している -0.289 ーーー -0.289 ーーー -0.306 ーーー
減低Dるあが気囲雰う合け助で内場職 0.559 ＋＋＋ 0.527 ＋＋＋ 0.479 ＋＋＋

職場内で互いに競争する雰囲気がある D低減、R向上 0.123 ＋ 0.169 ＋＋ 0.225 ＋＋＋
減低Dるあが気囲雰るえ教を輩後が輩先 0.229 ＋＋＋ 0.257 ＋＋＋ 0.230 ＋＋＋

職場の人がそろう機会が少ない -0.017 -0.093 ーー -0.061
経験する仕事の順番がはっきりしている D低減 0.071 0.075 0.098 ＋
仕事のできる人とできない人の差が大きい -0.177 ーーー -0.219 ーーー -0.196 ーーー
育児や介護などと仕事の両立がしやすい D低減 0.165 ＋＋＋ 0.186 ＋＋＋ 0.116 ＋＋
女性正社員が男性正社員と同じように活躍している -0.005 0.065 -0.015
上司や同僚などと相談しやすい雰囲気がある D低減 0.294 ＋＋＋ 0.198 ＋＋＋ 0.219 ＋＋＋
社員同士の職場外でのつきあいがある R向上 0.253 ＋＋＋ 0.198 ＋＋＋ 0.131 ＋＋
正社員と同様の仕事をする非正社員がいる -0.170 ーーー -0.205 ーーー -0.253 ーーー
なるべく残業をしないという雰囲気がある D低減 0.016 -0.008 0.033
研修会などの仕事の知識やスキルを高める機会が多い R向上 0.252 ＋＋＋ 0.361 ＋＋＋ 0.270 ＋＋＋

私はいまの会社に
愛着を持っている

私はいまの会社の
一員であることを
誇りに思う

私はいまの会社に
対して忠誠心を感
じている
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૪するڝいにޓでは「৬場内で্の「ݯࢿ」

งғؾが͋る」、「社һಉ࢜の৬場外でのつき͋

いが͋る」、「ݚम会などの事のࣝやスΩϧ

を高める機会がଟい」が͋る。૬関するのは「要

、を通じたもので্の「ݯࢿ」とݮの「ٻ

なかでも「要ٻ」のݮが中৺で͋る。ただ、「経

事のॱ൪がはͬきりしている」、「なるするݧ

く残業をしないというงғؾが͋る」は「要

さͤると考えられるものの、ै業һݮを「ٻ

Τϯήーδϝϯトの্にはつながͬていな

い。

大企業における૬関をみると、中小企業で૬

関ੑのしい「経ݧする事のॱ൪がはͬきり

している」、「ঁੑਖ਼社һがஉੑਖ਼社һとಉじよ

うに活༂している」でਖ਼の૬関が͋り、「৬場

の人がそろう機会がগない」でෛの૬関が͋る。

「経ݧする事のॱ൪がはͬきりしている」が

大企業のみ૬関していることは、大企業ではロ

ーテーシϣϯのӡ༻が明֬でないとै業һにと

ͬてडけೖれにくいέースがଟいためと考えら

れる。また、「৬場の人がそろう機会がগない」

ことが大企業では題となりやすいことは、大

にอをྑײやҰ体ؾ৫で৬場のงғن

つことが༰қでないことをӐわͤる。このよう

にΠϯϑΥーマϧな要ૉに関しては、中小企業

は大企業よりै業һΤϯήーδϝϯトを高める

ためのϋーυϧはややいと考えられる。

शͱのؔ׳のϧʔϧ্ࣄ（̏）

ै業һΤϯήーδϝϯトと、事্のϧーϧ

や׳शとの関について、「事をするなかで

経ݧしたもの
16

」との関をみると（図表̕）、

16　 ै業һΤϯήーδϝϯトを高めるために必要な要ૉとの関࿈では「ݯࢿ」の্を通じたものと考えられる。

̑ˋਫ४Ҏ্の༗ҙな関として「会社のཧ೦

や業ऀの考え方をڭえられた」、「事を行う

্での৺ߏえをࣔされた」、「につけるき

ࣝやྗをࣔされた」、「事の෯を͛られ

た」、「事について૬ஊにͬてもらͬたりॿ

事や役割がࣔされすきࢦをうけた」、「目ݴ

た」、「今ޙの৬業人生について会社に૬ஊでき

た」は3߲目すてとਖ਼の૬関を༗する。「会

社の人ࡐҭ成方についてઆ明が͋ͬた」と「自

分自のڭҭ܇࿅ܭըを会社が࡞成した」は、

。び「৺」と૬関が͋ͬたٴ「りތ」

Ұ方、「業に関するマχϡアϧがされ

た」は3߲目いͣれともෛの૬関が͋ͬた。企

業が業マχϡアϧを੍࡞しै業һにする

ことは、҉を形式化することでそれ自体

に題が͋るとは考えにくい。ただ、ਖ਼の૬関

の͋る߲目にଟくݟられるようにޱ಄ίϛϡχ

έーシϣϯや৺ߏえのୡがධՁされているこ

とは、マχϡアϧをಡまͤることで事のスΩ

ϧをにணけさͤるにはݶքが͋ることをӐわ

ͤる。ै業һΤϯήーδϝϯトを্さͤるた

めには、マχϡアϧによる自शをޱ಄ίϛϡχ

έーシϣϯによるڭҭのҰ෦もしくは全体を代

ସさͤるものとして༻いることはޮ果的でない

と考えられる。たとえॆ࣮したマχϡアϧを༻

ҙしているとしても、ॆ࣮したޱ಄ίϛϡχέ

ーシϣϯ機会はܽかͤないだろう。

また、「事のやり方を࣮ࡍにͤݟてもらͬ

た」、「ஈ階的に高な事を割り振られた」、「と

にかく࣮ફさͤてもらい、経ݧさͤられた」など、

̤Ｊ̩にయ型的にみられる߲目の૬関ੑが૯じ

てしいことは、࣮ફを通じた事のशಘ機会
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Ұ通りの事をこなͤるようになͬたै業һ

に対して企業が࣮ࢪする人ࡐҭ成ɾྗ開発
17

と、「༏लなै業һが৬しない」こととの૬

関をプロϏット分析でみると（図表��）、「社

や経営װ෦との情ใަなどの機会を૿やす」、

「経営ঢ়گも含めた会社全体のঢ়گをѲさͤ

る」、「ଞ社の人ࡐなど外෦と積ۃ的にަྲྀさͤ

る」、「෦Լのࢦಋ役にਾえる」、「ࠔな事や

ॏ要な事を積ۃ的に༩える」が5ˋਫ४Ҏ্

でਖ਼の૬関が͋る。

17　 ߲目のଟくがنଇや੍にͮجく対応ではなく、׳शやϧーϧにҐஔͮけられると考えられることから本߲で৮れた。なお、σーλのग़所
　   は企業ௐࠪで͋り、ै業һنは全نを対とする。

Ұ方で「બൈݚमや階ผݚमを行う」は

無૬関で͋る。ݚमは企業において̤Ｊ̩、自

発とฒͿྗ開発手ஈで͋りଟくの中小企ܒݾ

業で活༻されているが、必ͣしもै業һΤϯή

ーδϝϯトの্にܨがͬていない。むしろ役

৬のൣᙝをえた対໘機会や事へのνϟϨϯ

δ機会、ࢦಋ経ݧの༩など、ݱ場でのӡ༻

Ϩϕϧでのྀにै業һΤϯήーδϝϯトを高

めるޮ果が͋る。ここでも੍的なҭ成手ஈの

උよりも、ΠϯϑΥーマϧなҭ成へのɾ

ྀがޮ果的で͋ることがࣔࠦされる。

も、それ୯ಠではै業һΤϯήーδϝϯトの

্にはे分でないことをҙຯすると考えられ

る。લड़の৺ߏえやྗの方ੑ、૬ஊ機会

のఏࣔといͬたଆ໘的ϑΥローがܽかͤない。

大企業での૬関では、中小企業と΄΅ಉ༷

な関ੑがೝめられる。

被説明変数

会社の理念や創業者の考え方を教えられた 0.202 ＋＋＋ 0.261 ＋＋＋ 0.239 ＋＋＋
仕事を行う上での心構えを示された 0.282 ＋＋＋ 0.332 ＋＋＋ 0.285 ＋＋＋
会社の人材育成方針について説明があった 0.079 0.182 ＋＋＋ 0.165 ＋＋＋
自分自身の教育訓練計画を会社が作成した 0.131 0.149 ＋＋ 0.134 ＋＋
身につけるべき知識や能力を示された 0.251 ＋＋＋ 0.212 ＋＋＋ 0.245 ＋＋＋
仕事のやり方を実際に見せてもらった 0.057 0.019 0.009
段階的に高度な仕事を割り振られた 0.003 0.001 -0.024
仕事の幅を広げられた 0.267 ＋＋＋ 0.226 ＋＋＋ 0.225 ＋＋＋
とにかく実践させてもらい、経験させられた 0.074 ＋ 0.008 -0.030
仕事を振り返る機会を与えられた 0.007 0.027 0.085
業務に関するマニュアルが配布された -0.109 ーー -0.121 ーー -0.223 ーーー
仕事について相談に乗ってもらったり助言をうけた 0.220 ＋＋＋ 0.163 ＋＋＋ 0.139 ＋＋＋
目指すべき仕事や役割が示された 0.274 ＋＋＋ 0.268 ＋＋＋ 0.273 ＋＋＋
専任の教育係を付けられた 0.011 0.103 -0.020
後輩の指導を任された 0.024 -0.088 ＋ -0.060
今後の職業人生について会社に相談できた 0.364 ＋＋＋ 0.476 ＋＋＋ 0.513 ＋＋＋
その他 -0.489 -0.261 -0.339

私はいまの会社に愛
着を持っている

私はいまの会社の一
員であることを誇り

に思う

私はいまの会社に対して
忠誠心を感じている

ਤද̕ɹ্ࣄのϧʔϧ׳शͱै業һΤϯήʔδϝϯτͱの૬ؔ
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「ಇきがい」はワークɾΤϯήーδϝϯトを

表する߲目で͋る。は各߲目のなかで最

も大きく、ै業һΤϯήーδϝϯトの高さとワ

ークɾΤϯήーδϝϯトの高さがີに関わͬ

ていることがݟて取れる。事との関わりとै

業һΤϯήーδϝϯトとの関については「

事内༰」が無૬関で、ݱ在の事へのຬ足

がै業һΤϯήーδϝϯトの高と関しない

Ұ方、「事に役ཱつྗやࣝをにつける

機会」、「ΩϟϦアのݟ通し」と૬関し、ै業һ

にとͬてظ的なΩϟϦアアップが৬場でՄ

とײじられるかどうかがॏ要で͋る。なお、「ऩ

ೖ」もै業һΤϯήーδϝϯトと૬関が͋り、

「ಇきがい」や事との関わりとはಠཱに、企

（̐）ब業ঢ়گのै業һのධՁͱのؔ

中小企業におけるै業һΤϯήーδϝϯト

と、ऩೖやಇきやすさなどै業һが企業におけ

るब業ঢ়گをどのようにධՁしているかとの関

についての自گについて、ै業һ自の「ঢ়

̑。ධՁ」をઆ明変としてみる（図表��）ݾ

ˋਫ४Ҏ্の༗ҙな૬関関をみると、「ऩೖ」、

「ಇきがい」、「ಇきやすさ」、「事に役ཱつ

ྗやࣝをにつける機会」、「ΩϟϦアのݟ通

し」は߲̏目すてとਖ਼に૬関する。「ޏ༻の

安ఆੑ」は「Ѫண」ٴび「ތり」と、「事্

の地Ґやݶݖ」は「Ѫண」とਖ਼に૬関する。「

事内༰」は߲̏目いͣれとも૬関しない。

ਤද10ɹਓࡐҭɾྗ։ൃͱ༏लͳै業һ͕৬͠ͳ͍͜ͱͱの૬ؔ（ϓϩϏοτੳ）

社長や経営幹部との情報交換などの機会を増やす 0.227 ＋＋＋
選抜研修や階層別研修を行う 0.023
経営状況も含めた会社全体の状況を把握させる 0.096 ＋＋
他社の人材など外部と積極的に交流させる 0.174 ＋＋＋
部下の指導役に据える 0.105 ＋＋＋
困難な仕事や重要な仕事を積極的に与える 0.241 ＋＋＋
その他 0.231

ਤද11ɹब業ঢ়گʹର͢Δै業һのࣗݾධՁ

収入 0.058 ＋＋＋ 0.149 ＋＋＋ 0.105 ＋＋＋
働きがい 0.413 ＋＋＋ 0.384 ＋＋＋ 0.351 ＋＋＋
働きやすさ 0.256 ＋＋＋ 0.139 ＋＋＋ 0.184 ＋＋＋
仕事内容 -0.014 0.017 -0.018
仕事上の地位や権限 0.064 ＋＋＋ 0.029 0.020
雇用の安定性 0.050 ＋＋ 0.045 ＋＋ 0.013
仕事に役立つ能力や知識を身につける機会 0.101 ＋＋＋ 0.130 ＋＋＋ 0.143 ＋＋＋
キャリアの見通し 0.145 ＋＋＋ 0.181 ＋＋＋ 0.205 ＋＋＋

私はいまの会社に
愛着を持っている

私はいまの会社の
一員であることを
誇りに思う

私はいまの会社に
対して忠誠心を感
じている
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��2ɹϫʔΫɾΤϯήʔδϝϯτͱのؔ

લ掲図表��の通りै業һΤϯήーδϝϯトと

「ಇきがい」にはີな関࿈ੑがೝめられる。

このことは、ै業һΤϯήーδϝϯトとワークɾ

Τϯήーδϝϯトがผݸに্をਤる必要はな

く、ڞ通した方ࡦにより྆ऀを্さͤられる

ことをҙຯしよう。そこで、「ಇきがい」をඃ

આ明変としてワークɾΤϯήーδϝϯトがど

のような要ૉと関࿈するかをみていく。

（̍）ΠϯϑΥʔϚϧͳཁૉͱのؔ

৬場のงғؾとの関をみると（図表��）、「৬

場内でॿけ߹うงғؾが͋る」、「先ഐがޙഐを

事などとޢやհࣇが͋る」、「ҭؾえるงғڭ

のཱ྆がしやすい」、「্࢘やಉ྅などと૬ஊし

やすいงғؾが͋る」、「社һಉ࢜の৬場外での

つき͋いが͋る」、「ݚम会などの事のࣝや

スΩϧを高める機会がଟい」が1ˋਫ४でਖ਼に

૬関する。「人һがいつも不足している」、「

業がۚમ໘でै業һのຬ足を高めるྗは

必要で͋る。「事্の地Ґやݶݖ」は「Ѫண」

とのみ૬関し、中小企業においてはै業һΤϯ

ήーδϝϯトの্との関࿈ੑはൺֱ的ബい。

中小企業のै業һΤϯήーδϝϯトが「事

内༰」にࠨӈされないことは、৬छผのΤϯή

ーδϝϯトにࠩは࣮ݱに͋るものの、中小企業

ではै業һΤϯήーδϝϯトࡦ্をීว的に

ਪਐする༨地が大きいことをҙຯする。ޙड़の

通り大企業では「事内༰」がਖ਼に૬関するた

め、中小企業はൺֱ的ै業һΤϯήーδϝϯト

を高めやすいことをҙຯしよう。ただ、͋るఔ

ै業һنが大きくなれば「事内༰」を考

ྀしたΤϯήーδϝϯトࡦ্を講じる必要が

ग़てくることにཹҙする必要が͋る。

大企業においても֓Ͷಉ༷のをࣔしてい

るが、中小企業とҟなる点として、「事内༰」

との૬関がڧいҰ方、「事্の地Ґやݶݖ」

とは૬関しないことが͛ڍられる。また、「ޏ

༻の安ఆੑ」とは「ތり」のみ૬関する。

しやすشはそれを発「ݶݖ事্の地Ґや」

いのはཧ৬と考えられる。図表��の通り、৬

Ґผではཧ৬のै業һΤϯήーδϝϯトが最

も高い。Ұൠに中小企業でཧ৬の割߹は高く

、গでないことからر大企業΄ど、（（2023）ޱߐ）

高いΤϯήーδϝϯトにつながりやすいと考え

られる。Ұ方、中小企業の「ޏ༻の安ఆੑ」は

ྼるとみられる、ޏ༻の安ఆは大企業では所༩

の݅とみなされがͪで͋るが、ै業һがै業

һΤϯήーδϝϯトのプϥスࡐ料としてଊえる

߹いが高くなると考えられる。

部長担当職
以上

課長相当職
係長、主任、
職長担当職

役職は特に
なし

私はいまの会社に愛着を持っている 30.9 9.5 5.7 -4.3
私はいまの会社の一員であることを誇りに思う 24.2 5.8 2.1 -8.1
私はいまの会社に対して忠誠心を感じている 21.5 3.3 -0.7 -13.4
（注）3項目とも「そう思う」～「そう思わない」の5段階を「そう思う」100、「そう思わない」▲100で等間隔に
   ウエイト付けしてDI化した

ਤද12ɹ৬Ґผのै業һΤϯήʔδϝϯτ（中小企業ɺ̙̞）
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शͱのؔ׳のϧʔϧ্ࣄ（̎）

をみとの関शとの関׳事্のϧーϧや

ると（図表��）、「会社のཧ೦や業ऀの考え方

をڭえられた」、「事を行う্での৺ߏえをࣔ

された」、「につけるきࣝやྗをࣔされ

た」、「事の෯を͛られた」、「事について

૬ஊにͬてもらͬたりॿݴをうけた」、「目ࢦ

すき事や役割がࣔされた」が1ˋਫ४で、

「自分自のڭҭ܇࿅ܭըを会社が࡞成した」、

と」、「てもらͬたͤݟにࡍ事のやり方を࣮」

にかく࣮ફさͤてもらい、経ݧさͤられた」、「今

の৬業人生について会社に૬ஊできた」が5ޙ

ˋਫ४でਖ਼に૬関する。ここでもै業һΤϯή

ーδϝϯトと΄΅ಉ༷の関ੑがೝめられる。

ै業һΤϯήーδϝϯトとのҧいは「とにかく

࣮ફさͤてもらい、経ݧさͤられた」が૬関し

事のできる人とできない人のࠩが大きい」、「ਖ਼

社һとಉ༷の事をするඇਖ਼社һがいる」は1

ˋਫ४もしくは5ˋਫ४でෛに૬関する。৬場

のงғؾの要ૉとの関ੑはै業һΤϯήーδ

ϝϯトとಉじで、「৬場内でॿけ߹うงғؾが

͋る」との関がಛにڧい点もಉ༷で͋る。

大企業における৬場のงғؾとの関をみる

と、中小企業とҟなるのは「৬場内でޓいにڝ

૪するงғؾが͋る」、「経ݧする事のॱ൪が

はͬきりしている」、「ঁੑਖ਼社һがஉੑਖ਼社һ

とಉじように活༂している」がਖ਼に༗ҙに、「৬

場の人がそろう機会がগない」がෛに༗ҙ（い

ͣれも5ˋਫ४Ҏ্）に૬関していることで͋

る。Ұ方、中小企業でෛに૬関する「ਖ਼社һと

ಉ༷の事をするඇਖ਼社һがいる」は大企業

では無૬関で͋る。プϥスに࡞༻する߲目は中

小企業の方がগない。

ਤද1�ɹ৬場のงғؾͱϫʔΫɾΤϯήʔδϝϯτͱの૬ؔ

人員がいつも不足している -0.204 ーーー
職場内で助け合う雰囲気がある 0.350 ＋＋＋
職場内で互いに競争する雰囲気がある 0.084
先輩が後輩を教える雰囲気がある 0.170 ＋＋＋
職場の人がそろう機会が少ない -0.012
経験する仕事の順番がはっきりしている 0.080
仕事のできる人とできない人の差が大きい -0.096 ーーー
育児や介護などと仕事の両立がしやすい 0.149 ＋＋＋
女性正社員が男性正社員と同じように活躍している 0.026
上司や同僚などと相談しやすい雰囲気がある 0.188 ＋＋＋
社員同士の職場外でのつきあいがある 0.116 ＋＋＋
正社員と同様の仕事をする非正社員がいる -0.075 ーー
なるべく残業をしないという雰囲気がある 0.019
研修会などの仕事の知識やスキルを高める機会が多い 0.170 ＋＋＋
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ていること、「業に関するマχϡアϧが

された」がෛの૬関をͬ࣋ていないことで͋る。

લ掲のとおりワークɾΤϯήーδϝϯトをڧ化

するに͋たͬては、事への関৺とઓをऒى

すること、ྗɾスΩϧを要すること、自ੑ、

λスクの明֬化、λスクのॏ要ੑがॏ要とされ

るが、「とにかく࣮ફさͤてもらい、経ݧさͤ

られた」が૬関を࣋つことは、事へのઓҙ

ཉのऒىに༗ޮで͋ると考えられる
18

。ただ、

ै業һΤϯήーδϝϯトとは૬関しないため、

ै業һΤϯήーδϝϯトへのӨڹを考ྀして行

18　 なお、中小企業では「とにかく࣮ફさͤてもらい、経ݧさͤられた」が֘当する企業では「৬場内でॿけ߹うงғؾが͋る」割߹が48.4ˋ
　   に対し、ඇ֘当企業では28.6ˋで͋る。ಉ༷に「先ഐがޙഐをڭえるงғؾが͋る」の割߹は֘当企業で33.5ˋ、ඇ֘当企業で13.7ˋと、
　   いͣれも20ˋϙΠϯトఔの開きが͋る。ॿけ߹いやڭえ͋うงғؾなどै業һΤϯήーδϝϯトを高める要ૉがഎޙで࡞༻していると考
　   えられる。

う必要が͋ろう。

大企業の৬場のงғؾとの関をみると、中

小企業では૬関ੑのない「会社の人ࡐҭ成方

についてઆ明が͋ͬた」にਖ਼の૬関が͋る。

Ұ方、中小企業でਖ਼の૬関が͋る「自分自の

事のやり」、「成した࡞ըを会社がܭ࿅܇ҭڭ

方を࣮ࡍにͤݟてもらͬた」、「とにかく࣮ફさ

ͤてもらい、経ݧさͤられた」は大企業で૬関

がない。事へのઓをऒىする手๏は中小

企業にݶりワークɾΤϯήーδϝϯト্に༗

ޮで͋ることをӐわͤる݁果となͬている。

会社の理念や創業者の考え方を教えられた 0.159 ＋＋＋
仕事を行う上での心構えを示された 0.128 ＋＋＋
会社の人材育成方針について説明があった 0.058
自分自身の教育訓練計画を会社が作成した 0.112 ＋＋
身につけるべき知識や能力を示された 0.152 ＋＋＋
仕事のやり方を実際に見せてもらった 0.065 ＋＋
段階的に高度な仕事を割り振られた -0.045
仕事の幅を広げられた 0.155 ＋＋＋
とにかく実践させてもらい、経験させられた 0.062 ＋＋
仕事を振り返る機会を与えられた -0.056
業務に関するマニュアルが配布された -0.050
仕事について相談に乗ってもらったり助言をうけた 0.176 ＋＋＋
目指すべき仕事や役割が示された 0.145 ＋＋＋
専任の教育係を付けられた 0.044
後輩の指導を任された -0.019
今後の職業人生について会社に相談できた 0.199 ＋＋
その他 -0.385

ਤද1�ɹ্ࣄのϧʔϧ׳शͱのؔͱの૬ؔ
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̐ɽ·ͱΊ

ҎԼでは、まͣ分析݁果からどのような要ૉ

が中小企業のै業һΤϯήーδϝϯトɾワークɾ

Τϯήーδϝϯトと関するかを要する。そ

のうえで中小企業のΤϯήーδϝϯト্に

けたΠϯプϦέーシϣϯについて考える。さら

に分析্残された課題についてड़る。

��1ɹੳ݁Ռのཁ

（1）ै業һΤϯήʔδϝϯτ

ᶃ企業のϑΥʔϚϧͳରԠ

ɾ人ؒ関や৬場環境など、ै業һが৬場に

対して࣋つ֮ײ的な要ૉがै業һΤϯήー

δϝϯトにॏ要な役割を果たしている。

ɾ企業の対応がޮ果を͛ڍるためにはϑΥー

マϧな対応୯ಠではޭしにくい場߹が͋

り、人ؒ関ΠϯϑΥーマϧな要ૉの࡞

༻もॏ要で͋る。

ɾ表জなど༏れたධՁをै業һにपさͤる

ことに中小企業のै業һはײ߅が͋り、

ޮ果はڍがりにくい。

ɾ大企業とのൺֱでは、中小企業においてఆ

ੑ的ධՁج४がै業һにೃછみにくく、成

果のような目にݟえるج४を༻いるҎ外は

ॲ۰のฏੑを֬อする方が高いै業һ

Τϯήーδϝϯトに݁びきやすい。

ᶄ企業͕ͭ࣋ΠϯϑΥʔϚϧͳཁૉ

ɾ৬場の人ؒ関がྑいことがै業һΤϯή

ーδϝϯトの高さと関する。Ұ方、ྔ的ɾ

࣭的な人手不足はै業һΤϯήーδϝϯト

のݮୀに݁する。

ɾ大企業とのൺֱでは、ΠϯϑΥーマϧな要

ૉに関して、中小企業は大企業よりै業һ

Τϯήーδϝϯトを高める方に࡞༻する

場߹がଟい。

ᶅ্ࣄのϧʔϧ׳श

ɾޱ಄ίϛϡχέーシϣϯや৺ߏえのୡは

ै業һΤϯήーδϝϯトの高さと関する。

ɾマχϡアϧはै業һΤϯήーδϝϯト

とෛに૬関し、ίϛϡχέーシϣϯと

み߹わͤたӡ༻がましい。

ɾ࣮ફを通じた事のशಘ機会はै業һΤϯ

ήーδϝϯトの্との関がしく、લ

ड़の৺ߏえやྗの方ੑ、૬ஊ機会の

ఏࣔといͬたଆ໘的ϑΥローがܽかͤない。

ɾ੍的なҭ成手ஈで͋るݚमは必ͣしもै

業һΤϯήーδϝϯトの্にܨがらない

Ұ方、対໘機会や事へのνϟϨϯδ機会、

場でのӡ༻Ϩϕϧݱ、の༩などݧಋ経ࢦ

でのྀにはै業һΤϯήーδϝϯトを高

めるޮ果が͋る。

ɾ大企業とのൺֱでは、΄΅ಉ༷の関ੑを

。つ࣋

ᶆब業ঢ়گのै業һのධՁ

（2）ϫʔΫɾΤϯήʔδϝϯτ

ᶃΠϯϑΥʔϚϧͳཁૉ

ɾै業һΤϯήーδϝϯトと΄΅ಉ༷の関

ੑを࣋つ。

ɾ大企業とのൺֱではプϥスに࡞༻する要ૉ、

マΠφスに࡞༻する要ૉとも大企業よりগ

ない。
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ᶄ্ࣄのϧʔϧ׳श

ɾै業һΤϯήーδϝϯトと΄΅ಉ༷の関

ੑがೝめられる。ୠし、とにかく࣮ફさͤ

ることでも関ੑがଘ在する。

ɾとにかく࣮ફさͤることとのプϥスの関

ੑは中小企業のみで当てはまる。

従業員エンゲージメント ワーク・エンゲージメント

会社で実施されている取組み
感覚的な要素への働きか
けとの相関大。表彰制度
は相関しない

職場の雰囲気
人間関係で相関大。人手
不足とは負の相関

人間関係で相関大。人手不
足とは負の相関

仕事上のルールや慣習

口頭コミュニケーション
を伴うルール・慣習との
相関大

口頭コミュニケーションと
の相関が大きいが、仕事へ
の挑戦意欲の惹起も相関す
る

人材育成・能力開発
現場の運用レベルでの配
慮との相関大。研修とは
相関せず

就業状況に対する従業員の自己評価 働きがいとの相関大

ਤද15ɹΤϯήʔδϝϯτのੳʹؔ͢Δཁ（中小企業）

従業員エンゲージメント ワーク・エンゲージメント

会社で実施されている取組み
中小企業より定性的評価
への従業員の抵抗感が小
さい

職場の雰囲気
中小企業より従業員エン
ゲージメントを高める
ハードルがやや高い

中小企業よりプラス・マイ
ナスとも作用する度合いが
大きい

仕事上のルールや慣習

中小企業とほぼ同様 中小企業と異なり、仕事へ
の挑戦意欲の惹起（とにか
くやらせる等）が相関しに
くい

人材育成・能力開発

就業状況に対する従業員の自己評価
中小企業に比べ仕事内容
に左右されやすい

ਤද̎ɹେ企業のΤϯήʔδϝϯτのੳʹؔ͢Δཁ（中小企業ͱのൺֱ）ߟࢀ
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��2ɹ中小企業のΤϯήʔδϝϯτʹ্

͚ͨΠϯϓϦέʔγϣϯ

（1）৬場のงғؾɾਓؒؔΠϯϑΥʔϚ

ϧͳཁૉ͕

分析では中小企業のϑΥーマϧな対応୯ಠ

ではޭしにくい場߹が͋ることがࣔされた。

このことはΠϯϑΥーマϧな要ૉ、ಛに৬場の

งғؾや人ؒ関がどのఔプϥスに࡞༻する

かがϑΥーマϧな対応の成൱をࠨӈすることを

ҙຯする。৬場のงғؾや人ؒ関はΤϯήー

δϝϯトのといͬてもࠩし支えないだろ

う。

1.3でड़た「ै業һによる発ݴ機会」、「৺

ཧ的安全ੑ」はそれらをڧ化する手ஈとなりう

るが、ओに役৬や年࣍、経ݧといͬたλテの関

活ੑ化に༗ޮݴにおいてԼҐに͋るऀの発

なもので͋ろう。ただ、このことはै業һಉ࢜

のϤίの関ੑを円にすることを無݅にଅ

ਐするものではなく、Ϥίの関ੑへのྀも

必要で͋る。このことで企業がに関༩でき

ることはݸ人ಉ࢜の関ੑに౿み込むことにな

るためݶられようが、࣍の（2）にड़ること

を࣮行することでؒ的にޮ果を͛ڍることが

。できるظ

（2）ਓखෆのϚΠφεޮՌΛ͢ݮΔΠϯ

ϑΥʔϚϧͳରԠ

લ掲の通り、人手不足はॿけ߹いや૬ஊな

どをするงғؾとෛに૬関する。このことは、

৬場でܽһがଘ在するঢ়ଶではै業һ各自に

ಉ྅をॿけたりڭえたりする৺の「༨༟」がଛ

19　「要ٻ」「ݯࢿ」については1.3ࢀর。
20　ҭ成の੍的対応の΄か、3.1（3）で৮れた、事の役割をえた高なঢ়گஅや対໘の機会をઃけ「場を౿まͤる」ような対応も含
　  まれる。

なわれることをࣔすと考えられる。

企業ଆの対ࡦとしては、ܽһをॆ足する、

事の「要ٻ」（事のෛ୲）のݮ、もしくは「ࢿ

ڧの૿（ෛ୲への対応ྗ）「ݯ
19

が考えられる。

企業は͝く小نなものをআきج本的に階

৫で͋り、役割分୲とϑΥローについて形式的

には対応をඋしているとみられる。ただ、こ

れらは人手不足のঢ়گでは機しにくくなるڪ

れが͋り、ൟなै業һのෛ୲をఔに応じॊ

ೈにݮさͤるΠϯϑΥーマϧなみが機

するかが題となろう。۩体的には事の「要

ݟをੑ事の関人とݸ、においてݮの「ٻ

かい対応が༗ޮと考えられる。こࡉめた目ۃ

こでは事を割り振るଆのྔࡋというΠϯϑΥ

ーマϧな対応ྗが成൱をࠨӈしよう。「ݯࢿ」

ではݸ人の「ݯࢿ」についてはۈؒ࣌のཧ

やٳՋ੍などϑΥーマϧな対応が中৺となる

が、ෛ୲への対応ྗなどྗ開発໘ではϑΥ

ーマϧɾΠϯϑΥーマϧ྆໘での対応
20

が必要

となろう。

（�）ै業һΤϯήʔδϝϯτͱϫʔΫɾΤϯ

ήʔδϝϯτのҰମతͳ্

RoCertson�4NJth ˍ .BrkwJDkのओுに関࿈

しては、本߲と߲࣍の2点がࢦఠできる。Ұつ

は3.1（4）によりै業һΤϯήーδϝϯトとワ

ークɾΤϯήーδϝϯトのີな関ੑがӐえ

ることから、中小企業が2つのΤϯήーδϝϯ

トをҰ体としてٴすることにより、Τϯήー

δϝϯトのޮ果を͛ڍることがظできるとい

うことで͋る。
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（�）৬छʹΑΔΤϯήʔδϝϯτਫ४のҧ͍

Λҙࣝͨ͠ରԠΛऔΔ͜ͱ

RoCertson�4NJth ˍ .BrkwJDkのࢦఠに関࿈

するೋつめは、ै業һΤϯήーδϝϯトの્

要Ҽとなる（ϋ）ؒظ෮型、（χ）ストϨ

スෛՙの高い事、（へ）ؒ࣌ɾܜٳなしの

により、৬छผにै業һΤϯ（রࢀ1.2）事

ήーδϝϯトとワークɾΤϯήーδϝϯトの高

にࠩが生じることへの対応の必要ੑで͋る
21

。

大企業とҟなり中小企業では事の内༰とै業

һΤϯήーδϝϯトの૬関ੑはしいが、͋る

ఔのنになればҟなる৬छにै事するै

業һを๊えるέースがଟくなり、Τϯήーδϝ

ϯトの高が題化するՄੑが高くなる。そ

のような場߹、全৬छڞ通のΤϯήーδϝϯト

を講じるこࡦをਤるよりも৬छに応じた方্

とがましい。

���ɹࠓ後の՝

本ߘはै業һٴび企業のݸථσーλを༻い

たఆྔ的な分析によるもので͋り、4.2でड़

21　 ৬छຖの高ࠩは̎ষ（ࢀ考）ࢀর。

たΠϯプϦέーシϣϯに関࿈して、ݱ場でのޮ

果的なの͋り方についてはٴݴできなかͬ

た。۩体的には、

ɾै業һಉ࢜のϤίの関ੑを円にするこ

とに৫としてޮ果的な関༩の方はԿか

ɾ事を割り振るଆのྔࡋというΠϯϑΥー

マϧな対応ྗは、੍的な要ૉよりも各

ཧ৬のݸʑのྗに帰ணͤ͟るをಘな

い。ཧ৬のྗのݸ人ࠩをどう解ফする

か

ɾ事のෛ୲へのϝϯλϧな対応ྗ্に

企業が行いうることでޮ果的なものはԿか

ɾ৬छのҧいによるΤϯήーδϝϯトの高

ࠩに応じた対応を行うにࡍし、৬छຖに対

ཱが生じないようにެฏײを֬อするには

どのようなやり方がޮ果的か

といͬた事߲で͋る。これらは企業経営ऀや

人事୲当ऀ、ै業һへのݸผのௐࠪにより明ら

かにすることがద当と考えられ、企業へのݸ

ผのώアϦϯά事例の積と分析の機会をผ్

。したい౼ݕ
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େ企業ʹ͓͚Δै業һΤϯήʔδϝ（ߟࢀ）

ϯτɺϫʔΫɾΤϯήʔδϝϯτͱ

のؔ

ै業һΤϯήʔδϝϯτ

ϫʔΫɾΤϯήʔδϝϯτ
職場の雰囲気

ーーーるいてし足不もついが員人
＋＋＋るあが気囲雰う合け助で内場職

職場内で互いに競争する雰囲気がある ＋＋＋
＋＋＋るあが気囲雰るえ教を輩後が輩先
ーーーいな少が会機うろそが人の場職

経験する仕事の順番がはっきりしている ＋＋
仕事のできる人とできない人の差が大きい ーーー
育児や介護などと仕事の両立がしやすい ＋
女性正社員が男性正社員と同じように活躍している ＋＋
上司や同僚などと相談しやすい雰囲気がある ＋＋＋
社員同士の職場外でのつきあいがある
正社員と同様の仕事をする非正社員がいる
なるべく残業をしないという雰囲気がある
研修会などの仕事の知識やスキルを高める機会が多い ＋＋＋

仕事上のルールや慣習

会社の理念や創業者の考え方を教えられた ＋＋＋
仕事を行う上での心構えを示された ＋＋＋
会社の人材育成方針について説明があった ＋＋＋
自分自身の教育訓練計画を会社が作成した
身につけるべき知識や能力を示された ＋＋
仕事のやり方を実際に見せてもらった
段階的に高度な仕事を割り振られた

＋＋＋たれらげ広を幅の事仕
とにかく実践させてもらい、経験させられた
仕事を振り返る機会を与えられた
業務に関するマニュアルが配布された ー
仕事について相談に乗ってもらったり助言をうけた ＋＋＋
目指すべき仕事や役割が示された ＋＋＋
専任の教育係を付けられた
後輩の指導を任された
今後の職業人生について会社に相談できた ＋＋
その他

会社で実施されている取組み

＋＋＋＋＋＋＋＋＋るすプッアを遇処のどな金賃
長時間労働の抑制 ＋＋＋ ＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋すや増を日休や暇休
従業員個々人の成果を処遇に反映させる ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋
従業員個々人の能力を処遇に反映させる ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋
評価結果とその理由を従業員に説明している ＋ ＋ ＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋実充の生厚利福
＋＋＋＋＋＋＋＋＋供提の境環場職な適快

社員の家庭生活（育児・介護など）への配慮
心の健康(メンタルヘルス)に関する支援 ＋＋ ＋＋＋ ＋
経営方針や経営戦略を従業員に明確に示す
従業員各自の仕事の意義や重要性について説明している
提案制度など従業員の意見の吸い上げ

＋映反に営経社会を見意の員業従
従業員本人の希望ができるだけ尊重される配置 ＋＋＋ ＋＋
仕事における従業員個々人の裁量性を拡大させる ＋＋ ＋＋＋ ＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋るすく良を係関間人の場職
ーーーーーーー実充・置設の関機理処情苦

従業員の表彰・報奨

私はいまの会社
に愛着を持って

いる

私はいまの会社
の一員であるこ
とを誇りに思う

私はいまの会社
に対して忠誠心
を感じている

職場の雰囲気

ーーーーーーーーーるいてし足不もついが員人
＋＋＋＋＋＋＋＋＋るあが気囲雰う合け助で内場職

職場内で互いに競争する雰囲気がある ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
＋＋＋＋＋＋るあが気囲雰るえ教を輩後が輩先

ーーーーーーーーーいな少が会機うろそが人の場職
経験する仕事の順番がはっきりしている ＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
仕事のできる人とできない人の差が大きい ーーー ーーー ーーー
育児や介護などと仕事の両立がしやすい ＋ ＋
女性正社員が男性正社員と同じように活躍している ＋＋＋ ＋＋＋
上司や同僚などと相談しやすい雰囲気がある ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
社員同士の職場外でのつきあいがある ＋＋＋ ＋＋ ＋
正社員と同様の仕事をする非正社員がいる ー ーーー ーーー
なるべく残業をしないという雰囲気がある
研修会などの仕事の知識やスキルを高める機会が多い ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋

私はいまの会社
に愛着を持って
いる

私はいまの会社
の一員であるこ
とを誇りに思う

私はいまの会社
に対して忠誠心
を感じている

仕事上のルールや慣習

被説明変数

会社の理念や創業者の考え方を教えられた ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
仕事を行う上での心構えを示された ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
会社の人材育成方針について説明があった ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
自分自身の教育訓練計画を会社が作成した ＋＋ ＋＋＋ ＋＋
身につけるべき知識や能力を示された ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋

ーーーたっらもてせ見に際実を方りやの事仕
段階的に高度な仕事を割り振られた

＋＋＋＋＋＋＋＋＋たれらげ広を幅の事仕
ーーたれらせさ験経、いらもてせさ践実くかにと

＋＋たれらえ与を会機る返り振を事仕
業務に関するマニュアルが配布された ー ーーー ーーー
仕事について相談に乗ってもらったり助言をうけた ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋たれさ示が割役や事仕きべす指目
専任の教育係を付けられた

ーたれさ任を導指の輩後
今後の職業人生について会社に相談できた ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
その他

私はいまの会社
に愛着を持って

いる

私はいまの会社
の一員であるこ
とを誇りに思う

私はいまの会社に
対して忠誠心を感
じている

人材育成・能力開発（プロビット分析）

社長や経営幹部との情報交換などの機会を増やす 0.227 ＋＋＋
320.0う行を修研別層階や修研抜選

経営状況も含めた会社全体の状況を把握させる 0.096 ＋＋
他社の人材など外部と積極的に交流させる 0.174 ＋＋＋

＋＋＋501.0るえ据に役導指の下部
困難な仕事や重要な仕事を積極的に与える 0.241 ＋＋＋

132.0他のそ

就業状況に対する従業員の自己評価

＋＋＋501.0＋＋＋941.0＋＋＋850.0入収
＋＋＋153.0＋＋＋483.0＋＋＋314.0いがき働
＋＋＋481.0＋＋＋931.0＋＋＋652.0さすやき働

810.0-710.0410.0-容内事仕
020.0920.0＋＋＋460.0限権や位地の上事仕
310.0＋＋540.0＋＋050.0性定安の用雇

仕事に役立つ能力や知識を身につける機会 0.101 ＋＋＋ 0.130 ＋＋＋ 0.143 ＋＋＋
＋＋＋502.0＋＋＋181.0＋＋＋541.0し通見のアリャキ

私はいまの会社に
愛着を持っている

私はいまの会社の
一員であることを
誇りに思う

私はいまの会社に
対して忠誠心を感
じている
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ޱߐ政（2023）「中小企業の৫ӡ営ɾ人事政ࡦと
企業業との関࿈」h ۚ༥ʱ第73巻（第7号）、
pp33�54、૯߹ڀݚ所

橋場ढ़ల（2022）「զが国のै業һΤϯήーδϝϯト
に関するҰ試論ʕ൷的ݟ解を含むࣔࠦ的所論を
手がかりにʕ」h ໊論ʱ2022年3月号、pp111�
135

 .JDhBeM ArNstronH A )BnECook oG )VNBn 
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Gor LeBrnJnH *nnoWBtJon BnE (rowth 8JMeZ2019
野ஐࢠ༁ʰڪれのない৫ʕ「৺ཧ的安全ੑ」
がֶशɾΠϊϕーシϣϯɾ成をもたらすʱӳ治ग़൛ɼ
2021 年
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ENpMoZee EnHBHeNentA reWJew oG DVrrent 
thJnkJnH *nstJtVte Gor ENpMoZNent 4tVEJes 2009

ʲߟࢀ文ݙʳ
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　ฐ社は、業明治3年（1870年） 、ݱ在はຯɾে༉ɾௐຯ料加のൢചを行ͬて

いる会社です。ଏにৢ業とݴわれる業छです。業当࣌は、ຯɾে༉ɾਗ਼ञɾ৯ਣɾমய

そのଞࠄ取ѻいを生業にしていたとฉいております。かつて࣌ށߐ代は、ࠄを取りѻう

人で、ޙにࡵຎൡのޚ༻人となり、人で͋りながら「໊ࣈଳ」をڐされました。࣌ށߐ代、

分੍は「࢜」で人の分はҰ൪かͬたのですが、ޚ༻人になると࢜として

ѻわれたようです。ࢲは6代目で、ݱ社は7代目になります。ଟ分ࣛࣇౡの企業の中でも

い歴史を༗している会社のҰつです。最近発ݟされたจهݙをݟると1870年Ҏલの生業で

͋ることが֬ೝできます。ฐ社の業年月日はొهのない࣌代ですから1870年Ҏલに自વ発

生的にىこͬた会社で͋るとࢥいます。ৢ に必要な原ࡐ料（ࠄྨ）を取りѻͬていた関で、

෭業として発生した生業がݱ在にまでͬࢸている༁です。ܚ応3年（1867年）の「ҡ新ۈࠤ

Ԧ史」には࠽୩കଠ（ࡔ本ཾഅ）をआりओとして、ࠤൡがϥΠϑϧॐߪೖௐୡۚࢿとして

藤安ࠨتӴ（3代目）より5ઍ྆をआりडけたというهが͋ります。このϥΠϑϧॐはܚ応

4年（1868年）ௗӋɾ෬ݟのઓい（چນ܉と新政܉とのઓい）で༻されたものではない

かとࢥわれます。明治4年（1971年）ࡵຎൡ国産会社としてࣛࣇౡのおをऩめていたという

史࣮が「ࣛࣇౡࢢ史」にه載されています。ଞにもೆの役ɾ第ඦࣣۜे࢛行（ࣇࣛݱౡۜ行）

との関わり、๏会ٞ所（ࣇࣛݱౡ会ٞ所）ઃཱ発ى人、新ฉ事業（ݱೆ日本新ฉ）、

明治から大ਖ਼まで地ݩ৩産事業にݙߩしたことがӐわれます。今ࢥうとこのような目ま͙るし

い明治ҡ新、大ਖ਼σϞクϥシーɾੈք߄ڪɾ先の大ઓというݫしい࣌代をりӽえ、150年Ҏ

্いを続けることがग़དྷたことは、ਖ਼にحだとࢥいます。ڪらく当社においてৢ業はओ

たる事業ではなく෭業としてଘ在していたのではないかとࢥいます。Ұ࿈の当Ոとしての事業

をݟると、࣌代の要で関わͬた事業もଟく事業αΠクϧをऴえたものがいくつも͋ͬたとਪ

うのでしΐうか。そういうҙຯではৢ業は、大きな変ݴします。まさしく事業ྲྀసとでも

化もなく外෦環境のߥに͋まりࡽされることもগなかͬた業छなのかもしれまͤΜ。ೖ社当

ઌ͔Βୗ͞ΕͨՈ業Λ
次のੈʹୗ͢

藤 安 ल Ұ

（ 　　　  　　　  ）藤 安 ৢ  株 式 会 社
代 表 取 క 役 会 

【鹿児島県鹿児島市】
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えられ、そのීวのਅཧは͋れど自分の代でऴڭはよく「形͋るものはいつかなくなる」と࣌

わらないように最ળをਚくすのが先代からୗされたࢲので͋り、໋で͋ることを自֮す

るようになりました。ࢲはޠがきです。そのݴ༿で༐ؾをくことがଟʑ͋ります。ೋٶ

ଚಙԧの「ใಙ܇」のҰ෦に「わがのوはの積ળに͋り、ࢠଙのوは自ݾのۈ࿑に

͋り」というҰจが͋ります。まさしく今、自分がこのようにしてډられるのは含め͝先

༷のおӂ、ະདྷをͬていくのは自分でੈ࣍代につな͛るためのྗを੯しΜではいけない

というͪ࣋ؾをռめているޠです。֮ޛと自ݾのଘ在の大事さをᨳͬたޠだと解ऍしてお

ります。

　改めてݱ在の当社のにります。ࢲの当社へのೖ社は、ত55年（1980年）。ࣛࣇౡ֗ࢢ

地より業団地に場Ҡసした年です。日本は経済成のਅͬ中に͋り、人ޱもຖ年50ສ

人Ҏ্૿加、ۜ行ିग़ۚརも6 ～ 7ˋと今では想૾もつかない高ۚར࣌代でした。どこの企業

も֦大ࢤɾシΣア૪いɾՁ格ഁյɾઃඋࢿԢな࣌代でした。また、このঢ়ଶはόϒϧ่

յ（1990年）まで続きました。そのؒに国内では৯の༸෩化がਐみ、ຯɾে༉の国内ফඅは

ঃʑにݮগが続きます。ઓޙの()2からの要で小ഴをओ体とした৯จ化（ύϯɾϐβɾスύ

ήテΟ）に変༰しているのが大きな原Ҽで͋り、ถのফඅྔがϐーク࣌とൺて60ˋ近くݮ

গしました。それに伴い、ถを取巻く௮ɾւଽɾ௭ࣽɾڕɾ౾ɾຯɾে༉ɾਗ਼ञ、か

つて日本の৯に必ͣ͋ͬたものが今は࢟をফしつつ͋るݱঢ়はզʑতੈ代にはྜしいݶり

です。また৯に関しては、高ྸ化ɾ生産年ྸ人ݮޱগなどະだ日本が経ݧしたことがないঢ়گ

が、今ཱͪޙはだかͬてདྷます。今年3月にϋϊΠに行ͬたࡍ、ϕトφム人のฏۉ年ྸは28.9

年ྸは্がるҰ方で、国ྗはۉらく今のままでは日本のฏڪ。じましたײとฉき国の活ྗをࡀ

今Ҏ্にམͪていくことは明らかです。ซͤてզʑ企業を取り巻く外෦環境はいͣれもݫしい

ものが͋ります。しかし、その中でどう生き残るかがۓ٤の課題で、これからの自社のテーマ

としてଊえています。৯に関して人ޱは人のޱ（くͪ）とॻきます。人ޱが৳びない、ฏۉ

年ྸが্ঢしていくことにة機ײをײじます。ࢲたͪの業քも経営ऀの高ྸ化ɾऀܧޙ題ɾ

事業ঝܧのࠔさɾ先ड़の人ݮޱগなど、ഇ業していく企業がຖ年それなりのにୡしていま

す。このようなアήΠϯストの環境をどの༷にଊえてੈ࣍代に引きすかがॏ要で͋ります。

そのࡍ必要なものが「自社はԿのためにଘ在しているのか」というଘ在ཧ༝をਂງしながら、

そこから「自社の͋るき࢟」をݟいだし、自社のՁ؍をしͬかりৢ成し、ৗに新開発（ࠩ

ผ化ɾઈ対ࠩ）をଅਐ、ఆணさͤ、新ٕज़の開発、新νϟネϧの開などの߈めの経営をਪし

ਐめる必要が͋るとͬࢥております。当社はՈ業で͋るとҐஔͮけております。大きくするこ

とを目的とͤͣ地域ີணをਪਐし今までもこれからも支えていているステークϗϧμʕ（ར

を大事にอͪながら、「地域でଘ在Ձの͋る、必要とされる企業」、「おとの関（ऀ関

٬༷がٻめ、تͿຯ、ग़業」を目ࢦしΰーΠϯάίϯαーϯ（事業ܧ続）で͋ることがҰ൪

大事な໋で͋るとͬࢥております。そのような೦
ㆈ㇂

いでՈ業をੈ࣍代にୗしていきたいもので

す。
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大阪東෦にҐஔする東大阪ࢢでは、৳ઢ業などの地場産業がݹくから発లしていた。高
経済成ظにはି場というडけࡼのඋも͋り、ྡする大阪ࢢからの場ྲྀೖや東大阪
ซにより߹ࢢɾ河内ɾຕԬの3ࢪ内での活発な業により、事業所が急激に૿加した。ࢢ
東大阪ࢢが生した1967年に̐ઍ༨りで͋ͬた事業所は、1980年代には１ສをえた。
　Ұఆの地域内にଟの事業所が集まることによͬて、社会的分業が༰қになり、ઐ化がਐ
み、高かつޮ的な生産がՄになる。また、各छࣝのやٕを࣋つ࿑ಇऀの֫ಘ
などのϝϦットもڗडできる。ଟ༷な業छの企業がްみをͬ࣋てཱ地しているため、ड発注先
のॊೈなみସえが༰қで͋り、ध要環境変化にద応できたり、新ɾٕज़開発につながͬ
たりするという動ଶ的ϝϦットも͋る。
　しかし、事業所は1990年代Ҏ߱、ݮগのҰ్を୧ͬている。経済ηϯαス活動ௐࠪの産
業ผ集ܭでݸ人経営を含めた場の全がわかる2016年には、東大阪ࢢでは3844事業所と
なͬており、1980年代のϐーク࣌とൺて̐割ҎԼにまでͬݮた（図̍ࢀর）。

縮小する産業集積の下で重要性を増す
企業間連携

町 ా　 ޫ ߂

（ 　　　  　　　  ）大阪産業経済Ϧαーνηϯλー
૯ ׅ ݚ ڀ һ

ᕰ⏣ᮟྞ ᴏᡜᩐ ᐠᗐ

ኬ㜨ᗋ ᮶ኬ㜨ᕰ

ኬ㜨ᗋ ඳᑹᕰ

ᇳ⋚┬ ඳ₳ᕰ

ኬ㜨ᗋ ኬ㜨ᕰ

ኬ㜨ᗋ Ꮼཾᕰ

㸝ཤ⩻㸞༇༟న࡚の㡨న

༇ྞ ᴏᡜᩐ ᐠᗐ

᮶ா㒌 ྋ᮶༇

ኬ㜨ᕰ ᮶ᠺ༇

ኬ㜨ᕰ ⏍㔕༇

᮶ா㒌 ቕ⏛༇

ኬ㜨ᕰ け༇

⤊ῥ࣬ࢪࢦࣤࢬ⥪ᩐ

ᕝᴏ⤣゛࣬⥪ᩐ

ᕝᴏ⤣゛࣬㸩ெ௧୕

（

ᖳ

ᴏᡜ

ਤ̍ɹ౦େࢢࡕの業ࣄ業所のਪҠ

。など「࢟町ଜのࢢ　ݝでみる都ಓܭ౷」૯ল、「（ܭԣஅ的集）経済ηϯαス」૯ল、「業大阪の」料ɿ大阪ࢿ
（注）「経済ηϯαス」の2006年Ҏલのは、事業所（ɾ企業）౷ܭの。「業౷ܭ」は、「経済ηϯαス 
       活動ௐࠪ」の࣮ࢪ年については産業ผ集݁ܭ果による。
       業事業所のີの事業所は、「ྩ3年経済ηϯαス活動ௐࠪ」のԣஅ的集ܭによる業の事業  
       所。ີは、Մॅ地໘積１ὕ͋たりのಉ事業所で、全国の্Ґ̑ࢢ町ଜ。

ද̍ɹ業ࣄ業所のີ
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近年においては、業౷ܭのഇࢭなどにより場は不明で͋るが、機を࣋たない本
社事業所やग़ՙֹのৄࡉが不明な事業所なども含めた業の事業所については、
経済ηϯαスの産業ԣஅ的集ܭでѲɾެ表されている。東大阪ࢢ内には2021年に5564事業
所が͋るが、このϕースでみても1990年ࠒのϐーク࣌とൺてݮしており、産業集積のن
がܶ的にॖ小していることは൱めない。
　産業集積のϝϦットは、地域内にଟくの事業所がཱ地することによͬて成ཱするので、事業
所のݮগにより産業集積のϝϦットもԼすることになͬたので͋ろうか。産業集積のϝϦッ
トを経営্の成果としてܭଌするҰつのࢦඪで͋るै業ऀ１人当たりの加Ձֹ（加Ձ
生産ੑ）をみると、事業所のݮগがஶしい2000年から2017年について̐～̕人、10 ～ 19人、
20 ～ 29人、30 ～ 49人、50 ～ 99人のいͣれのنにおいても、全国とൺた東大阪業
の加Ձ生産ੑの༏Ґੑがݮୀしている（町ాޫ（2024）߂「中小企業の視点からみた産業
集積ʵ集積のൣғとϝϦットʵ」大阪産業経済Ϧαーνηϯλーʰ産開ݚ論集ʱ第36号）。
　大阪内業のฉき取りௐࠪでは、産業集積がرബ化するにしたがͬて、産業集積のϝϦッ
トがԼしていることがࣔࠦされる。近ྡで外注していた企業がഇ業し、ผの外注先に発注す
ることにより外注අが高くなͬたり、外注先とのڑがԕくなることにより生産ޮがԼし
たりするという。
　ただし、大阪の産業集積における業事業所はݮগしているものの、事業所のݮগ
がͪに集積のϝϦットをࣦわͤるともݴえない。産業集積のϝϦットは、事業所だけでは
なく、事業所の関࿈ੑから生じるからで͋る。
　大都ࢢ型産業集積内には、ґવとしてଟの事業所がཱ地している。全国の自治体における
Մॅ地໘積１ὕ͋たりの業事業所ີをみると、東大阪ࢢには2021年ݱ在、108の事業所
が͋り、全国1Ґで͋る（表̍ࢀর）。2Ґは東大阪ࢢのೆにྡするീඌࢢで͋り、にྡ
する大阪ࢢ東成区、生野区も高ີの集積地で͋る。大阪東෦はݱ在においても高ີの産業
集積地域で͋る。ただし、事業所のݮগは事࣮で͋るから、ࢢ内やྡ地域の事業所とҙ
ࣝ的につながることにより、産業集積のϝϦットを引きग़すことの必要ੑが高まͬているとも
　。えるݴ
　事業所ؒのつながりとしては、ड発注はもとより、産業集積のৢしग़すงғؾがॏ要で͋る。
産業集積地内には、やるؾの͋る中小企業がཱ地するՄੑが高い。そうした企業とަྲྀすれ
ば、લきなͪ࣋ؾが生まれたり、「ؒ」の成ޭ体ݧを近にݟることによͬて激になͬ
たり、課題解ܾのώϯトがಘられたりすることになる。
ஙすることができ、また、ຽߏをえる関ݟのإ企業とのݩ役所は、地ࢢ自治体で͋るૅج　
ؒ企業を含めたଟ༷な機関との࿈ܞをഔհするうえでもॏ要なプϨーϠーのҰつで͋る。た
だし、企業نが大きくなる΄ど、ड発注のൣғががり、必要とする࿑ಇऀや情ใのൣғも
町ଜ内だけでは༗ྗなプϨーࢢ成についても、ಉҰߏ活動のϝϯόーܞくなる。また、企業࿈
ϠーがݶఆされマϯネϦ化するݥةも͋る。企業نや࿈ܞ目的に応じて、近ྡࢢや域自治
体を巻き込Μだ࿈ܞ活動をల開していくことが༗ޮで͋る。
　産業集積地内でも企業がݮগしてきたঢ়گのԼでは、集積内ཱ地のϝϦットをڗडするた
めに、目的を明らかにしたҙਤ的な࿈ܞをਐめることのॏ要ੑがҰ高まͬている。
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日本の地発ిྔݯࢿは１ҐアϝϦΧ（30000.8）、2ҐΠϯυネシア（27790.8）に࣍いで3Ґ
（23470.8）1で͋る。しかしながら、2020年࣌点の地発ిઃඋ༰ྔは1ҐアϝϦΧ3700.8、2ҐΠϯ
υネシア2289.8に対し、日本はੈքで10Ґの550.8となͬている（図表）。2020年のྔݯࢿൺのઃ
උ༰ྔは、アϝϦΧが12.3�、Πϯυネシアが8.2�に対し、日本は2.3�で͋る。日本の発ిઃඋ༰ྔは
2000年から2020年にかけて΄΅ԣばいでਪҠしており、開発はਐΜでいない。

地発ిは、ᶃ$02ഉग़ྔが΄΅θロ、ᶄ෩ྗɾଠཅޫとൺֱして発ిίストがい（ઃඋ༰ྔに対
して発ిిྗྔが大きい）2、ᶅ日本は地ݯࢿが๛で原料を༌ೖにཔる必要がない、ᶆ発ిޙのਫར
༻（ϋスഓやཆ৩事業など）ができる、というར点が͋る。加えてᶇ原ྗࢠ発ిಉ༷に、ఱީのӨ
安ఆ的に発ిできる。これだけのϝϦットが͋りながら、地発ి所ؒ࣌をडけͣ、னをわͣ24ڹ
の開発がਐまないのは、開発にదした場所が国ཱެԂ内にଘ在していること、Թઘࢪઃがすでに開発
された地域では先行ར༻ऀとのௐが必要なことなどのཧ༝が͛ڍられている。

日本最ॳの地発ిが1925年の大分ݝผࢢで࢝まͬてから100年、ݱ在、日本企業は地発ి༻
λーϏϯ分野でੈքシΣアの6割ڧを占め3、Πϯυネシア、ϑΟϦϐϯ、χϡーδーϥϯυなどւ外の大ن
地発ిઃඋを࣍ʑと成さͤている。化ੴ೩料ݯࢿを࣋たない日本は、自国のϙテϯシϟϧ（地
発ిྔݯࢿ、地発ిઃඋ開発ٕज़）を活かした取りみに͋らためて注ྗしてはどうだろうか。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （૯߹ڀݚ所ओڀݚһ　中୩京ࢠ）

1　地ྔݯࢿɿݯࢿΤネϧΪーி)1（2024年10月17日Ӿཡ）
　 https://www.eneDho.NetJ.Ho.jp/BCoVt/speDJBM/johoteJkZo/enerHZkJhonkeJkBkV2021@kBJsetV04.htNM
2　ฏ成23年12月23日内ֳίストূݕҕһ会ใࠂॻ
　 https://www.DBs.Ho.jp/jp/seJsBkV/npV/poMJDZ09/pEG/20111221/hokokV@sBnkoV1.pEG
3　日本経済新ฉ2021年6月11日「地発ి、ੈքで機֦大」
　 https://www.nJkkeJ.DoN/BrtJDMe/%(,,;07279053021A610$2T#2000/ NsoDkJE�0EE64e211GC3658B15D65BCE1e416455
　 （2024年10月17日Ӿཡ）

ൃిのՄੑʙւ֎の։ൃঢ়گͱൺֱͯ͠ʙ

ग़యɿ「(eotherNBM 1ower %BtBCBse」 *nternBtJonBM (eotherNBM AssoDJBtJon（https://www.MoWeHeotherNBM.orH/eYpMore/oVr�
　　　EBtBCBses/HeotherNBM�power�EBtBCBse/�eMeDtrJDJtZ�HenerBtJon�CZ�DoVntrZ）（2024年10月17日Ӿཡ）、(eotherNBM 1ower 
　　　(enerBtJon Jn the 8orME　2015�2020 VpEBte Report（https://www.HeotherNBM�enerHZ.orH/pEG/*(AstBnEBrE/8($/2020/01017.
　　　pEG）よりචऀ࡞成

（ਤද）ൃిઃඋ༰ྔのਪҠ（ੈքの্Ґ10͔ࠃ）

アメリカ インドネシア フィリピン トルコ ケニア ニュージーランド メキシコ イタリア アイスランド 日本
1990 2,775 145 891 20 45 283 700 545 45 215
2000 2,228 590 1,909 20 45 437 755 785 170 547
2010 3,093 1,197 1,904 80 167 628 958 843 575 536
2020 3,700 2,289 1,918 1,549 1,193 1,064 1,006 916 755 550
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－ 年
世界と日本はこう変わる
経営の論点と針路

将来予測が困難な の時代に、キーワードとデータで世界と日本の未来を
読み解く。勝ち残りのための新たな方程式を示す、必読の一冊。

第一部 年 世界と日本はこう変わる
第１章 ここ 年の経済停滞の理由は何か
第２章 未来を占うキーワード
第３章 － 年日本はこう変わる

第二部 経営の論点（概論）
第１章 論点１：企業のあり方
第２章 論点２：供給サイドの視点
第３章 論点３：需要サイドの視点
第４章 論点４：いまこそ「業界の変革」が必要である

第三部 経営の論点（各論）
パーパスとミッション、デジタル化、 ・業務提携
による業界再編、労働生産性、人的資本経営、サステナ
ブル経営、マーケティング、ガバナンスなど 章

第四部 中小企業「経営の針路」

株式会社商工組合中央金庫 産業革新本部フェロー
一般財団法人 商工総合研究所専務理事 青木 剛

新刊書籍のご案内
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著書：「経営者の条件」（同友館）、「事業性評価を起点とする企業価値向上マニュアル」（同友館）、
「中小企業のためのサスティナブルファイナンス」（商工総合研究所）、「入門 事業性評価と課題
解決型営業のスキル」（商工総合研究所）
講演：「事業性評価を起点とする企業価値向上」、「 金融 推進の壁をどう乗り越える
か」「中小企業の戦略的事業承継」、「中小企業のガバナンス強化」など多数
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▶︎今月号では、最近注目されている産業集
積に関する論考を掲載しました。全国各地に
点在する産業集積は、「日本型生産分業シ
ステム」として大企業とともにこれまで日本経
済を支えてきましたが、大企業の国内回帰に
伴い再びその役割が注目されています。
▶︎粂野先生は、産業集積の代表格ともいえる
東大阪の事例から、集積内のネットワーク形
成の歴史やこれまで果たしてきた役割などか
ら、集積自体の解明を試みています。また河
藤先生は、自治体産業支援機関の活動を通
じて、産業集積を含む地域産業の支援の在
り方について分析しています。改めて産業集
積について考える機会になれば幸いです。

▶︎早いもので、今年も残すところ僅かとなりま
した。今年１年を振り返ると、中小企業を取り
巻く環境は、急激な円安や原料高などに加
え、人手不足も大きくクローズアップされまし
た。2025年も引き続きこうした課題への対応
が必要ですが、さらに内外の政治情勢の変
化なども加わり、より複雑化した事業環境が
続くことが予想されます。
▶︎年明けの1月10日には、「新春講演会～
2025年を占う～」（無料）を開催します。中小
企業経営をマクロ的な視点で改めて考える
機会になればと考えております。当財団ＨＰよ
りお申し込みください。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（Ｊ小林）

編集後記

次号
予告
2025年
1月号

　　「週１副社長」プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　 とっとりプロフェッショナル人材戦略拠点・鳥取県商工労働部

現場の視点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工総合研究所理事長　　中谷　肇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済産業省中小企業庁長官　山下隆一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工中金代表取締役社長　関根正裕

　　共生社会を創造する中小企業
大阪商業大学総合経営学部教授　池田　潔

　　女性活躍推進
商工総合研究所主任研究員　中谷京子

　　コロナ禍の修羅場をくぐり抜けて・・・
　　～それでも観光は可能性が大きな産業です！
　　　　　　　　　　　　沖縄ツーリスト株式会社代表取締役CEO　東　良和 

　　成長する中小企業の実現に向けて
一橋大学商学部准教授　福地宏之

　　キャッシュコンバージョンサイクル
商工総合研究所調査研究室長　江口政宏

年頭ご挨拶

年 頭 所 感

論 文

調査研究論文
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産業集積の形成と地場産業／粂野博行論� 文

論� 文 地域中小企業の革新を促す拠点としての
自治体産業支援機関の役割／河藤佳彦

中小企業の従業員エンゲージメント／江口政宏

製造業の国内回帰と地域産業集積／田中英式רɹ頭ɹݴ

調査研究論文

先代から託された家業を次の世代に託す／藤安秀一

縮小する産業集積の下で
重要性を増す企業間連携／町田光弘

地熱発電の可能性／中谷京子̨̧̢̩̖̚
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